


















































勇者リンの伝説




Lv.5　赤点回避と失われた絆を取り戻すために、時をかける俺。
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第一章　えっ、赤点を取った!?　でも大丈夫！　これ一冊で、恋も勉強も部活もうまくいくわけあるかぼけぇぇぇぇえええ！

第二章　よく悲劇は繰り返すって言うけどあんまり繰り返しすぎるとハゲになるから気をつけて

第三章　俺が勇者？　はは、よせやい、どうせ夢オチ──ゆゆゆ夢じゃなかったぁぁぁああ！

第四章　元の世界に戻ったら……俺も、本当の夢を追いかけるんだ……！



エピローグ





　あとがき





















　第一章　えっ、赤点を取った!?　でも大丈夫！　これ一冊で、恋も勉強も部活もうまくいくわけあるかぼけぇぇぇぇえええ！






　鎌かまのような爪つめに引き裂さかれて、白い花弁がパッと散る──いや、それは紙し片へんだった。

　はらはらと、ひらひらと。自分が信じてきたものが、あまりにもあっけなく。まるで無力な自分そのもののように。

　分厚い表紙が細切れになり、活字が狂くるったように舞まい踊おどるのを、カイは呆ぼう然ぜんと見つめるしかなかった。

　本ばかりではない。あの大切な、二人の宝物のノートさえも、ただの紙切れにされて──

　その向こうで。

　鈍にび色いろに光る巨きよ大だいな爪が、かすんだ視界にぼんやりと映り込む。

「カイ！」

　誰だれかが呼ぶのが遠く聞こえたけれど、耳ざわりな心音と自分の嗚お咽えつばかりが、頭の中でしつこくこだましていた。




「本なんて……文字なんて、なんの役にも立たないじゃないか……！」




　　　　†　†　†




■最終問題　『あなたの今朝の行動を、十行以内で記述しなさい』

【ちゅんちゅんという軽かろやかなさえずりで、俺は目を覚ました。るりガラスのような青空に、わたがしみたいな白い雲。ふふっ、おはよう、小鳥さぁん！　春の暖かな風を胸いっぱいに吸い込もうと、俺は窓を開け──そのとき、なんかこう、すごいことが起きた！　それは、それは、ええと、ああー……おっぱい！　おっぱいじゃねぇよ、集中しろ、俺！　勇者になれるかどうかがかかった大事なテストなんだぞ──おっぱい！　だめだ、考えまいとするほどにドツボにはまる！　だいたい俺の脳内はなんでこんなポエム調なんだよ!?　くっそこの自動筆記万年筆っ！　残り時間は……あっ、チャイム──おっぱい！】




「……俺、退学になるかもしれねぇ……」

『えっ!?』

　三月中ちゆう旬じゆん。テスト期間も終わり、春休みの計画を立てるために久々に集合したいつもの面々。はしゃいだ空気にあふれていた六畳じよう一間に、衝しよう撃げきが走った。

「退学って……!?」

　うららかな春の日差しに似つかわしくない、地じ獄ごくでも覗のぞき込んでいるかのごとき陰いん鬱うつな面おも持もちをしたカイ。その顔に、三人の視線が集まる。

「カイ、また何かしたの!?」

「またってどういう意味だよ！　俺は基本的に品行方正に生きてるよ!?　そりゃ最近はちょっと思春期特有の情動パトスが暴走しがちだけれども！」

　心配そうに身を乗り出す幼馴染リンに、カイはうろんな目を送った。

　白くてすべすべした頬ほお、疑いを知らない子犬のような目。赤いリボンで結ゆわえられた猫ねこっ毛が、窓から吹ふきこむ春風にふわふわと揺ゆれている。

　その隣となりで、「かわいそうに、カイ……」と心からの同情を寄せてくれるのはニーナ。花屋の制服に身を包み、今日も今日とてこぼれんばかりの胸が眩まぶしい。おっぱい。

「あなた……ついに性犯罪に手をそめたのね？」

「違ちがうわ！　人を性犯罪者予備軍みたいに！」

「あながち間違ってはいないと思うけれど」

　本気で首を傾かしげるニーナに代わって、この部屋の主あるじ──どっかりとあぐらをかいた筋骨隆りゆう々りゆうの偉い丈じよう夫ふ、ジルが深刻そうに唸うなる。

「では、例の性せい癖へきがバレたか……？」

「含ふくんだ言い方をするな！　退学になるような性癖って何だよ、お前じゃあるまいし!?」

「ねぇカイ、退学って、一体どうして……？」

　不安げなリンの声に引き戻もどされて、カイは再びがっくりとうなだれた。

「実は……赤点、とっちまったんだ……昨日の学年末試験で……」

　しかしカイの身を切るような告白に、リンはむしろホッとしたように胸をなで下ろす。

「なぁんだ、そんなことか！」

「そんなことかって、お前……!?」

　返ってきたのは輝かがやくばかりの笑え顔がお。

「実は私も赤点だったんだよ！」

「おまっ、なんでそんな堂々としてんだよ!?　下手すると退学の危機だぞ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、なんとかなるよ！　だって私は──勇者王になる人間だからねっ！」

「その勇者王ってほんとに何なの!?　俺もあやかりてぇわ！」

「それにきっと再試があるよー！」

「そりゃ知ってるけど、学年末試験の再試ってめっちゃ難しいって噂うわさだぞ!?　俺なんか、昨夜はショックで眠ねむれなくて……！」

「いつにも増して目付きが悪いと思ったら、そのせいだったのね」

　ひとしきり喚わめくとどっと絶望感が増して、カイはごつりと壁かべに頭を打ち付けた。

「ああ……本当ならいまごろ勇者になってるハズなのに、これじゃあ勇者になるどころか退学だ……！」

「まだ勇者になる夢諦あきらめてなかったのね。でも、今さら課程変へん更こうなんてできるものなの？」

「ああ、各期末試験で上位に入った生徒には、『翼よく獅じ子し』に挑いどむ権利が与あたえられるんだよ。他ほかにも、総合成績が一番良いパーティーは特別なクエストに挑ちよう戦せんさせてもらえたり……」

「へえ、けっこう優ゆう遇ぐうされるのね」

「だから毎回死にもの狂いで勉強してたんだけど……[image: あ゛][image: あ゛]、今度こそはと思ったのに！　珍めずらしく手てごたえあったのに、よりによって学年末試験で赤点なんて……！」

　両手に顔を埋うめるカイをさすがに憐あわれんだのか、ニーナの声こわ音ねが柔やわらかくなる。

「いったいどんな問題だったのよ？　答案用紙見せてみなさい」

「あ、い、いや……！」

　差し出された手から視線を外しながら、カイは引きつり笑いを浮うかべた。

「別にたいしたことねぇんだ、ただ活字を見るのが苦痛でさぁ！　単に問題を読むのに時間がかかっただけっていうか……！」

「これか」

　見るとジルの指には、ポケットに突つっ込んでいたはずの、四つにたたんだ答案用紙が挟はさまっていた。

「うおおおい!?　ちょっと待て、いつスられたの!?　何その技術!?」

「ふ、見くびってもらっては困る……俺は筋金入りの無職だぞ！」

「だから何だよ！　なにひとつ説得力ねぇわ！」

　カイは答案用紙を奪うばい返そうと手を伸のばし──一いつ瞬しゆん早く、ニーナにさらわれてしまった。

「ふ～ん、これがカイの赤点の答案用紙ね？」

「ちょっ、やめろよ！　か～え～せ～よ～！」

「うふふふ、つかまえてごらんなさぁ～い！　……つかまえられるものならねぇ!!」

「!?」

　大魔ま王おうもかくやという威い圧あつ感かんに気け圧おされて、カイはしっぽを巻いて壁かべ際ぎわにうずくまった。

「へぇ、伝でん記き士課程ってこんな問題が出るんだねぇ！」

　ニーナが広げた答案用紙に、課程が違うリンは興味津々だ。

　ざっと目を走らせて、ジルが意外そうに「ほう」と呟つぶやく。

「そう悪くないのではないか？」

「回答率は低いけど、埋めてあるところは全部正解してるわね。やるじゃない」

「さっすがカイ！　でも、どうして赤点に──」

　口々に感想を述べながら、三人は最終問題へと目を滑すべらせ──

『こ、これは……！』

　彼らの目はおそらく、欲よく望ぼうを垂れ流した不気味ポエムと、その横に赤ペンで示された「マイナス一五〇点」の残ざん酷こくな文字をとらえたことだろう。

「何コレキモチワルイ！　自由記述でマイナス一五〇点って、ちょっとした事件よ!?」

「これは……フォローのしようがないな……」

「ごめんね、カイ……私がいつも迷めい惑わくかけてるから、心労がたたって……！」

「謝るな！　逆に辛つれぇわ！」

　これ以上リンを涙なみだぐませるのも気が引けて、カイは投げやりに白状する。

「体育祭で手に入れた、自動筆記万年筆を使ったんだよ」

「思ったことがそのまま文字になるっていう、魔法の万年筆だね！」

「ああ。そろそろ使いこなせるかと思って、一か八か賭かけてみたんだが……欲をかいたのが運の尽つきだ……！」

「それにしたってひどいわよ。あんた、どうして伝記士なんかになっちゃったの？」

「こっちが聞きてぇよ！　こ、これでも小さい頃ころは神童って呼ばれてたんだぞ!?　勉学的な意味で！」

「ええ？」

　疑わしげなニーナの隣で、リンが「そうそう！」と自分のことのように胸を張った。

「それにカイは、村で一番の読書家だったんだよ！　私がまだ字が読めない頃、たくさんいろんな本を読んでくれたよー！」

　ニーナは「まあ、そうなの」と目をみはって、ますます不思議そうに首を傾げる。

「じゃあ、どうして活字が苦手になったのよ？」

「それは……」と言い淀よどんで、カイは継つぐべき言葉が見当たらないことに気がついた。

「あれっ？　なんでだっけ……？」

　いくら記き憶おくをたぐっても、読書家だった幼い自分と、いつからか本を厭いとうようになった自分──その間の出来事が、ぽっかりと抜ぬけ落ちている。いや、そもそも本を好きだった頃の自分そのものがおぼろげだ。

「カイ？」

　ニーナの声が、まるで水の中にいるかのように遠い。

　え……？　そういや俺、どうして活字アレルギーになったんだっけ……？　ガキの頃は確かに、どこへ行くにも本を持ち歩いて……あ、れ……何だ……頭が、痛いてぇ……！

　カイが低く呻うめきながら、汗あせがにじみはじめた額を押さえた時──ちりん、という涼すずやかな鈴すずの音に顔を上げると、心配そうなリンと目が合った。

「カイ、大丈夫？　辛つらいなら、無理に思い出さなくていいんだよ……？」

「……別に、無理なんか……」

　否定しつつも、胃を焦こがすような焦しよう燥そう感かんはつのるばかりだ。

　そうだよ、俺、本当に、どうして本が読めなくなったんだ……？　一体いつから……？

「い──いいんだ、活字アレルギーでも、俺は勇者になるから関係ないんだっ！」

　困こん惑わくを振ふり払はらうように声を上げると、不思議と頭痛も治まった。

　ジルが答案用紙をたたみ直しながら苦く笑しようする。

「それは見上げた執しゆう念ねんだな。だが、たとえもう一度『翼獅子』に挑んだところで、勇者になれるとは限らんだろうに」

「い、いや、チャンスさえもらえれば、俺は今度こそ、絶対に勇者になれるはずなんだ！　そのためにガキの頃から鍛たん錬れんに励はげんできたんだから！」

「どうしてそんなに勇者に執しゆう着ちやくするのよ。伝記士だって勇者と並んで人気の職業なのに」

　不思議そうなニーナに、カイは待ってましたとばかりに膝ひざを乗り出した。

「子どもの頃、森で魔物に襲おそわれたところを勇者に助けられたんだ！　その背中がかっこよくてさぁ！」

「私も覚えてるよ！　一いつ緒しよに森に出かけたときでしょ？　そっかぁ、カイはあれで勇者を目指したのかぁ！　……でも、あの時、勇者なんていたっけ？？？」

「お前はなんでもよく忘れるなぁ！」

「えへへ、それほどでもないよー！」

「褒ほめてねぇよ!?」

「そういえば、リンはどうして勇者を目指したの？」

　ニーナの問いに、リンは「えっ？」と首を傾げ、

「えーとね、えーと……忘れちゃった☆」

「ああもう、何でこんなお気楽な奴やつが勇者なんだよ!?　『翼獅子』ちゃんと仕事しろ！」

　大体こいつ、授さずかった剣けんだってなまくらだし、本当に勇者として選ばれたかも怪あやしいぞ！

「俺が伝記士でリンが勇者って、やっぱり何かの間違いだったんじゃねぇの!?」

　頭を抱かかえるカイに、「残念だが」というジルの声が突きささった。

「カイの夢もここまでのようだな。退学になっては、勇者どころか冒ぼう険けん者にもなれまい」

　残酷な現実に引き戻されて、カイは力なく顔を覆おおう。

「うう、試験をやり直したい……。せめて、せめてあの時、自動筆記万年筆にさえ手を伸ばさなければこんなことには……っ！」

　いつになく弱り果てているその姿に、さすがのリンも気の毒そうだ。

「時間を巻き戻せたらいいのにねぇ」

　そんな突とつ拍ぴよう子しもない夢物語にも、今ばかりは縋すがれるものなら縋りたい。

「はは、ホントだぜ……。問題が分かってる今なら、赤点どころか高得点間ま違ちがいなし、満を持じして勇者になれるのになぁ……。ぁぁ……過去に飛べる魔法とかねぇかなぁ……」

　半ばすてばちでもらした呟きに、小さな声が返ってきた。

「ありますよ……？」

『!?』

　四人は弾はじかれたように、部屋の入り口を振り返り──

「イオちゃん！」

　リンが嬉うれしそうに叫さけぶ。

　そこには半分ドアに隠かくれるようにして、小こ柄がらな少女が立っていた。

　二つに結んだ冬色の金きん髪ぱつに、潤うるみがちの大きな瞳ひとみ。緊きん張ちようした面おも持もちでじっとこちらをうかがっている姿は、華きや奢しやな身体からだつきと相まって、森の小動物のような印象を与える。

「わあ、久しぶりだねぇ！　おいでおいで！」

「こ、こんにちはです」

　イオは手招きするリンにはにかんでみせると、おずおずと部屋に足を踏ふみ入れた。

「ニーナおねえちゃん、あの……」

「ええ、ひまわりの種ね。これだけあれば足りるかしら？」

　ニーナが柔らかく微笑ほほえみながら、部屋の片かた隅すみに用意してあった紙かみ袋ぶくろを渡わたすと、イオは「ありがとうです！」と目を輝かがやかせた。この小さな見習い魔女は、半年前の学園祭で知り合って以来、時々こうして四人の元に遊びにくるのだ。

「そ、それよりイオ、どういうことだ!?　過去に飛べる魔法って……！」

「！」

　掴つかみかかろうとしたカイの剣けん幕まくに驚おどろいたのか、イオはぺちぺちぺち！　とひまわりの種爆ばく弾だんを炸さく裂れつさせる。

「いててて！」

「魔法じゃないです、魔具です！　イオがつくりました！」

　えへんとばかりにふんぞり返るイオの手には、いかめしい懐かい中ちゆう時計が掲かかげられていた。

「これは『時空時計』です！　時空を渡って、好きな時間へ旅行ができる魔具です！」

「時間旅行……!?　ほ、本当にそんなことが!?」

「はい！　イオはもともと、転移の魔法を得意としてます！　イオにかかれば、時空を移動するなんてわけないことなのです！」

「すごーい！　これがあれば、カイの赤点も挽ばん回かいできるね！」

「た、頼たのむ、イオ！　その魔具、少しの間だけ貸してくれ！」

　しかし返ってきたのは、「だめです！」というすげない一言だった。

「これはとっても繊せん細さいな魔具です！　イッパンジンが使うのは禁止されているのです！」

「そうなんだぁ」

　残念そうな声を出すリンとは対照的に、カイはますます食い下がった。

「そこをなんとか！　絶対に悪用しないから！」

「だめったらだめです！　これはひとつ間違うと時空が歪ゆがんじゃう、危ない道具です！　魔法のココロエがない人が、あんいに使ってはいけない、です！」

　誰だれかの受け売りらしいたどたどしい説明に、カイは大げさに肩かたを落としてみせた。

「そうか、じゃあ無理にとはいえねぇなぁ……。ああ、使ってみたかったなぁ、偉い大だいなる大魔ま法ほう使つかいさまの魔具……！」

「……！」

「天下の大魔女イオさまがおつくりになったという時空時計、さぞかしすばらしい逸いつ品ぴんなんだろうなぁ～！」

「……!!」

　ちらりと見ると、イオは緩ゆるみそうになる頬ほおを懸けん命めいに引き締しめて、必死に自尊心と戦っているようだ。あと一押し！

「もし空よりも広すぎる寛かん大だいなお心でその魔具を貸してくれたら、ひまわりの種を一年分献けん上じようするのもやぶさかではないのになぁ」

「こ、今回だけ、特別ですよっ！」

「おおっ！」

「わあ、ありがとうイオちゃん！」

「ただし、悪いことに使ってはダメです！　それと、過去の人とムヤミに接せつ触しよくしないこと！　まんがいち接触したとしても、自分が未来から来たことは絶対にナイショにするのですよ！　イオとの約束です！」
















「ははーっ！　大魔法使いさま！」

　カイが大おお仰ぎようにひれ伏ふすと、イオは「むふーっ！」と満足そうに肩をいからせた。

　受け取った懐中時計は、みかけよりもずしりと重かった。いぶし銀の蓋ふたには複雑な文もん様ようが彫ほり込まれ、いくつものネジやリューズが飛び出している。

「これ、どうやって使うんだ？」

「ここは狭せまいですから、お外で説明するです！」

　イオに続いて花屋の裏手に続く階段を降りながら、リンが興奮もあらわに飛び跳はねた。

「すごいすごい！　時空探検隊だーっ！」

「時間旅行なんてロマンだわ！　切なくも美しい物語の始まりを予感するわね！」

「うむ！　時をかける無職だな！」

「何そのどうしようもない感じ！　何も始まらねぇわ！」

「隊長、どの時間に飛ぶでありますか！」

　すっかり時空探検隊気分のリンの敬礼を受けて、カイは獣けもののごとく舌なめずりをした。

「目指すは試験の二日前！　過去の俺に、試験内容をこっそり教えるんだ！　そうすれば俺は赤点回避どころか、上位に食いこんで勇者になれる……！　くくくく！」

「隊長、悪い顔になってるでありますよ!?」

「でも、そんな私用に使っちゃっていいのかしら？」

「俺の輝かしい未来のため、ひいては世界のためだ、悪用とはいわねぇだろ！」

　一行は意い気き揚よう々ようと裏庭に降り──と、イオが「ハッ！」と立ち止まり、急にもじもじと弱気そうな目でカイを見上げた。

「えっと……カイにいちゃん、ちなみに、どの時間軸じくへ行くですか……？」

「あー、まあ二、三日前ってところだな！」

「良かった！　では問題ないですね！」

　カイが「……問題？」と眉まゆをひそめると、イオはぶんぶんと首を振った。

「い、いえ、何でもないですよー！　では、輪になってくださいです！」

「あれ？　イオちゃんは行かないの？」

　イオは「はい！」と小さな手を腰こしに当てる。

「何かの間違いで時空がねじれたりした時に、外から助け出せる人が必要なのです！　イオは転移魔法で、時空の干かん渉しようを受けない場所──時空の穴タイムポケツトに逃のがれることができるので、いざという時にはそこから水すい晶しようを通して、時空を元に戻もどすように調律するのですよー！」

「何かの間違いって、何だ？　もしかしてこの魔具が欠けつ陥かん品とか──」

「い、いいいいいえまさかっ!?　ま、まあイオがつくったモノですから大だい丈じよう夫ぶと思うですけど、念のためですねーっ！」

「へえ、さすが頼たよりになるな、大魔法使い！」

　ちびっ子魔女は「そ、それほどでもないです……！」と口をむずむずさせている。

「ではカイにいちゃん、赤いリューズを押して、懐中時計を開いてください！」

「ああ……うわっ！」

　赤しやく銅どう色いろのリューズを押した途と端たんに弾はじけるように蓋が開き、空中に、青く透すき通る四つの時計盤ばんと町の地図が展開された。

「わー、すごいすごい、かっこいい！」

「行きたい時間に針を合わせてください！」

　透とう明めいな時計盤におそるおそる手を伸のばすと、指先がこつりと冷たい感かん触しよくを覚えた。

　どうやら四つの時計盤はそれぞれ、年、月日、時間、分を示しているらしい。

「飛ぶ場所の指定は、座標──中央の地図で変へん更こうできます。元の時間軸、つまり現在に戻ってきたい時には、銀のリューズを押してください！」

「あ、ああ……！」

　とりあえず、場所はこのまま、時刻を三日前の放課後に設定する。

「設定が終わったら、金のリューズを押してください！　時間旅行のはじまりです！」

「わあ、いよいよだねぇ！」

「ドキドキするわね！」

　きらきらと目を輝かせるリンやニーナに負けず劣おとらず、カイの胸も高鳴っている。これで本当に時空を渡れるのか!?　赤点を回かい避ひするばかりか、ついに念願の勇者に……──!?

　カイは金色の突とつ起きに指をかけると、三人の顔を順に眺ながめた。

「準備はいいか？　──行くぞ！」

　金のリューズがカチリと音を立てると時計から眩まばゆい光があふれ出し、四人を包み込んだ。

「うわっ!?」

「ひゃぁぁぁ!?」

　ぐん、と身体がひっぱられるような感覚と共に、周囲の景色が溶とかした飴あめのように歪む。

　秒針の音が速くなったり近くなったりしながら、狂くるったように鳴り響ひびき──！










「うう、ちょっと酔よった……」

　脳を揺ゆさぶるような目め眩まいから解放されて、カイは額を押さえつつ身を起こした。

　四人が目を覚ましたのは、先ほどと同じく、花屋の裏手だった。ただし空は日暮れ間ま際ぎわの茜あかね色いろに染まり、イオの姿はない。

「ねえ、本当に過去に飛んだのかなぁ!?」

　リンのはしゃいだ声を合図に、四人は我先にと花屋の店先に回り込んだ。

「どうやらそうみたいよ！　あの花束は三日前に注文があったものだから……！」

「つまりここは、試験二日前の世界ってことだな!?」

「わあ、すごい！　時間旅行大成功だよーっ！」

　言い知れぬ感動に、カイの全身が震ふるえた。すっげぇぇぇええ！　すげぇぞ、時空時計！　これさえあればテストの点数なんて思いのままだ！

「それで、どうやって赤点を回避するのだ？」

　ジルの問いに、カイは「それなんだよな！」と興奮気味に顎あごに手を当てた。

「俺の赤点を阻そ止しするためには、過去の俺に試験問題を教えるのが手っ取り早い！　だが俺が俺の前に姿を現したら俺は間ま違ちがいなく混乱するし、俺としても俺が未来からきたことを俺に悟さとらせるわけには──！」

「俺、俺って、ややこしいわね」

　眉をしかめるニーナの隣となりで、リンが「いいこと考えた！」と胸を張る。

「過去のカイのことを便べん宜ぎ上じよう、『カイ改二・過去式乙おつ種しゆ』としようよ！」

「もっとややこしくねぇ!?」

「じゃあ『ハピネスチャージ・カイ』！」

「そんなファンシーなガラじゃない！」

「『カイ外伝』！」

「なら俺本伝!?」

「『国産カイのロースト』！」

「『～季節の野菜を添そえて～』！」

「もういいや、『カイ二号』で」

「完全にどうでもよくなってきてるだろ！　投げ出さないで！　もっとがんばって！」

　と、その様子を見ていたニーナが意気込んで口を挟はさむ。

「私からは、カイβベータを提案するわ！」

「ああ、俺がαアルフアでってことか？」

「いいえ。ベタベタのツッコミのβよ！」

「思いのほかひどかった！　ベタベタでごめんね!?」

　過去の自分の呼こ称しようが決まったところで、カイはひとつ咳せき払ばらいした。

「で、俺βにどうやって試験の内容を教えるかだが……たとえば問題を書き写したメモを渡わたしたところで、素す直なおに受け取ってくれるかどうか……」

　慎しん重ちような、もっと言えば疑うたぐり深い自分のことだから、十中八九警けい戒かいされそうな気がする。

　と、リンがここぞとばかりに手を上げた。

「はいはいはい！　私にいい考えがあるよー！」

「いい考え？」

「うん！　カイには試験問題を抜ぬき出した冊子をつくってほしいんだよ！　そしてその冊子の素す晴ばらしさを、私たちがカイβに全力で訴うつたえる！　名付けて、『真しん剣けんゼミ大作戦』だ！」

「『真剣ゼミ大作戦』……？」

　一体何をしでかすつもりなのかは分からないが、この時カイは完全に気が大きくなっていた。なにせ今の俺たちは時空を移動できるんだからな！

「よし分かった、何でもやってやろうじゃねぇか！　そうと決まったら準備開始だ！」

『おおーっ！』

　三人を連れて走りだしながら、カイは歓かん喜きに打ち震えていた。やった、やったぞ！　まさか時空をさかのぼることができるなんて！　うまくすれば赤点退学を阻止できるばかりか、いい成績を取って『翼よく獅じ子し』に再挑ちよう戦せんさせてもらえる……！

「今度こそ、俺は勇者になるんだぁぁあああッ！」

　カイはオレンジ色に染まった町を、いよいよ力強く駆かけ抜ける。

　──まさかこの時間旅行が逆に自分を追いつめる不幸の連れん鎖さの始まりになろうとは、この時はまだ、思いもよらなかったのだ。










　数十分後、学園から寮りようへと続く道──いちょう坂の半ばで、茂しげみに身をひそめる四人の姿があった。

「いよいよだね！　カイ、冊子の用意はできた!?」

「ああ！　思い出せる限り出題問題を書き出した！　ほぼ全問をカバーしてるぜ！」

「大したものね。ところで目の下の隈くまがいっそうひどくなってるけど、大丈夫？」

「ん、まぁ、ここ数日ろくに寝ねてねぇからな……それよりそっちの準備はいいのかよ？」

「うん、ばっちりだよ！　カイはカイβに顔を見られないように気をつけてね！」

「ああ、分かった！」

　カイは完成した冊子を胸に抱だきながら、いちょう坂の上にそびえたつ校舎を睨にらみ上げた。俺が赤点を、ひいては退学を阻止できるかどうかは、この作戦にかかっているのだ……！

　やがて人通りも少なくなり、街灯にぽつりぽつりと火がともりはじめた頃ころ──坂の上に、幽ゆう鬼きのように現れる一人の男子学生の姿があった。

「来たぞ！」

　三日前の自分は、まさに憔しよう悴すいという単語がぴったりのやつれた様子で坂道をくだってくる。連日のテスト勉強とそれによる寝不足で、すっかり参っているらしい。

「よし、俺βのことは俺に任せろ！　リン、こいつを頼たのんだぞ！」

「うん！　必ずカイβを、この冊子の虜とりこにさせてみせるよ！」

　思いの丈たけを込こめて、リンたちに冊子を託たくす。

　さあ、いよいよ赤点回避大作戦の幕開けだ！

　息をひそめる四人の前を、カイβがふらふらと通り過ぎようとし──カイはその背中に飛びかかるが早いか、そのまま引きずるようにして近くの空き地に連れ込んでいた。

「なっ……!?　なんだ、誰だれだてめぇ!?　何しやがる……っ!?」

　振ふり向こうとするカイβの首を背後からロックしつつ、声こわ色いろを変えて脅おどしつける。

「抵てい抗こうするな！　ベッドの下に隠かくしてある秘蔵本──『純愛☆ＳＭ大全』を、全校生徒にバラされたくなければなぁ……！」

「な、なぜそれを!?　違うんだ、あれは悪友マーレイに押し付けられて……！」

　必死に言い逃のがれようとするカイβの隙すきを突ついて、手早く街灯に縛しばりつけた。

「は、放せ！　俺は早く帰って勉強しなきゃなんねぇんだよ！　二日後の試験に、勇者になれるかどうかが掛かかってん──あれっ、あそこにいるのリンたちじゃ……むぐっ!?」

　カイは暴れるカイβに猿さるぐつわを噛かませると、土管の陰かげからこちらをうかがっているリンたちへと視線を送った。

　いよいよここからが本番！　さあ、あいつら一体どんな手段で、俺の心血を注ぎこんだあの冊子を売り込んでくれるんだ!?

　──と。

「ふ、ふ、ふ……はーっはっはっはっは！」

　突とつ如じよとして空き地に響き渡る高笑い！　なんだ、一体何が始まるんだ!?

　固かた唾ずを吞のんで見守る二人のカイの前に現れたのはジルだった。街灯というスポットライトの下で仁に王おう立ちになると、胸に手を当て、そして朗々と名乗りを上げる。

「やあ！　俺の名前はトシオ！」

　突とつ然ぜんの自己紹しよう介かい！

「ユースタシア学園に通う、ちょっぴりシャイな一年生さッ！」

　えっ、そのわざとらしい説明ゼリフ何なの!?　誰に向かって言ってんの!?

　トシオになりきったジルは、大おお仰ぎように手を振り回しつつ苦しい胸の内を切々と訴える。

「ああ困ったぞ、学年末試験が迫せまっているけれど部活だって忙いそがしい！　友達もいなければ彼女もいない！　成績は低空飛行、クラスヒエラルキーではどん底で、担任の先生ですら俺に冷たい！　そもそも目立たなすぎて生徒として認にん識しきされているかどうかも怪あやしい！」

　もうどん底とかいうレベルじゃねぇよ!?　底抜けちゃってるよ!?

「なんてうだつの上がらない学園生活だ！　何という悲劇、何という不幸！　俺の胸よ、今すぐに張り裂さけてしまえ！　この愚おろかな身よ、ばらばらに砕くだけて豚ぶたの餌えさになるがいい！」

　何でこいついちいち古典劇調なの!?　こんな学生イヤだよ！

「ああ、俺はいったいどうしたら……！」

　ジルが額を押さえてがくりと地面に片かた膝ひざをついた、その時。

「トシオく～ん！」

「みゆきちゃん!?」

　登場人物増えた！

　大きく手を振りながら登場したのはリンであった。

　ジルが正面に向かい、最高の決め顔で声を張る。

「彼女の名前はみゆきちゃん！　優やさしくて頭脳明めい晰せき、クラスの人気者だ！　かくいう俺も、片かた想おもいの真っ最中さッ☆」

　だからその説明なんなの!?　みゆきちゃんお前の恥はずかしいモノローグめっちゃ笑え顔がおで聞いてるけどいいの!?

　しかしリンはジルのモノローグを華か麗れいにスルーして、台詞せりふを読み上げる。

「トシオくん！　そろそろ学年末試験だねっ！」

「はぁ、気が重いな。みゆきちゃんは偉えらいな。部活が忙しいのに、成績も良いし……」

「そんなことないよ！　この間だってイモリとタモリを間違えて先生に怒おこられちゃった☆」

　このヒロイン明らかにミスキャストだろ！

「だが、テストでは毎回上位ではないか。すごく勉強しているのだろう？」

「ううん、ぜんぜん！　毎晩キャバクラで遊び呆ほうけているよ！」

　みゆきちゃんなんでそんなおっさんみたいな遊び方してんの!?

「な、ならばどうしてそんなに成績がいいのだ!?」

「それはね、この──真剣ゼミの、『学年末試験対策ＢＯＯＫ』のおかげだよっ！」

　リンが高々と冊子を掲かかげ、ジルがここぞとばかりに後ずさる。

「な、なんだってェェェェエエエエ!?」

　そうか、これがリンたちの『真剣ゼミ大作戦』！

　カイは思わずほくそ笑んだ。どうだ、俺β！　あれこそが俺の全身全ぜん霊れいを注いだ虎とらの子、実際にテストに出た問題ばかりをピンポイントで抜き出した完全対策マニュアルだッ！

　カイは渾こん身しんのドヤ顔でカイβの顔を盗ぬすみ見──

「…………」

　カイβの目はおそろしく冷めていた。『あいつら一体何やってんだ』と言わんばかりの、死んだ魚の目をしていた。

　なっ……！　まったく興味を示していないだとォ……!?

　カイは危あやうくその場に卒そつ倒とうしかけて、動どう揺ようを振り払はらうように額の汗あせをぬぐった。ふふ、そんな顔をしていられるのも今の内だ！　今にあの『学年末試験対策ＢＯＯＫ』が喉のどから手が出るほど欲ほしくなるさ！　真剣ゼミの真しん髄ずいはここからだッ！　──よな!?

「これさえあれば、一〇〇点間ま違ちがいなしだよ、トシオくんっ！」

「ほ、本当か、みゆきちゃん!?」

「うん！　なんとこの一冊で、学年末試験の出題範はん囲いを丸々カバーしてるの！　これなら一いち夜や漬づけでも安心だよっ！」

「なんと！　一日三十分とかではなく!?　一夜漬けで!?　わあ、決めたぞ！　俺も母さんに頼んでみる！」

　ジルはリンから冊子を受け取ると、隣となりの街灯の下に駆け込んだ。

「母さん、今帰ったぞ！」

「あら、おかえりなさい、トシオ」

　エプロンを付けた女性が振り返る。言わずもがなニーナだ。なぜか右手に包丁、そして左手におたまを装備している。

　いやアレどっちかでいいだろう！　どうやって料理するんだよ!?　っつーか体格差的にどう見ても親子じゃねぇよ！

　そんな基本的な設定の粗あらにつまずくこともなく、ジルは意い気き揚よう々ようとニーナに『学年末試験対策ＢＯＯＫ』を突き出した。

「母さん、お願いがあるのだが！」

「なぁに？」

「俺もこの、真剣ゼミなるものをやってみたいのだ！」

　しかしニーナは「またぁ？」と露ろ骨こつに眉まゆをひそめる。

「あんたってばいつもそう！　何かあればすぐにやってみたいやってみたいって……この前だって迸ほとばしる欲望リビドーのままに女子のブルマを盗んで捕つかまったばっかりでしょう!?」

　トシオそんなことしてんの!?

「それに、こんな冊子が本当に役に立つの？　塾じゆくに行ったほうがいいんじゃ──」

「そんな時間などない！　俺は『寒天直じかに口に流し込み部』のキャプテンなのだから！」

　何その苦しそうな部活！

「しかも大会が近い！」

　大会のルールが気になる！

「寒天的にも、今は大事な時期なのだ！」

　寒天に時期あるんだ！

「だから頼む、母さん！」

「でもねぇ……」

「分かってくれないのだな……ならば──俺がどんなに『真剣ゼミ』をやりたいか、裸はだか踊おどりで表現するぞぉぉぉおおおおお！」

　何でだよ!?　とツッコむ暇ひまもなく、ジルの鎧よろいがパァアアン！　と弾はじけ飛ぶ！　街灯の下にあらわになるはち切れんばかりの筋肉！　トシオくん脱ぬいだらスゲェエエエエ！

「ふはははは！　唸うなれ俺の大胸筋！　貧弱な愚ぐ民みんどもに、今こそ我が鍛きたえ抜ぬかれた肉体の真価を見せてやる時ィィィイイッ！」

　トシオくんキャラ変わってんぞぉぉおおお！

「どうだ母さん！　これで俺の気持ちが伝わったろう!?」

「そこに直れ。その暑苦しい筋肉をきれいにそぎ落としてやるわ」

　お母さんすげぇ厳しい！

　玉ぎよく砕さいしたジルは、背中をおたまでごりごり削けずられながら、ガクリと崩くずれ落ちる。

「そんな……せっかくみゆきちゃんに紹介してもらったというのに、俺は母親一人説得できないのか……この痴しれ者がッ……犬いぬ畜ちく生しよう以下の蛆うじ虫むしにも劣おとる痴れ者がぁぁああっ！」

　何でちょっと嬉うれしそうなの!?　セルフ罵ば倒とうで興奮できるとか自給自足も甚はなはだしいな！

　その時、ジルの雄お叫たけびを遮さえぎるものがあった。

「お待ちください、奥さん！」

　おいみゆきちゃん勝手に入ってきたぞ！　玄げん関かんの鍵かぎちゃんとかけとけ！

「あらいらっしゃい、みゆきちゃん。ドーナツ食べる？」

「わあ、食べるー！」

　みゆきちゃん餌え付づけされてんじゃねぇか！

「はっ、違うよ、トシオくんのママ！　今日は私、『学年末試験対策ＢＯＯＫ』の素す晴ばらしさを説とくために参上したんだよっ！」

「まあ、『学年末試験対策ＢＯＯＫ』の素晴らしさですって!?」

「そうだよ！　驚おどろくなかれ、この『学年末試験対策ＢＯＯＫ』、なんと──全すべてのページがあぶり出しなんだ！」

　不便だろ！　いちいち不便だろ！

「しかもテスト対策だけじゃない！　痴ち漢かん対策まで実地で学べる！」

　いらない！　しかも実地ってどういうこと!?

「さらに今なら『ソノダさん観察キット』付き！」

　いらない!!

「もちろん甘やかすだけじゃないよ！　一問間違えるごとに鞭むち打うちが待っている！」

　唐とう突とつなスパルタ路線！

「まあ、鞭打ちですって!?　それならいいかもしれないわ……！」

　お母さんはどこに食いついてんだ！

「お願い、トシオくんのママ！　楽していい点を取りたいっていうトシオくんの下心、分かってあげて！」

　そんな赤せき裸ら々らに！

「お願いだ、母さん！　俺はどうしても一問ごとに間違えて鞭打たれたい！」

　トシオくん目的変わってんぞ！

　しかしニーナは揺ゆるがない。悲しげな表情でジルに向き直る。

「ねえトシオ、分かるでしょう？　うちは、お父さんが事業に失敗して借金を抱かかえた末に愛人を連れて失しつ踪そうしてからというもの、お金がないのよ……」

　そんな重たい家庭の事情が!?

　しかしそれを傍そばで聞いていたリンが、突とつ如じよとして「えっ！」と両手で口を押さえた。

「それ……真剣ゼミで学んだ問題だ……！」

　いくら真剣ゼミでも家庭の問題には踏ふみ込めねぇよ!?

「なんと、真剣ゼミは家庭問題まで網もう羅らしているのか……！」

　してねぇから！　無む駄だにハードル上げないで！

「母さん、頼たのむ！　それに、うちにお金がないなど嘘うそだ！　俺は知っているのだぞ！　母さんが、父さんの失踪を逆さか手てに取って出版した自伝──『ハダカのニナ子』がバカ売れしたことを！」

　お母さん逆境に強い！

　ニーナは難しい顔で考え込み──やがて「ふぅ」と微笑ほほえんだ。

「……仕方ないわね」

「やったー！」

　どこが琴きん線せんに触ふれたの!?

「ただし、今度こそちゃんと続けるのよ？　約束を破ったら車くるま裂ざきの刑けいなんだから！」

　そんな重罪なの!?　真剣ゼミをやらないことは車裂きに処されるほどの重罪なの!?

「ああ！　ありがとう母さん！」

『学年末試験対策ＢＯＯＫ』を胸に抱えたジルは、晴れやかな顔で正面に向き直る。

「こうして俺は、なんやかんやでみゆきちゃんと付き合うことになったのだ！」

　なんで!?

「テストでも一〇〇点を取った！　部活も大会で優勝できた！　敵の猛もう攻こうをかいくぐりながら俺が流し込んだ寒天ときたら、それはもう見事なものだった！　固さ、ツヤ、透とう明めい度、どれを取っても文句なしの……あっ、ついでに父さんも帰ってきた！」

　それ一番大事だろう！　お前の寒天の流し込み加減とか果てしなくどうでもいいよ！

「真剣ゼミと出会ったおかげで、俺の人生は順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだ！」

　三人は次々に正面を切って、怒ど濤とうのラストスパートに入る。

「恋こいも部活も勉強もうまくいく！　そう、この『学年末試験対策ＢＯＯＫ』さえあればね！」

「ありがとう、『学年末試験対策ＢＯＯＫ』！」

「さあ、君も今日から新しい学園生活のスタートだッ！」

　リンたちの『真剣ゼミ！　真剣ゼミ！』という大合唱の中、カイは半ば諦あきらめの境地で、カイβベータの拘こう束そくと猿さるぐつわをほどいた。どんなバカがこんなうさんくさいサクセスストーリーを鵜う吞のみにするんだよ。こりゃあこの作戦は失敗──

「すげぇ、すげぇよ『真剣ゼミ』……！　決めた！　俺も今日から『真剣ゼミ』だ！」

　カイβはすっかり洗脳されていた。

　マジで!?　俺としちゃ願ったり叶かなったりだけど、お前本当にそれでいいの!?

「さあ、これは私たちからのプレゼントだよ！」

　死んだ魚から水を得た魚に華か麗れいなる蘇そ生せいを遂とげたカイβは、みゆきちゃんリンに手て渡わたされた冊子を胸に抱いだいて、一目散に寮りようへと駆かけ戻もどって行く。

「これで恋も勉強も部活もうまくいくぞォォオオオ！　いやっほぉぉぉおおおおう！」

「いやお前部活やってねーだろ」

「カイって時々心配になるくらいちょろいわよね」

　喜び勇んで遠ざかって行く背中を見送って、リンが首元の鈴すずを鳴らして跳とび上がる。

「やったね、作戦大成功だー！」

「ああ！　ありがとうな、お前ら！」

　今さらのように実感がわいてきて、カイは握にぎった拳こぶしを震ふるわせた。

「これで俺は間違いなくテストで高得点を取れてるはずだ！　元の時間軸じくに戻るぞ！　確か銀のリューズだったな！」

　服の中から時空時計を引っぱり出すと、万ばん感かんの想おもいを込こめて銀のリューズを押し──










　四人が目を開くと、そこはもう花屋の裏手であった。

　アリの巣を熱心に観察していたイオが、ぱっと振ふり返る。

「あっ、おかえりなさいです！　時間旅行はどうでしたか!?」

「ふふふ、ありがとうな、イオ！　お前のおかげで赤点は回かい避ひ、無事に勇者に……──！」

　カイは満を持じして、ポケットから取り出した答案用紙を広げ──

『!?』

　そこには相変わらず赤点の文字が、禍まが々まがしくその存在を主張していた。

「そんな!?」

「『学年末試験対策ＢＯＯＫ』があるのに、どうして……！」

　解答欄らんを追っていくと、ほとんどの欄が埋うめられ、しかも見事に正解している。にも拘かかわらず赤点になっているその元げん凶きようは──

「こいつ……自動筆記万年筆を使ってやがる!?」

　最終問題で不気味ポエムの悪夢が繰くり返されていた。結果、マイナス一五〇点を回避できず、総合点は結局マイナスになっていた。

「オィィイイ!?　何てことしてくれてんだあのバカッ、いや俺このバカは!?」

「残念ね、余計なことをしなければ高得点確実だったのに」

「最後の最後で欲よくをかいたのだなぁ」

「くっそ……！　イオ、この時空時計、もう少し貸してくれ！」

「はーい」

　イオはアリの行列にひまわりの種を食べさせようと忙いそがしそうだ。

「どうするの、カイ？」

「もう一度過去へ飛ぶ！　自動筆記万年筆さえ取り上げちまえばこっちのもんだ！」

「うん！」

　他ほかの三人と顔を見合わせて頷うなずくと、カイは時空時計を操作し、金のリューズを押した。










　全身を引きのばされるような浮ふ遊ゆう感かんののち、四人は折り重なるようにして地面に落ちた。

「いたたた……」

　目を開けると、そこは夕方の校舎裏であった。地面に手をついて跳はね起きる。

「よし、タイムスリップ成功だ！」

「今度はいつに飛んだの？」

　自分の上から転がり落ちたリンを助け起こしながら、カイは首にぶら下げた時空時計に目をやった。

「『真しん剣けんゼミ大作戦』の翌日──試験の前日、午後四時だ！　狙ねらうは自動筆記万年筆！　あれさえなけりゃ、俺は確実に勇者になれるんだ！」

「よーし、そうと決まったらカイβを探そう！」

　なるべく人目につかないように身を潜ひそめつつ校内を探たん索さくしていると、リンが声をあげた。

「あっ、いたよ、カイβだ！」

　リンが示す先には、『学年末試験対策ＢＯＯＫ』を抱えて廊ろう下かを歩くカイβの姿があった。憔しよう悴すいの色濃こい顔の中で、両眼だけがギラギラと凄すご味みのある輝かがやきを放っている。

「これさえあれば高得点間ま違ちがいなし、そして俺は恋も部活も勉強も……ふ、ふふふ……！」

「すごい、なんだか腹ペコの獣けものみたいだ……！」

「すっかり真剣ゼミ信者だな」

　かつて俺があんなに前のめりに勉強をしたことがあっただろうか。真剣ゼミってすごい。

　四人がしみじみしている間に、カイβの姿は角を曲がって消えていた。

「！　待て！」

「ねえ、行く先に心当たりはないの？」

「ああ、『学年末試験対策ＢＯＯＫ』は試験問題しか書き出してないから、たぶん図書館で答えを埋めるつもりだろうな。だが追いついたところで、どうやって万年筆を盗ぬすむか……」

　呟つぶやきつつカイβを追って廊下を曲がる。

　と、そこには心配そうな顔で振り返り振り返り歩いてくるクロトの姿があった。

「クロト！」

「うぇぇぇえい!?」

「ちょうど良かった！　俺を見なかったか!?」

「えっ!?　い、い、今すれ違ったけど!?　えっ、っつーか、なんでお前……!?」

　クロトは目を白黒させながら、カイβが去った方向とカイを見比べている。

「やっぱり図書館に向かったか……！」

「ってか、テメー大だい丈じよう夫ぶなのかよっ？　さっきも妙みようにギラギラニヤニヤしてたし、勉強のしすぎで頭おかしくなっちまったんじゃ……──」

「そうだクロト、お前に頼みがあるんだ！」

「へ？」

　カイはクロトの肩かたに手を置くと、その青い瞳ひとみに向かって真しん摯しに訴うつたえかけた。

「俺から万年筆を取りあげてくれないか!?」

「ふぁ!?」

　意味が分からないとでも言いたげな呆ほうけた顔に、もう一度繰り返す。

「頼たのむ、俺の万年筆を奪うばってほしいんだ！」

「え……？　う、うん……」

　クロトは小さくうなずくと、カイのポケットにささっていた万年筆を、そっと抜ぬき取る。

「…………？」

「違う、今取りあげてどうするんだよ!?」

「うぇぇい!?」

「誰だれが俺から俺の万年筆を取りあげろって言ったんだ！　俺が言ったのは、俺が使えないように俺から俺の万年筆を取りあげろって意味で……！」

「？　？　……？？？」

　クロトは激しくうろたえながら、手にした万年筆を頭上高く掲かかげる。

「…………」

　伸のびあがってぷるぷるしているクロトを、カイは一いつ喝かつした。

「だから違ちげぇんだよッ！」

「!?　!?!?」

「カイ、クロトちゃんが困ってるよ!?」

「あんた伝でん記き士のくせに言葉足らずなのよ！」

　涙なみだ目めでびくびくしているクロトに、カイは咳せき払ばらいをして向き直った。

「と、とにかくっ、俺が図書館にいるはずだから、『体育祭で手に入れた自動筆記万年筆を貸してほしい』って頼むだけでいいから！」

「わ、わかっ、た……？　？　??」

　クロトは初めてのおつかいに出される子どものように何度も振り返りつつ、図書館へ向かう。

「あいつあんなんで大丈夫なのかよ、先行き不安だぜ……！」

「あれはむしろカイを心配してるんだと思うよ……！」

「クロちゃんからすれば、完全にカイの頭がどうかしてる会話だったものね」

　ともあれ、カイはこれまでにない手ごたえを覚えていた。赤点の元凶、自動筆記万年筆の回収……これでマイナス一五〇点は回避できるはずだ！

「よし、念のため後をつけるぞ！」

「うんっ！」




「うう、つらい、具合悪い、図書館いきたくない、本のにおいがする……お腹痛い……」

「な、泣かないで、カイ！　中に入らなくてもいいんだよ！」

「ちょっと、しっかりしなさいよ！　つくづくどうして伝記士になっちゃったのよ!?」

「知らねぇよ、『翼よく獅じ子し』に聞いてくれ……うっぷ」

　連日の寝ね不ぶ足そくも祟たたって、活字アレルギーに拍はく車しやが掛かかる。ふらふらになったカイが半ばリンたちに引きずられるようにして図書館の前にたどりついた時、ちょうどクロトの背中が図書館に吸い込まれるところであった。

　四人でぴたりと扉とびらに寄り添そい、すき間から中をうかがう。

　クロトはきょろきょろと辺りを見回して、カイβベータの姿を探しているようだった。

　やがて隅すみの机にカイβの姿を認めて駆かけ寄る。

「お、おいカイ・アンバー！」

「あ……？　おお、クロトか。どうした？」

　やつれ切ったカイβが、『学年末試験対策ＢＯＯＫ』から血走った目を上げる。

　クロトはその鬼き気き迫せまる顔つきに一いつ瞬しゆんびくりとしたが、ひどくぎくしゃくと、けれど忠実に、カイαアルフアに教えられた台詞せりふをくり返した。

「あのさ、ええと、さっきの話だけどさ……体育祭で手に入れた自動筆記万年筆、貸してくれよ！」

「へ？」

　カイβは間違って真昼間に湧わいてしまったゾンビのような顔でしばしまばたきしていたが、やがて胸むな元もとにさした万年筆に目を落とした。

「あー……これか？」

「そうそう！　たぶん！」

　意気込むクロトに、しかし返ってきたのは困ったような笑えみだった。

「ごめんな、貸してやりてぇんだけど……これはリンがくれた、大事なもんだからさ」

「え？」

「こう、俺にとってはお守り代わりっていうか……。だから、貸してやれねぇわ」

　カイβは「悪いな」とクロトに小さく頭をさげる。

　一方で、もう一人のカイは顔に熱が集まるのを覚えて覗のぞきどころではなくなっていた。おおおおお俺βってばなに言ってくれちゃってんの恥はずかしいぃぃぃい……っ！

「えへへ、カイ、そんなふうに思ってくれてたんだぁ！」

「い、いや違うから！　べべべ別にお守りとか思ってねぇし！　お前が意外と俺のこと考えてくれてて嬉うれしかったとかじゃねぇしっ！　ああああ、俺の硬こう派はなイメージがっ……！」

「安心しなさい、誰もあなたが硬派だとか思ってないから」

　気恥ずかしさに悶もだえるカイをよそに、カイβは予備の万年筆をクロトに差し出している。

「こっちの万年筆でよければ、貸してやれるけど……」

　しかしクロトは深くうつむいたまま肩を震ふるわせるばかりだ。

「クロト？」

「な……な……何、だよ……っ」

「え？」

　ばっと上げられたクロトの顔は、泣き出しそうに歪ゆがんでいた。

　図書館の静けさを破って、溶よう岩がんのような憤ふん怒ぬが迸ほとばしる。

「何なんだよお前、わけ分かんねーよっ！　万年筆奪えって言ったり、断ったり……っ！　結局はリン・アルクスと仲がいいのを見せつけたかっただけかよ!?」

「お、落ちつけよ、クロト！　急にどうした!?」

「様子が変だから心配してたのに、回りくどい手を使ってまでのろけてんじゃねーよっ！」

「待て、どうしたクロト！　何か悩なやみでもあるのか!?　そうだ、お前も恋こいも勉強も部活もうまくいくか!?　この『学年末試験対策ＢＯＯＫ』で──」

「うるせぇこの女ったらしの色しき魔まの軟なん派ぱヤロォォォオオオオ！」

「どふっ!?」

　カイβの鳩みぞ尾おちに拳こぶしを叩たたき付けるが早いか、クロトは「うわぁぁああん！」と身を翻ひるがえした。

「ヤバい、隠かくれろっ！」

　──ばぁんっ！

　四人が扉の裏に隠れたのと、クロトが勢いよく図書館を飛び出したのは同時だった。

「むぐっ!?」

　カイは自分の背中を盾たてにしてリンとニーナを庇かばうつもりが、思いがけない衝しよう撃げきで逆に覆おおいかぶさってしまっていた。右手はすべすべとした吸い付くような感かん触しよくを捕とらえ、反対の手は柔やわらかくていいにおいのするものを鷲わし掴づかみにしたばかりか顔からつっ込み──

「ひゃあ！　か、カイ！　さわらないでぇ～！」

「ちょちょちょちょっと、どいてよっ!?」

「わ、わわわわ悪い！　いててて、髪かみ引っ張るなニーナ！　抜ける！」

　リンの太ももとニーナの胸から慌あわてて離はなれつつも、降ってわいた幸運の感触を反はん芻すうする。張りがありつつもすごい柔らかかった、すっごい柔らかかった……！

　反対側の扉に隠れたジルが、「そっちだったか……！」と悔くやしげに呻うめいているが、事態はそれどころではない。再び閉じられた扉の間から、図書館の様子をうかがう。

　嵐あらしが去った後に訪おとずれたのは、水を打ったような静せい寂じやく──いや。ひそひそというささやきと、冷たい目。

　その真まっ只ただ中なかに取り残されたカイβは、しばし己おのれを見み舞まったとんでもない災さい厄やくに身を震わせていたが、やがて我が身を取り巻くブリザードを弾はじき飛ばすかのように立ち上がった。

「ち、違うんだ！　みんな聞いてくれ！　俺は決して女ったらしの色魔なんかじゃ──」

　その肩に、ぽんと手を置く者があった。

　振ふり返ったカイβに、いかにも堅かた物ぶつそうな図書館司書が淡たん々たんと告げる。

「あなた、一か月出入り禁止ね」

　司書はそのままカイの額に『静せい粛しゆくに』と書かれた紙を貼はり付けて去ってしまった。

「完全なるとばっちりじゃねぇか！」

　カイは思わず叫さけんだが、カイβはすでに反論する気力も奪われたらしく、「ぅぅ……」と机に突つっ伏ぷしている。その肩は小刻みに震えていた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、俺には真しん剣けんゼミがついてる……！　俺はこれで恋も勉強も部活もうまくいくんだ……っ！　がんばって勇者になるんだぁぁぁ……！」

　いわれのない悪評をまき散らされ、もはや真剣ゼミだけが彼の心の支えのようであった。

「うう、なんだかカイβがかわいそうになってきたよ……！」

「カイのためにカイが追い詰つめられておるな」

「複雑な因果応報ね」

「くっそ、クロトに万年筆を取りあげてもらう作戦は失敗か……」

　カイはほぞを噛かんだ。別の刺し客かくを送り込むにしても、そう何度も同じ手は使えねぇ、どうやって自動筆記万年筆を奪うか……──ん？　待てよ？

「どうする、カイ？　次は私が行こうか？」

「いや、待てリン。もっと確実な手を思いついたぜ……！」

　カイは首にかけている鎖くさりをたぐって、時空時計を引っぱり出した。

「時空を移動するぞ！　こうなったら最終手段だ！」










「ここは？」

　四人が飛んだのはまたもやいちょう坂の半ばだった。さわやかな朝の空気に、登校する学生たちのあいさつが混じる。

　カイは茂しげみに隠れて三人に身を低くするように手ぶりで示すと、声を潜ひそめた。

「まさにテスト当日の朝だ！」

『テスト当日!?』

「しーっ！」

「ど、どうやって自動筆記万年筆を取りあげるの!?　間に合うの!?」

　あわてるリンとは対照的に、ニーナは冷静にカイの顔を見守っている。

「どうやら考えがあるようね」

　カイは「ああ」と不敵な笑みを刻んだ。

「この際、自動筆記万年筆は捨て置く！」

「えっ!?　でもそれじゃあ、どんなにいい点を取っても結局赤点に……！」

「代わりに奥の手を使うんだ……俺が俺βの代わりにテストを受ける！　替かえ玉作戦だ！」

『替え玉作戦！』

　ニーナとジルの声がきれいにハモる。

「な、なるほど、本人なのだから道理だわ！」

「これはうまくいきそうだな！」

「ああ、むしろなぜ最初から思いつかなかったかというくらいの名案だぜ！」

　一人不安そうなのはリンだ。

「でも、カイβの努力はどうなるの？」

「へ？」

「せっかくあんなに一いつ生しよう懸けん命めい勉強してるのに、なんだかかわいそうだなぁ……」

「ああリン、こんな獣ケダモノ同然の男にも同情を寄せるなんて、なんて心優やさしいのかしら！　ぺろぺろさせて！　ついでにちょっとパンツ見せて！　チラっと、チラっとでいいから！」

　執しつ拗ようにリンのスカートを狙ねらうニーナの手を押さえ込みつつ、カイはリンを諭さとした。

「あのな、リン、その心配は無用だ。この作戦の成功は俺の、ひいては俺βあいつの幸せのためなんだからな！」

「そっか！」

「ああ！　だが替え玉作戦のためには、俺βの登校を阻そ止しする必要があるんだが……！」

　リンが名案を思いついたとばかりに手を打つ。

「私の剣けんで殴なぐって気絶させるのはどうかなっ!?」

「勇者の剣をお手軽に鈍どん器きにするな！　いくらなまくらだからって！」

「ならば俺の色じかけで気を引くか！」

「やめろ、一生もんのトラウマになるわ！」

　喚わめいてから、カイははっと息を吞のんだ。

「だが、そうか、色じかけか……！」

　不敵に笑うなり、ニーナの肩かたに手を置く。

「よしニーナ、頼たのんだ！」

「何が!?」

「色じかけだよ！　俺は単純だから、お前の魅み力りよくで簡単に引っかかるはずなんだ！」

「自分で言ってて悲しくならないの!?」

　憐みの目にも負けず、カイは真しん摯しに頭を下げる。

「頼む、俺の未来がかかってるんだ！　こんな大切な任務、お前にしか頼めねぇ！」

　ニーナはしばし「うう～」と唸うなっていたが、やがて迷いを振り切るように髪を払はらった。

「し、仕方ないわねっ！　今回だけよ！」

「おお！　ありがと──」

　感動するカイを遮さえぎって、ニーナは「それに」と若じやつ干かん嬉しそうに、腰こしから一本の得え物ものを引き抜ぬいた。

「いざとなれば、この鞭むちが物を言うわ！」

「アレそれ見覚えある！　我が国の王おう妃ひさまの鞭だよねぇ!?　お前ってば王家の秘宝持って帰ってきちゃったの!?」

「世界平和のために破は魔まの石を役立ててほしいという、ソフィア王女のお心こころ遣づかいよ！」

「だったらこんなところで無む駄だ遣づかいするなよ!?」

　ニーナは洗練された手つきでひゅんひゅんと鞭を振り回している。俺のためにも鞭の出番がないことを祈いのる……！

「来たぞ！」

　ジルの声に顔を上げると、今まさにカイβベータが寮りようからさまよい出たところであった。『学年末試験対策ＢＯＯＫ』に鼻をうずめるようにしてぶつぶつと呟つぶやきながら、坂を上ってくる。

「よしニーナ、お前の魅力をもってして、俺の登校を食い止めるんだ！」

「ええ！」

　ニーナは歯切れのいいいらえを残すや、朝日の下に飛び出した。

「あ、あら、そこに見えるは……偶ぐう然ぜんね、カイβ！」

「βいらねぇから！」

　そんなツッコミを入れる余よ裕ゆうもないのか、カイβが『学年末試験対策ＢＯＯＫ』からうっそりと顔を上げる。

「ニーナ……？　どうしたんだ、学校の近くで会うなんて、珍めずらしいな」

「え、ええ。実は、あなたに用があって、そのぅ……あ、暑い、わね……？」

「……いや、そうでもねぇけど……？」

「暑いわよ！　あー、暑い暑い……」

　そう連呼しつつ、ニーナはゆっくりと手を上げ、におい立つような仕草で髪をかき上げた。

　春の風に銀糸のような髪がきらめき、白いうなじがあらわになる。

「うわぁ、ニーナ色っぽい！」

「ニーナのうなじ！　レアだ、ある意味おっぱいよりもレアだ……！」

　が、カイβは再び『学年末試験対策ＢＯＯＫ』に目を落とし、

「悪い、俺、テスト前で忙いそがしいからさ」

　あろうことかニーナの横を素す通どおりする！

「なっ、何だとォォオオ!?」

　あ、あの光景を前に一いつ切さいの反応を示さなかっただと……!?

「おい、どういうことだ!?」

「い、今のカイからは考えられないけど……もしかしてカイβは、性せい欲よくですら減退するくらい、『学年末試験対策ＢＯＯＫ』に首ったけなんじゃ……!?」

「そんな……！　俺βのやつ、どんだけ真剣ゼミに洗脳されてんだ!?」

　場ば違ちがいなセクシーポーズを披ひ露ろうしたまま取り残されたニーナ、その横を学生たちが不思議そうに通り抜けて行き──ニーナが慌ててカイβに追い縋る。

「ちょちょちょちょっと待ちなさいよっ!?」

　ニーナはカイβの前に飛び出すと、きゅっと唇くちびるを噛み、さらに大だい胆たんな作戦に出た。

　耳まで赤く染めつつ、胸むな元もとに指を引っかけ──

「あ、ああっ、暑い、蒸し暑い……っ！」

　細い指が襟えりをゆっくりと下げ、さらには谷間を見せつけるように前かがみになる。惜おしげもなく晒さらされるきめ細かい肌はだと、こぼれんばかりに存在を主張する柔やわらかそうな双そう丘きゆう！

「うおおおおおおおおお！　お　っ　ぱ　い　!!」

「カイ、バレちゃうよっ！」

「まだだ、まだいけるぞニーナ！　もっと過激に俺βを惑まどわせるんだ！　お前はやればできる子だぁぁあああああ！」

「登校を阻止するっていうミッション忘れてない!?」

　リンに襟首を掴つかまれて引き戻もどされながら、カイは作戦の成功を確信していた。なんというお宝映像ッ！　これが目に焼きつけずにいられるかぁぁぁあっ！

　──しかし。
















　宝石のように輝かがやけるニーナの谷間を、カイβはまるで路ろ傍ぼうの石のごとくスルーする！

「嘘うそだろ!?」

「あのカイが、ニーナのおっぱいに目もくれなかった……!?」

　最終兵器・ニーナの胸でもだめだなんて……もはやここまでか……！　カイは思わず拳こぶしを握にぎりしめた。

　しかし──！

　ニーナはそれでも諦あきらめない！　わなわなと唇を噛みしめていたかと思うと、すたたたた！　とカイβの前へ躍おどり出る！　決死の表情でスカートの裾すそをつまみ、

「あ、ああ、暑いったらないわ……！」

　ニーナ、いったい何を……!?

「身体からだが熱くて熱くて、こ、こ、こんなこと、しちゃう……っ！」

　驚きよう愕がくに凍こおりつく三人が見守る中、ニーナは顔をまっ赤にしながら、ぷるぷると震ふるえる指でスカートを持ち上げていく。

「ニーナ……！」

　カイはもはや感動すら覚えていた。ニーナがここまでしてくれるなんて、後にも先にもないだろう……！　春風に頼たよりなげに揺ゆれるスカート、あらわになる形のいい太もも、徐じよ々じよに幅はばを広げる絶対領域──！

「ありがとう神さま！　すべすべの太ももなでまわしたい！　ニーソックスに指をつっこみたい！　ローアングルから覗のぞき込みたぁぁぁああい！」

「カイ、ひどい本音がだだ漏もれになってるよ!?」

「落ちつかんか、カイαアルフア！」

　ジルに羽は交がいじめにされるカイαとは対照的に、カイβの反応は静かなものだった。

　足を止めると『学年末試験対策ＢＯＯＫ』をぱたんと閉じ、ニーナに向き直る。

「か、カイβ！　やっと私の魅力に気づいたのね！　さあ思うさま覗き込みなさいよ！　覗き込みなさいったら！」

　やや痴ち女じよ気味に興奮するニーナに、しかしカイβはかばんから下じきを取りだすと、申しわけ程度にぱたぱたと彼女をあおぎ──そのまま手て渡わたした。そして言うことには、

「悪い……俺、テスト勉強で忙しいから……また今度な？」

「あれ本当に俺なの!?」

　カイβはそれきり見向きもせず、すでにひと気のなくなった坂をすたすたと歩き出す。そのままうつむいて小刻みに震えているニーナの横を通りすぎようとし──

「ちょっとくらいは興味持ちなさいよ、この腐くされこんこんちきがぁぁああぁああっ！」

「へぐうっ!?」

　ニーナ渾こん身しんのラリアットが炸さく裂れつして、カイβがもんどり打った。

「お、俺βぁぁぁああああああ！」

「ばか、ばかっ！　わ、私がここまでしてるのにっ！　この鈍どん感かん！　とうへんぼく！　あんたなんか※※※！　※※※で※※※※！」

　ニーナは聞くだけでトラウマになりそうな罵ば倒とうをあびせながらカイβの背中を踏ふみつけ、あまつさえ鞭で打ちすえる！　朝の通学路でくり広げられる地じ獄ごく絵え図ず！

「おいヤメロ、俺があまりにもかわいそうだろう！」

「なにがかわいそうなものか！　究極のごほうびではないか！」

　動かなくなったカイβを見かねて、カイは飛び出した。

「ニーナ、よくやった！　もういい！　もういいんだ！」

　止めに入るカイを、ニーナの眼光がギラリと射い貫ぬく。

「あんたよくもコケにしてくれたわねっ！　ふんぬっ！」

「待って、アレ俺だけど俺じゃないから！　俺であって俺じゃないからモゲェ!!」

　採さい餌じ中のカワセミのごとき手刀に股こ間かんを強きよう襲しゆうされて身み悶もだえる。

　その間に、ジルがぐったりとうつ伏ぶせたカイβを手早く縛しばり上げ──

「ちょっと待て、何で亀きつ甲こう縛しばりなの!?」

「趣しゆ味みだ！」

「清すが々すがしい！」

「ふははは、緊きん縛ばくなら俺プロに任せろ！　ちょっとやそっとじゃ抜けられまいッ！」

「良かった！　これなら確実に登校を阻そ止しできるね！」

「あ、ああ！　これでやっと俺は勇者に──！」

　気が緩ゆるんだ瞬しゆん間かん、足がぐらりと傾かしぐ。

「カイ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ん、ああ、安心したら……ちょっと眠ねむ気けが……」

「顔色が悪いし、隈くまもひどいよ……？」

　連日のテスト勉強から始まって、昨夜も一いつ睡すいもできなかったからな……。いや、負けるな俺！　ここからが踏ん張りどころだ！　カイは頬ほおを叩たたいて気合を入れ直した。

　と、我に返ったカイβが往おう生じよう際ぎわ悪く暴れ始める。

「ぐっ！　頼たのむ、行かせてくれ！　大事なテストが迫せまってるんだ！　俺はっ……俺はこのテストで何が何でもいい成績取って、勇者にならなきゃならねぇんだよォ……！」

「許せ、俺β！　全すべてはお前のためなんだ！」

「何を訳の分からねぇことを──んむっ!?」

　もがくカイβに猿さるぐつわを噛かませ、その背中を踏み付けながら視界の端はしで時計台を確かく認にんする。テストまで残すところ五分、走れば充じゆう分ぶん間に合う！

「よし、あとは俺が代わりに登校してテストを受けるだけだな！　助かったぜ、さすがはニーナだ！」

「ふ、ふん！　わかればいいのよ！」

「今度は俺αに胸の谷間を見せてくれても──」

「もう一度死に目を見たいの？」

「お許しください、もうモゲるモノがないです……！」

　ぱたんと二つ折りになるカイから顔を逸そらすと、ニーナはそわそわと髪かみを耳にかけた。

「ま、まあ、あなたがどうしてもって言うなら、み、み、見せてあげなくもな……──！」

「む、待て、様子がおかしいぞ！」

「は？」

　ジルの鬼き気き迫せまった叫さけびに、カイは踏み付けていたカイβベータへと目を落とし──

「う、がああああああああッ！」

　カイβが空を貫つらぬくような咆ほう哮こうと共に、縛いましめていた縄なわを引きちぎる！

「なっ!?」

　勢いよく弾はじき飛ばされて、カイは石いし畳だたみにしたたかに背中を打ち付けた。

　立ち上がったカイβの両眼は、さながら手負いの獣けもののようであった。食い縛られた口から、シュゴー、シュゴーっとこの世のものならぬ音が漏れ出し、ぎりぎりと不ふ穏おんに軋きしんでいた猿ぐつわが、ついにブチィッ！　と噛み切られた。

「俺はこの学年末試験に賭かけてるんだ……！　今度こそ勇者になるんだぁぁ……！」

「あ、あの拘こう束そくを引きちぎっただと!?」

「まさか……暴走!?」

「まずいぞ、完全に目が血走っている！」

「追い詰つめすぎたんだわ！」

　なんというすさまじい執しゆう念ねん！　これはもはや、俺たちの手に負える相手じゃ……！

　その鬼気迫るオーラに打ちのめされて、カイが諦めかけた時──

「カイ、行って！」

「リン!?」

「こいつは私たちで抑おさえるわ！　あなたはテストを受けて来るのよ！」

「俺たちに構わず行け！　必ずや赤点を回かい避ひしろォッ！」

「お前ら……っ！　頼んだ！」

　修しゆ羅らと化したカイβへと、恐おそれ気げなく立ち向かっていく仲間たち。

「そこをどけぇぇええええ！　俺はこのテストで結果を出して、恋こいも部活も勉強もうまくいかせるんだぁぁぁあああ！」

「そういうわけにはいかないんだよ！　カイのため、君のため──行かせは、しない！」

　熱い雄お叫たけびがぶつかり合う。戦いの火ひ蓋ぶたが切られる音を背に、カイは涙なみだを拭ぬぐって走り始めた。ありがとう、リン、ニーナ、ジル……！　お前たちの犠ぎ牲せい、決して無む駄だにはしねぇ……っ！




　カイが教室に駆かけ込んだのは、まさにテストが始まる三十秒前であった。

　問題用紙を配ろうとしていた担任教師──アイリスが、整った眉まゆを吊つり上げる。

「あっ、カイくん遅おそいですよ！　欠席かと思いました！」

「すみま、せん……っ！」

　息を弾はずませつつ席に着き、裏になった問題用紙を受け取る。

「さあ皆みなさん、これは一年を締しめくくる大切な試験ですから、各自全力を尽つくしてくださいね！　総合成績一位を取ったパーティーにはごほうびクエストも用意してますよー！」

　ああ、そういやそんな話もあったな……と酸欠の頭で考えて、カイは首を振ふった。

　今はただ己おのれの前にある問題に集中するのみ！

「それでは──はじめっ！」

　カイははやてのごとく問題用紙を裏返した。とたん、腹の底から笑いが込み上げる。

「ふははは、分かる、分かるぞォ……！」

　全ての問題を網もう羅らしている今、こんな紙切れごとき恐るるに足らず！　こんな問題、目を閉じてたって解けるぜぇぇええええ！

　カイは腕うでを組んで感かん慨がいにふけった。思えば遠い道のりだった……！　まぶたの裏によぎるのは、最後に見た仲間たちの勇姿と、そして、鬼おにと化すほどに追い詰められた己の姿──……あれ？　ちょっと眠ねむくなってきたかな？　うん、まあ余よ裕ゆうな証しよう拠こだ。少しくらい休んでもいいだろ、最近ろくに眠れてなかったし、あれだけ大おお騒さわぎした後だしな……そういえば、こんな穏おだやかな気持ちでテストに臨のぞむのは初めてだな……。鉛えん筆ぴつの音が心ここ地ちいい。さあ、そろそろ取り掛かかるか。ああ、日差しがあったけぇな。春しゆん眠みん暁あかつきを覚おぼえずってやつだなぁ……確か三問目にそんな問題が……あれ……まぶたが、重……──




　そして、テスト終しゆう了りようのチャイムが鳴り響ひびく。

「カイ、テストどうだった!?」

　廊ろう下かに出るなり駆け寄ってきた三人の目を見られず、カイは静かに顔を覆おおった。

「──った……」

「え？」

「……寝ねちまった……！」

　絶句する三人。

　ニーナがいっそ痛ましげに眉を寄せ、憂うれいを帯びた声で、

「……バカなの？」

「……ごめん……ホントごめん……！」

「な、泣かないで、カイ！　疲つかれてたんだよね！　いい子いい子！」

　ピンクのハンカチに涙を拭われながら、カイは嗚お咽えつをこらえた。ごめんなお前ら、こんなバカな俺に付き合わせちまって……！　過去の俺にも本当に可哀かわいそうなことを……──

「あれ？　そういえば俺βは？」

「縛り上げて体育館倉庫に押し込めてあるわ」

「もういろいろ諦あきらめちゃったみたいで、最後はぜんぜん抵てい抗こうしなかったよ」

「そうか……」

　カイは力なくうなだれた。あんなに恋も勉強も部活もうまくいくと張り切ってたのに、そんな一いち縷るの希望すらも手た折おるだけ手折って……すまない、俺β……！

「本当に俺はどうしようもない、最低な、ウジ虫以下の、赤点ド腐ぐされビッチ野や郎ろうだぜ……！」

「か、カイどうしたの!?　言葉のチョイスに気をつけて！　悪口を並べればいいってものじゃないよ！」

「これだけ落ち込んでると、罵ののしる気も湧わかないわね」

　大きなため息を吐ついて、ニーナが「というか」と口を開いた。

「もうめんどくさいから、答案用紙をすり替かえちゃえば？」

「……あ……」




　カイが予備の答案を手に職員室に忍しのび込んでから、数分後。

「カイ！」

　職員室から戻もどってきたカイに、リンが駆け寄る。

「どうだった、成功した!?」

　カイは拍ひよう子し抜ぬけしたまま、白紙の答案用紙をひらひらと掲かかげてみせた。

「ああ、あっさりすり替えられたわ」

「えっ、すごい！　どうやって？」

「それがさ──」

　カイが説明しようとした時、背後が騒そう然ぜんと沸わき立った。

「？　何か騒さわがしいね？」

「そうそう。なんか、廊下で『俺はもう駄だ目めだ！　退学するんだァァアア！』とかなんとか暴れてるバカがいてさ。おかげで職員室はノーマーク、無事にミッションクリアだぜ！」

「良かったじゃないの」

「ああ！　はるばる時をかけた甲か斐いがあったな！」

「ならば、イオの元に戻るとしよう」

　中庭に移動しようとして、リンが「あっ！」と立ち止まる。

「いけない！　カイβのこと、倉庫に閉じ込めたままだったよ！」

「あー、まあ、誰だれかが見つけてくれるだろ」

「あんた自分に厳しいのね」

　カイは、『俺はこのテストに賭けてんだ……！』と涙目になっていた自分に想いを馳はせる。

「安心しろ、俺β！　答案のすり替えは成功した！　これで確実に赤点は回避、退学を阻止できたはずだ！　そればかりかうまくすると勇者に……！　くっ、くくくく……！」

「でもカイβ、本当に大だい丈じよう夫ぶかなぁ……」

「体育館倉庫なら、夜までには誰か気付くだろ」

「そうじゃなくて……カイ、けっこう繊せん細さいだから……取り返しのつかないことにならなきゃいいけど……」

「大丈夫だって！　そんなヤワじゃねぇよ、俺を信じろ！」

「うん……」

　心配そうなリンを連れて、意い気き揚よう々ようと中庭に出る。

「さあ戻るぞ、明るい未来へ！」

　カイは期待に満ちあふれながら、元の時間軸じくに戻るリューズ──銀のリューズを押した。

　時計盤ばんの針たちがくるくると回りはじめ、目の前を金色の光が覆いつくし──







　気がつくと、四人は花屋の裏手に戻っていた。

「ああ、清すが々すがしいぜ……！　俺が赤点なんて取ってない時間軸に帰ってきたんだな……！」

　胸いっぱいに新しん鮮せんな空気を吸い込む。

　と、花か壇だんの縁へりに座ってぽりぽりとひまわりの種を食べていたイオが、パッと顔を上げた。

「あ、おかえりなさいです！　気が済みましたか～!?」

「ああ、本当に助かったぜ！　ありがとうな、イオ！」

「えへへ、やっぱりイオのつくった魔ま具ぐはすごいで、す……!?」

　イオは頬ほおを上気させてはにかんでいたが、カイと目が合うなり、その笑え顔がおが引っこんだ。

「……！　……!?　!?」

「どうした、イオ？」

　イオは恐きよう怖ふに引きつった顔でぷるぷると震ふるえながら、ニーナのスカートにしがみつく。

「？　何だよ、化け物にでも出くわしたような顔して……」

「だ、だ、だって、カイにいちゃん、それ……！」

　イオの指の先を追って、リンたちもカイを振り返り──

「カイ!?　それどうしたの!?」

「ああ？　どうって……」

　ふと視界に入る前まえ髪がみがチカリと光った。怪け訝げんに思いながら引っぱって、目をこらす。

「あ、れ……？　ちょっと色が薄うすくなったような……？」

　確かめる暇ひまもなく、ニーナに頭頂部をわしづかみにされ、水がめまで引きずられる。

「いてててて！　髪抜ける！　髪抜ける！」

「抜けるどころの騒ぎじゃないわ、よく見てみなさいよ！」

　ニーナの剣けん幕まくに押されるがままに水がめをのぞきこんで、カイは目をむいた。

「!?」

　カイの髪は下品な金色に染まり、かつ見事なモヒカンになっていたのだ。そればかりか眉はそり落とされ、制服の袖そでは引きちぎれ、肩かたや首、腰こし回まわりといったあらゆる可動部からは攻こう撃げき的な棘とげが飛び出し、それだけに飽あき足らず、ローブは無残に引き裂さかれて、はためくマントと化していた。さながら世紀末であった。

「なななななな何だこの世紀末チンピラはぁぁぁああああ!?」

「どうしたカイ、『いめちぇん』か!?　激しいな！　実に激しい！　感じるぞ、お前のロックな魂たましいをッ！」

「いや知らねぇよ！　どどどどどうなってんだこれはぁぁぁああ!?」

「お、落ちつきなさいよカイ、なかなか個性的でいいと思うわよプクスッ!!」

「あからさまに笑いをこらえてんじゃねぇよ！」

「わ、私はとってもかっこいいと思うよ！　エクセレントでブリリアントで、すっごくフォックストロットぶぁふーっ！」

「お前は盛せい大だいに吹ふき出しやがって！」

　カイは水がめの縁を掴つかむ手をわなわなと震わせた。

「一体どういうことだよ!?　昨日のテストまでは間ま違ちがいなく普ふ通つうだったはず……っ！」

「あの後カイの身に、一体何が起こったの……!?」

　うろたえる一同の元に、うわずった声が飛び込んできた。

「やっと見つけたぜ、カイ・アンバー！」

「クロト!?」

　駆かけ込んできたのは蒼そう白はくになったクロトだった。カイを見るなり声を失う。

「あ、あ……！　お前、もうそんなにして……！」

「もうって、クロト、俺の身に何が起こったか知ってるのか!?」

　しかしその問いは、クロトの耳には届いていないようだった。

　クロトは小さな身体からだを振ふり絞しぼるようにして叫さけぶ。

「退学するって本当なのかよ、カイ・アンバー!?」

『退学!?』

「ど、どういうこと!?」

「そんな！　すり替えは成功したんだぞ、あの答案で赤点なんか取るわけねぇし、なんで退学なんかに……！」

　うろたえるカイを見上げて、クロトが涙なみだ目めで口を開く。

「お前、テストが終わってすぐ、なぜか体育館倉庫で発見されて……『俺はもうダメだぁぁああああ！』って叫んだかと思うと、そのままアイリス先生の机に退学届を叩たたきつけたって……！」

「まさかの自主退学!?」

　何で!?　どうして!?　しかも何がどうなって世紀末チンピラに!?

「なるほど、テストを受けられなかったショックでグレちゃったんだわ……！」

「マジで!?　俺どんだけメンタル弱いの!?」

「いいや、あれだけ恋こいも勉強も部活もうまくいくと意気込んでいたのに、直前でその夢を阻はばまれたのではグレるのも無理からぬこと！」

「私たちがよかれと思ってしてきたことは、カイを追いつめることでしかなかったんだ……！」

「だからって学校をやめることねぇだろ！」

「あんたがしたことよ」

　ああああ、何やってんだよ俺は!?　カイは怒いかりにまかせてトサカ状の金きん髪ぱつをかきむしった。せっかくすり替えに成功したんだから、黙だまってりゃ成績上位に入ったのにッ！

「い、いや待て、落ちつけ、俺！　今ならまだ退学を取り消せるかもしれねぇ！　眉まゆはまた生えてくるし、髪だって染め直して伸のばせばっ……！」

　と、リンがカイの二の腕うでを指さす。

「あれっ？　カイ、腕に何か文字が書いてあるよ？」

「それ、もしかして……──イレズミじゃないかしら!?」

「んなっ!?」

　金髪モヒカンじゃ飽き足らずこのうえイレズミだとォォオ!?　完全に取り返しつかねぇぞ、バカか俺はァァァアア!?

　カイは卒そつ倒とうしかけて、ふと思い直した。……いや、でもイレズミってちょっとカッコよくね？　ねぇ、カッコよくね？

「な、なぁリン、何て書いてあるんだ？」

　そわそわと尋たずねたカイの腕を、リンは食い入るように見つめ──

「えーとね、いっぴき……『一いつ匹ぴき娘むすめ』……？」

「いっぴき、ムスメ……？」

『何のこっちゃ』と状じよう況きようも忘れて考え込む四人。

　ニーナがふと顔を上げる。

「……もしかして……──『一匹狼おおかみ』って入れたかったんじゃないかしら？」

「「「「……ふぐっ！」」」」

「い、一匹娘っ……！」「一匹娘……フヒュッ！」「謎なぞの独身小娘アピールだな！」

「笑うな！　笑うなよちくしょぉぉぉおおおお！」

「カイだって吹き出してたじゃん！」

　イレズミで誤字とかバカか俺はァァアア!?　いよいよ取り返しがつかねぇェェエエ！

「あっ、反対の腕にも何か書いてあるよ！」

「何だと!?　リン、何て書いてある!?」

「あ……『愛あい羅ら武ぶ男だん』……？」

　四人は再び考え込み──今度はジルが難しい顔で唸うなる。

「もしや……『愛アイ羅ラ武ブ勇ユー』の間違いか……？」

「「「「んんっぐ！」」」」

「アイラブ男！」「アイラブ男……っ！」「突とつ然ぜんのカミングアウトだな！」

「もう何なんだよマジでぇえええええええ!?」

　だがこちらはまだ取り返せる！　『男』を『勇』にしちまえばっ……！

　カイは迷いなく胸むな元もとの万年筆をリンへ突つき出した。

「リン、書き足せ！　『マ』を書き足せぇぇええええ!!」

「う、うん、分かったッ！」

　リンが慌あわてて書き足した一文字によって、それは完成した──『愛羅武ま男』。

「そうじゃねぇだろぉぉおおおおおおおお！」

「間男！」「アイラブ間男……！」「もはや誰だれに向けたメッセージやら！」

「見ないで！　俺を見ないでぇぇぇえええええええ！」

　今度こそ我が身を抱だきしめて身み悶もだえる世紀末誤字チンピラに、事情を知らないクロトが子どものようにカイにしがみつく。

「頼たのむから考え直せよ、カイ・アンバー！　お前はオレのライバルなんだぞっ!?　オレ、入学式で初めて出会ったときから、誰よりも強くて硬こう派はなお前に憧あこがれててっ……！」

「クロト……！」

「クロちゃん、何ていい子なの!?　あの世紀末チンピラを前にして吹き出さないなんて！」

　ニーナが変なところで感動しているが、クロトはなおも涙目で訴うつたえる。

「と、図書館で罵ののしったこと謝るからっ……！　お前は色しき魔まなんかじゃないから……っていうかっ……伝でん記き士になる前の、いけ好かないお前より、今の、優やさしくて軟なん派ぱで色魔なお前のほうが、ずっとずっと、す、好きだからっ……！」

　泣いてるところ悪いけど、言うほど色魔ではねぇよ……!?　という本音を、カイはすんでのところで吞のみこんだ。

「うっぐ、ひぐ……！　学園祭での、約束……っ、オレのお願い、ふたつ聞いてくれるって……──ふたつもいらないからっ、だから、お願いだから、退学しないでくれよ！　戻もどってきてくれぶぁっふぁーっ！」

「ああっ、ついに吹き出しちゃった！」

「一匹娘に気付いたんだわ！」

　懸けん命めいに口を押さえて震えているクロトの肩に、カイは手を置いた。

「……クロト。いいか、俺は必ず復帰する！」

「ほ、ほんとか……!?」

「ああ。だから、それまで待っててくれ！」

「っ……ぜ、絶対だぞ！　約束だぞっ！　破ったら承知しねぇからな！」

　カイが力強く頷うなずいてみせると、クロトは何度も念を押しながら、迷いを振り切るように走り去った（半笑いで）。

　カイは力強く両手を見下ろした。まだ細い肩の柔やわらかな感かん触しよくが残っている。

　あいつのためにも、何としてでも俺の退学を阻そ止ししなければ……！

「カイ！」

　名を呼ぶ声に顔を上げると、リンが大きく頷いてくれた。ジルとニーナの瞳ひとみにも真しん摯しな色が浮うかんでいる。

「もう一度、過去に飛ぼう！　カイを一匹娘でアイラブ間男な世紀末チンピラにさせないよう、そして自主退学に追い込まないよう、みんなで食い止めるんだ！」

「ああ！　何よりこんな有様、俺の美学が許さねぇ……！」

「美学！」

「世紀末チンピラの美学！」

「ぶぁふーっ！」

「なんかもう涙出てきたわ！　さっさと時空移動するぞ！」

「えっと、あの、なんだかややこしいことになってるみたいですケド、あんまり改変をくり返すと、もっとややこしいことになるですよ！　気をつけてくださいですー！　ま、まあ、このイオがつくった魔ま具ぐですから心配はないと思うですけどっ！」

　イオの忠告を後に、四人は再び過去へと飛んだ。








　第二章　よく悲劇は繰り返すって言うけどあんまり繰り返しすぎるとハゲになるから気をつけて






　そして四人が降り立ったのは、先ほどと変わらぬ景色──花屋の裏庭だった。

「やべぇ、座標いじるの忘れた！」

　時刻はすでにテスト終しゆう了りよう間近、カイβベータの退学騒さわぎまで一〇分というところか──！

「学園まで走ろう！　きっと間に合うよ！」

「ああ！」

　軽い時空酔よいに顔をしかめながら、裏庭を飛び出す。

「しっかし、ホント何だよこの髪かみは!?　色は下品だし、すっげー髪傷いたんでるし……！」

「ますます近寄りがたい度が増したわね」

「ふむ、頭皮へのダメージも深刻そうだな！」

「心配無用だ！　俺の家系は先祖代々ふさふさだからな！」

　無意味に勝ち誇ほこって叫びながら花屋の前へ飛び出したカイは、見覚えのある巨きよ漢かんとまともに遭そう遇ぐうしていた。過去の時間軸じくのジル──ジルβだ！

「しまった……！」

　後に続くリンとニーナにとっさに目配せして、ジルαアルフアを茂しげみに押し込んでもらう。

　その間に、カイは機先を制してジルβに声をかけた。

「よ、よう、ジル！　奇き遇ぐうだなっ！」

　幸いジルβは未来の自分の姿に気づいたそぶりもなく、カイの格好に食いついてくる。

「おお、カイ！　その姿はどうしたのだ！　『いめちぇん』というやつか!?」

　予想以上の食いつきをみせるジルβに、カイはしどろもどろで目を泳がせた。

「ええと、そ、そのっ……そうそう！　俺たち、パーティーを組んでもうすぐ一年になるだろ!?　最近ちょっと飽あきがきてたし、思い切ってさ！」

「ほう、意識が高いな！　なるほど、こいつはだいぶ思い切ったものだなぁ！」

　カイは両手で腕のイレズミを隠かくしながらほぞを噛かむ。ああああ、こんな虚きよ偽ぎにまみれたトークどうでもいいから、早くこの場を離はなれたい！

「じゃあ、俺はそろそろこれで……！」

　しかししげしげとカイを観察していたジルが、唐とう突とつに決意の表情を浮かべた。

「カイ、決めたぞ！　俺も『いめちぇん』する！」

　すごい勢いで食いついてきやがったぁぁぁあ！

「い、いやそんな、無理に変わらなくても……！」

「実は最近、無職と脱ぬぎ芸だけではマンネリ気味ではないかと悩なやんでいたところでな！」

「そうなんだ!?」

「しかし『いめちぇん』とはどうすればいいのだ！　見当もつかん！」

　俺だって知らねぇよ！　ああもうとにかく早く解放されたい！

「ああ、ええーと、服を替かえてみるとか、髪を切ってみるとか……あっ、いっそのこと転職してみるとかっ!?」

「ほう、それは新しいな！　就職には抵てい抗こうがあったが、なるほど、イメチェンか！　滞たい納のうしている家賃もそろそろ払はらわねばならんと思っていたところだ！」

「うんうん、そうだな！　なんか自由業とか向いてるんじゃねぇかな!?　自由だし！」

「自由業か！　ふうむ、それなら遊び人からのハードルも低そうだな！　自由だし！」

「なっ!?　いいと思うぜ！　自由だし！　じゃ、じゃあ俺、急いでるから！」

　ジルβが考え込んでいる隙すきに、そそくさと走り出す。振ふり返ると、幸いジルβは不ふ審しんに思ったようすもなく思案に暮れているようだった。危ねぇ危ねぇ、思いがけず接せつ触しよくしちまったが、ふわっとしたアドバイスで無難にかわせたみたいだな！

　カイは角を曲がると、茂みを移動して先回りしていたリンたちと合流した。

「すまん、カイ！　手間をかけたな！」

「あ、ああ！　っつーかお前、自分の脱ぎ芸がマンネリだとか気にしてんの!?」

　ジルαとそんな会話を交かわしつつ、町を走り抜ぬけて学園をめざす。

　一行が校門に滑すべり込んだのは、テスト終了二分前のことだった。

「急げ！　もうすぐ俺が退学届を提出する……職員室の近くで待機するんだ！」

　四人が静まり返った校舎に潜せん入にゆうし、職員室の隣となり──資材室にスタンバイすると同時、テスト終了のチャイムが鳴った。

「もうすぐだ、もうすぐ俺がやってくる！　何としてでも俺の退学を阻止するぞ！」

　だが退学するほどの覚かく悟ごを、どうやって思いとどまらせる……！

　焦あせるカイの耳を、「大だい丈じよう夫ぶ！」というリンのささやきが打つ。

「カイは隠れてて！　私たちがカイβを止めてみせるよ！　私たちの絆きずなの力でね！」

「絆の力……!?」

　どんな腹案があるのか不安だが、今はこいつらに縋すがるしかねぇ！

「頼んだ、リン……！」

「来たわ！」

　ニーナの声に顔を上げると、阿あ修しゆ羅らのごとき形相で廊ろう下かを疾しつ走そうしてくるカイβの姿があった。その手には、『退学届』と書かれた封ふう筒とうがしっかと握にぎられている。

　カイβは職員室の扉とびらへと手を掛かけ──

「待って！」

　リン、ニーナ、ジルが資材室から飛び出した。

「お、お前ら、どうしてここに!?」

「お願い、カイ！　考え直して！　退学なんかしたら、絶対に後こう悔かいするから！」

　うろたえるカイに、リンが必死にすがりつく。

　しかしカイβの決意は揺ゆるがない。

「止めてくれるな、リン！　せっかく真しん剣けんゼミの力を借りたってのに、俺は恋こいも勉強も部活もうまくいかねぇダメ野や郎ろうなんだ！　俺の努力は何もかも無む駄だだったんだよ！」

「そんなことない！　だって……」

　カイはドアのすき間からその様子を見つつ、ごくりと喉のどを鳴らした。今こそ俺たちの、真の絆が試ためされる時──！

「だってそもそも、入会しただけで恋も勉強も部活もうまくいくなんておいしい話、あるわけないじゃない！」

『身もふたもない！』

　奇き跡せき的にカイとカイβとのユニゾンが実現した。

　しかしリンは怯ひるまない。

「今は分からなくても、カイの努力は無駄なんかじゃないよ！　お願い、思いとどまって！」

「いいや、俺はもう決めたんだ！」

「もしカイが退学をやめたら、ええと、そうだ！　特別に耳かきしてあげちゃうよっ！」

　マジで!?　それはもちろん太ももを枕まくらにして!?

　我知らず身を乗り出すカイα。ぐっと揺れ動くカイβ。

　その反応に手ごたえを感じたのか、リンはさらに叫さけぶ。

「それに、それにっ……今ならなんとニーナの胸まくらつきっ！」

　そんな通つう販はんみたいに!?　ニーナの意向も完全無視で!?

　しかし当のニーナは恥はずかしそうに胸を覆おおい隠し、

「い、今だけの出血大サービスなんだからねっ……！」

　アリなんだ!?　出血大サービスしてくれるんだ!?

　カイはごくりと生なま唾つばを吞みつつ、「だが……！」と胸中で呻うめいた。た、確かにリンの耳かきとニーナの胸まくらは魅み力りよく的だが、俺は退学するほど追いつめられてんだぞ!?　そんなお手軽に立ち直るわけが──

　カイがカイβに視線を移すと、

「……お、思いとどまっても、いいかな……」

「俺って単純なんだなぁ……!!」

　餌えさをちらつかせた途と端たんにコレかよ！

　しかしカイβは頭を振って持ち直す。

「いや、俺はもう気付いたんだよ！　こんなダメな俺がこのままこの学園にいたって、何の意味もないって……！」

　やはり決意は固いようだ。もはやここまでなのか!?　あと一押しなのに……！

　カイが唇くちびるを噛んだ時──

「カイよ」

　おもむろにカイβの前に進み出たのはジルであった。

「世間の荒あら波なみは厳しいぞ。ここで中ちゆう途と半はん端ぱに学業を投げ出すような人間が、この先渡わたっていけると思うのか」

「ぐっ……！」

　思いがけない正論に怯ひるむカイβに、ジルは厳おごそかな声で一言、

「それとも、お前──俺のよう遊び人になりたいのか……？」

『……!!』

　その場にいる誰だれもが、遊び人カイ・アンバーの姿を想像しておののいた。

「か、カイ、今ならまだやり直せるよ！」

「そうよ、あなたまで無職になったらパーティーに遊び人が二人もいることになるのよ!?」

「なんなら俺とおそろいの鎧よろいを贈ぞう呈ていしてやるが？　それともバニー服の方が良いか、ん？」

「お、俺は……俺は……っ！」

　カイβはくらりとよろめき、声を震ふるわせ、そして顔を上げると涙なみだ目めで宣言した。

「俺は無職になんかならないっ！　まっとうに生きるんだぁぁぁあああっ！」

　そのまま勢いよく退学届を破り捨てる！

「カイ……！」

　感動で声を震わせるリンに向き直って、カイβは感かん涙るいにむせんだ。

「引き止めてくれてありがとう、お前ら！　俺はとんでもない過あやまちを犯おかすところだった……っ！」

「いいんだよ、カイ！」

「よくぞ思いとどまってくれた！」

「それでこそ私たちのカイだわ！」

　熱く手を取り合う四人を眺ながめながら、カイは思わず目め頭がしらを押さえた。なんて美しい絆の力なんだ……！　……いや、絆か？　後半は半ば脅きよう迫はくじゃなかったか？

「ねえカイ、せっかくテストも終わったんだし、あとで春休みの予定立てようね！」

「ああ、楽しみにしてるぜ！　じゃあなっ！」

　カイβベータは晴れやかな顔で走り去る。テストを受けられなかったこともすっかり忘れ去ったようだった。これで真剣ゼミの呪のろいからも解き放たれるだろう。

　カイが息をつくと同時に、リンたちが資材室に飛び込んできた。

「やった、大成功だよーっ！」

「ああ、助かったぜ！　これで退学はなかったことになったハズだ！」

　カイは感謝しつつ、隣のニーナをちらりとうかがう。

「それで、ニーナ……約束の胸まくら、俺にしてくれてもいいんだが……？」

　ニーナは小気味よく指を鳴らしながら、にっこりと微笑ほほえんだ。

「出血大サービスって言ったわよね？」

「もしかして出血すんの俺なの!?」

「さあ、元の時間軸じくに戻もどろう！」

　リンがカイの首に下げた時空時計を引っぱって、銀のリューズを押した。




　もはや見慣れた景色の歪ゆがみを経へて、幾いく度ど目かの花屋の裏手に戻る。

　日の当たる花か壇だんでは、待ちくたびれたのか、イオがすやすやと眠ねむりこけているところであった。

　カイは足が地面をとらえるなり、一目散に水がめをのぞきこんだ。

　水面には無事に冴さえない鳶とび色いろの髪かみを取り戻した自分が映っている。服装も元の平へい凡ぼんな学生に戻っていた。

「良かった、世紀末チンピラになってない！　ってことは、退学は阻そ止しできたみたいだな！」

「うん！　これでぜーんぶ解決だねっ！」

「ああ、一時はどうなることかと思ったぜ！　これで何もかも元通り──」

　カイは晴れ晴れと水がめから顔を上げ──極ごく楽らく鳥ちようのような姿をしたジルと目が合った。

「ジル!?　何それ!?」

　ジルもまた自らの身なりを見下ろして、「むう!?　これは……!?」と目をみはる。

　メタリックな原色をこれでもかとちりばめた妙みようにぴっちりとした上下に、袖そでから垂れ下がるのれんのような紐ひもの束、額には白いバンダナを巻き、極きわめ付けにはローラースケート。

「そうだ、俺は……俺は……」

　ジルは何かを思い出すように額に手を当て、そして高らかに吠ほえた。

「アイドルとしてデビューしたのだッ！」

「なんで!?」

「自由業が向いているというお前のアドバイスに背中を押されてな！」

「えええええええええええ!?　まさかあのニアミスで……っ!?」

　しまったぁぁぁああ！　あのなにげない一言でこいつの人生大おお幅はばに道を踏ふみ外はずさせちまったぁぁあああ！　っつーかなんだよこの極楽鳥アイドル、超ちようダッセェェェエエエエ！

「わあ、ジルかっこいい！　サインください！」

「なんか飛べそうね、その衣い装しよう」

「お、おまっ、お前なんでよりによってアイドルをチョイスしちゃったんだよ!?」

「自由業と聞いて真っ先に思い浮うかんだものでな！　おかげさまで大ブレイクだ！」

「昨日の今日で!?」

「ファーストシングル、『チチジル☆ファンタジー』、絶賛発はつ売ばい中だ！」

「曲名までダッセェェェエ！」

「『変態レボリューション』、『嬉うれしい誤算！』も順次発売予定だぞ、お楽しみになっ！」

「三つ目のそれ事務所の本音だろう！　明らかに思いがけず売れちゃった感じだろう！　っつーかお前のアイドル観は何世代前なんだよ!?」

「このセンスが分からないとは、お前は本当にしゃかりきコロンブスだな！」

「誰それ!?」

「そんなにカッカするな、ガラスの十代か？」

「言葉のチョイスにいちいち時代を感じるんだよ！　そのローラースケートとかマジで何なの!?」

「ああ、実はローラースケートでリンボーダンスをするのが売りでな！」

「何その無駄にアクロバティックなアイドル!?」

「そうだカイ！　お前もアイドルにならんか!?　共にアイドルの星を目指そうぞ！」

「目指さねぇよ！　いや、ちょっと待っ……！」

　カイは抵てい抗こうする間もなく、あれよあれよという間にローラースケートを履はかされていた。

「わあ、カイ、アイドルになるの!?　かっこいい、サインください！」

「待って、コレ見た目より難しい！　子こ鹿じかみたいになる！」

「ニーナよ、カイの背中を思い切り押してやってくれんか！」

「ええ、分かったわ！」

「えっ、ちょっ、ニーナ、その鞭むち──」

「はいよーっ、シルバー！」

「痛いってぇぇええええ！」

　しなる鞭が背中をひと打ちして、ローラースケートに乗せられたカイの身体からだは悲鳴と共に風を切って進み始めた。

「ちょ、待っ、無理無理無理！」

「はいそこでリンボーダンスゥゥウウ!!」

「危ねっ!?」

　眼前にジルのラリアットが迫せまって、カイは反射的にのけぞってブリッジでかわそうとし──ぎゃりりりり！　と後頭部が悲鳴をあげた。

「いでででで！　頭燃える！　頭燃える！」

「カイ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ふう、どうやらお前はアイドルには向いておらんようだな……」

「いや何だよローラースケートでリンボーダンスって、無理があるだろ！　頭削けずれたわ！」

「そんなに毛根に無理させてたら、そのうちハゲるわよ」

「カイ、大丈夫？」

　リンに助け起こされて、カイは後頭部をさすりつつよろよろと立ち上がった。

「お、お、お前なぁ、ジル……っ！　こんなんだったら遊び人の方がよっぽどマシ──」

　と、ジルが「いかん！」と時計台を振ふり仰あおぐ。

「ステージが始まる時間だ！　これにて失礼する！」

「ステージ!?」

「ああ、俺の子猫ちゃんフアンたちが待っているのでな！」

「ファン!?　その子たちはお前の何に魅ひかれたの!?　あるいは何か弱みでも握にぎったの!?」

　ジルはローラースケートでさっそうと駆かけ出そうとし──

「む、そうだ、忘れるところであった！」

　華か麗れいに戻ってくるなり、ずしりと重たげな袋ふくろをニーナの手に載のせた。

「ニーナ。滞たい納のうしていた家賃だ！」

「えっ……」

「これまで迷めい惑わくをかけたな！」

「…………」

　押し黙だまったニーナに気付くこともなく、ジルは二本の指をチャッ☆と額に当て、

「それでは、バイナラっ！」

「古っ！」

　ジルは白い歯を光らせながら、ローラースケートで華麗に走り去る。

　急に辺りが静かになって、カイは己おのれの無力さに膝ひざをついた。

「くっそ、こんな……こんな改変が許されていいものか……っ！」

「どうしよう、ジル、もう一いつ緒しよに冒ぼう険けんしてくれないのかなぁ？」

　しょんぼりと俯うつむくリンを見て、腹を決める。

「よし、もう一度過去に戻るぞ、お前ら！　ジルがアイドルになる前まで戻って、あいつを引き止めるんだ！」

「うんっ！」

　──が、ニーナは動かない。

「ニーナ？」

「…………」

　呼びかけても、手の中の袋にじっと目を落としたままだ。

「頼たのむよニーナ。一緒に過去に飛んで、ジルの目を覚まさせてくれ！」

「別に放ほうっておけばいいじゃない、あんなやつ。なんだか楽しそうだし」

　言葉の割に、その頬ほおは少しむくれている。

「あいつはちょっとはしゃいでるだけだ！　ジルにはお前の言うことが一番効くんだよ！」

「そんなこと……」

「なぁ、想像してみろよ！　ジルはもうお前に踏んでほしいと懇こん願がんすることもなければ、隙すきあらば脱ぬぎたがることもないんだぞ！　なんだかんだでさみしいだろ!?」

「いいえ、いっそ清すが々すがしいわ」

「うん、だよね！」

　いきなり手て詰づまりだ！

「カイ、もうちょっとがんばって……！」

　リンに励はげまされて、カイはうんうんと頭をひねり──ニーナが「でも、そうね……」と小さな声で呟つぶやいて、袋を持つ手にきゅっと力を込こめた。

「……少しだけ……本っっっ当～に少しだけだけどっ……──さみしい……かしら……？」

「じゃ、じゃあ、ジルがアイドルになるのを止めてくれるか!?」

「仕方ないわね！　でも勘かん違ちがいしないでちょうだい！　私は単に、ジルごときがキャーキャー騒さわがれていい気になってるのが癪しやくにさわるだけなんだからねっ！」

「だよな、やっぱりさみしいよな！」

「勘違いしないでって言ってるのに!?」

「さあ、準備はいいか！　ジルがアイドルになる直前まで飛ぶぞ！」

「うんっ！」

　カイは慎しん重ちように『時空時計』を設定すると、金のリューズを押し──




「よし、ドンピシャだ！」

　花屋の裏から顔を出すと、ちょうどジルβベータが顎あごをさすりつつ歩いてくるところであった。

「ふうむ、自由業か……自由業……アイドルなどインパクトがあっていいかもしれんな！」

　いかん、今まさにジルが道を誤とうとしている！

「よし、頼んだぞ、ニーナ！」

「ええ！」

「ニーナ、がんばって！」

　カイとリンは店の横にある茂しげみに身を移すと、ジルへ向かって駆け出すニーナを息を詰めて見守った。

「確か繁はん華か街がいに、『ダニーズ』という芸能事務所があったような……」

「ジル！」

「おお、どうした、ニーナ！」

　再び町へ繰くり出そうとしていたジルが足を止める。

　首を傾かしげるジルに対たい峙じして、ニーナは息せき切って叫さけんだ。

「ジル！　アイドルなんてやめなさいよ！」

「む？　なぜそれを知っている？」

「と、とにかく、アイドルなんてちゃらちゃらした職業、あなたには向いてないと思うわ！」

　ジルは困こん惑わくしたように眉まゆをひそめる。

「しかし、いつまでも遊び人というのもワンパターンなのでな。リンの仲間として恥はずかしくないよう、そろそろ『いめちぇん』を図はかろうかと……」

「あなた、全然分かってないわ！」

　ニーナは厳しく一いつ喝かつする。いいぞ、その調子だ……！

「本当のイメチェンっていうのはね──性せい転てん換かんくらいしないと！」

「ストォオオオップ！」

　とんでもないことをポロリしたニーナを、カイは神速で茂みに引きずり込んだ。

「いきなり何言い出してんだお前は!?」

「ご、ごめんなさい……変ね、緊きん張ちようしちゃって……！」

「いいかニーナ、迂う闊かつに口を滑すべらせるな！　取り返しのつかないことになるぞ！　ジルが性転換した未来が待ってるぞ！」

「そ、そうね！　それはごめんだわ……！」

「ニーナ、肩かたの力を抜ぬいて！　大丈夫だよ！　ひっひっふー！」

　リンの声せい援えんを受けて、ニーナは大きく深呼吸すると、再びジルの前へと舞まい戻もどった。

「ふうむ、性転換とな。いったいどこに行けば……おお、ニーナ、急にいなくなって心配したぞ！」

「せ、性転換は言い過ぎたわ！　とにかくアイドルなんてやめなさい！」

　しかしジルは困惑したように頬をかく。

「だが、まあ、なんだ……そろそろ本格的に家賃を払はらわんと、お前も困るだろう……」

「そんなことないわっ！」

「うん？」

　首を傾げるジルを睨にらみ上げて、ニーナは吠ほえ猛たける。

「い、いくらお金持ちになったって、あなたがあなたじゃなくなるなら意味ないの！　どんなに時間がかかってもいいから、家賃は、い、い、一生かけて払いなさいよ！　あの、だからっ、その、そ、そのままのあなたでいいの！　つまり、つまりっ……」

　次し第だいにわけが分からなくなってきたらしい。ニーナは顔をまっ赤に染めて、

「時代は無職よっ!!」

「無職容認しちゃったよあいつ！」

　ジルは面食らったように立ち尽つくしている。

「ニーナ……」

「だ、大体ね、女の子にキャーキャーいわれるなんて生意気なのよ、ジルのくせにっ……！」

　ニーナは不ふ機き嫌げんそうに尖とがらせた唇くちびるから何やら呟いているが、ジルは満足げに笑った。

「なるほどな……お前がそう言ってくれるなら、俺は無職のままでいよう」

「じゃあ、アイドルは……」

「諦あきらめるさ！」

「本当!?」

「ああ！　案ずるな、ニーナ……お前のためにも、俺は一生遊び人を貫つらぬきとおす！」

　よっしゃぁぁあ！　思わずガッツポーズを取るカイの隣となりで、リンがくすんと鼻をすする。

「ジル……よかった……！」

「ああ！　さすがはニーナだぜ！」

　カイは目じりに浮うかんだ涙なみだをぐいと親指で拭ぬぐい──あれっ!?　でも一見するとかっこよさげだけど、あれ要はただのニート宣言だな！

「そ、そう。それなら良かったわ。じゃあ、そういうことだからっ！」

　ニーナは別れのあいさつもそこそこに、転がるように駆け戻ってきた。

「よくやった、ニーナ！」

「こんな役回り、もう二度とごめんだわ……！」

　枝の間からこっそりうかがうと、ジルが機嫌よく部屋へと戻っていくところであった。

「よし、これでジルは無職に戻ったはずだ！　元の時間軸じくに戻るぞ──」

　カイが茂みから出て、銀のリューズを押そうとした時──

「えっ……!?」

「!?」

　嫌いやな予感に振り返ると、ニーナが──いや、ニーナβが花屋から出てきたところであった。いっぱいに見開かれたその目は、ニーナαアルフアへと向けられている。

「わ、私……っ!?」

「しまった……！」

　カイのアイコンタクトを受けて、茂みから出ようとしていたリンがニーナαをあわてて引きずり込む。

「待って！」

　追いかけようとするニーナβの前に、カイはすんでのところで立ちふさがった。

「よ、よおニーナ！　どうしたんだ、血相変えて！」

「ねぇカイ、今、そこに私がいなかった!?」

「い、いいいいいやっ!?　ききき気のせいじゃねぇかなぁ!?」

「いいえ、確かに見たのよ！　そ、ソフィアさまかしら……いいえ、こんな所にいるはずがないわ！　それにソフィアさまに出会った時と違って、確信があるの……今のは私だったわ、絶対に！　まさか──ドッペルゲンガー!?」

「や、ええっと……」

　カイがうまい言い訳を探す前に、必死の形相をしたニーナβがすがりついてくる。

「ああ、そんな……！　私聞いたことがあるのよ、自分のドッペルゲンガーを見たら死ぬって……！　ねえ、私死ぬの!?　死ぬの!?」

「いててて！　抜ける、髪かみ抜けるって！　ちょっと落ちつけよ！」

　カイは髪をわしづかみにしているニーナβの手を掴つかむと、必死になだめた。

「ドッペルゲンガーなんてただの迷めい信しんだって！　世界には自分とそっくりな人間が三人いるとも言うし……！」

「ほ、本当……？」

「ああ！　だからそんなに思い詰めるなよ、なっ!?」

「……ええ……」

「よし、いい子だ。じゃあ、俺は忙いそがしいから、またあとでな！」

　カイはまだ心細そうなニーナβを後にして、そそくさと店の裏に回った。

　隙を見て茂みから抜け出したリンとニーナが、急いで駆かけ寄ってくる。

「カイ、どうだった!?」

「どうにかごまかせたぜ！　なんか、ドッペルゲンガーがどうとか言ってたけど……ニーナ、お前意外と迷信深いんだな」

「そ、そう……恥ずかしいところ見られちゃったわね」

　ニーナは心当たりがあるのか、赤くなった頬ほおを押さえている。

　その様子を少し微笑ほほえましく思いながら、カイは銀のリューズを押した。

「よし、ジルも元に戻ってることだろうし……イオの所に帰るぞ！」










　現在に戻った三人を迎むかえたのは、うとうとと船をこいでいるイオと、その隣で日向ひなたぼっこをしているジルだった。

「おお、お前たち！　どこに行っていたのだ、探したぞ！」

「わあ、ジル、元に戻ってる！」

　リンが喜ぶとおり、ジルは極ごく楽らく鳥ちようアイドルではなく、見慣れた鎧よろい姿に戻っていた。まさかこの露ろ出しゆつ狂きようのような格好に安心する日がくるとは思わなかったぜ！

「良かった、もうどうしようかと思った……！」

「一体何があったのだ？」

「過去の改変で、お前、アイドルになっちまったんだよ」

「なんと、そんなことが……！」

「ダサいわセンス古いわ無む駄だにヒットしてるわ俺の頭が削けずれるわニーナが無職容認するわで、もうなんかいろいろ大変だったんだからな！」

「ほう、そうだったのか！　手間をかけたな！」

　ジルは興味深そうに顎あごをさすっている。すっかり元のジルだ。

　しかし──カイの胸に「あれ……？」と違い和わ感かんがよぎった。

「なあイオ、ちょっと聞きたいんだが」

「ふぁい……？」

　イオがびくんと痙けい攣れんして、小さな拳こぶしで目をこしこしと擦こする。

「過去を改変した時の記き憶おくってどうなってるんだ？」

「きおく、ですか？」

「ああ。ジルのやつ、自分が一いつ瞬しゆんでもアイドルを志こころざしたり、ニーナが無職を容認したこと──改変後の時間軸のことも覚えてねぇみたいなんだ。そういや、俺の記憶はいろいろ改変した後も影えい響きよう受けてないみたいだし……人によって違うのか？」

　イオは「……そ、それは……」と言葉を濁にごしながら、目を逸そらす。

「本来なら、時空時計で時空を飛んだことのある人たちの記憶は残るのですが……まぁ、あの、でりけぇとな魔ま具ぐですから……ほんの少しくらいの不具合は……」

「……ほんの少しか……？」

　記憶が混乱するとか、けっこう重大な不具合のような気がするんだが……。

「す……す～やすやすや、す～やすやすや……」

　あからさますぎるたぬき寝ね入いりだが、今回は見み逃のがすことにした。まあ細かいことはいいか。大事なのは、俺が今ここに立っているのが、俺がテストでいい点を取れて、かつジルがアイドルになってない世界だってことだ！

　カイは晴れやかな気持ちで、ジルの肩に手を置いた。

「ジル、頼たのむから、もうアイドルになんかなってくれるなよ！」

　懇こん願がんするカイに、ジルは胸を叩たたいてうけ合った。

「ああ、安心しろ！　ここに誓ちかうぞ──俺は永遠の無職だと！」

「わあ、良かった！　やっぱりジルはこうでなくちゃねっ！」

「ああ！　お前のおかげだぜ、ニーナ──」

　カイは勢いよくニーナを振ふり返り──

「!?」

　ニーナは長い髪を振り乱して、一心不乱に謎なぞの舞いを舞っていた。

　うさんくさい白しろ装しよう束ぞくに身を包み、首からは大ぶりの数珠じゆずをさげ、あまつさえ額に巻いた鉢はち巻まきには、火のともった二本のろうそくが差し込まれている。

「ニーナ!?」

　カイに名を呼ばれて、ニーナは唐とう突とつに踊おどりをやめた。平へい坦たんな表情でスッと両手を合わせ、

「神を信じなさい」

「どうしたお前!?」

「信じる者は救われるのです」

「ちょっと待て、何があった!?」

　カイが肩かたをつかむと、ニーナは悲痛な面おも持もちで天を仰あおいだ。

「実は私、昨日……自分のドッペルゲンガーを見たの……！」

「思いのほかドッペルゲンガー引きずってたあああああああ！」

「もう死ぬんだと悟さとった瞬間、この世のすべてはまやかしだと気づいたのよ！」

「ちょっ、待てお前、あれはっ……！」

「おお神よ、あわれな子ラ羊ムを救いたまえ！」

「子羊に消費者目線でルビ振るのやめろ！」

　やべぇぇぇ！　あのニアミスのせいで、ニーナが珍ちん妙みような宗教にハマっちまった！

「ニーナ、しっかりしてぇ！」

　すがりつくリンの手を、ニーナは逆にはっしと握にぎり返した。

「リン！　神さまはきっと、あなたのことも救ってくださるわ！　さあ、共に祈いのって！」

「え、えっ!?」

「リピートアフターミー！　『私リン・アルクスは、健すこやかなるときも病やめるときも、ニーナにぺろぺろされることを誓います』！」

「わ、『私リン・アルクスは……』！」

「リン、騙だまされるな！　この機に乗じてぺろぺろされるぞ！」

「神はおっしゃった！　『可愛かわいい女の子をぺろぺろすることこそ真理』と！」

「それ本当に神!?」

「あと、『ちょっと塩取って』と！」

「ちょっと待て、お前が信じてる神ってなんなの!?」

「基本的には暇ひまを持て余した主婦よ！」

「マジで!?　神さまってそんな片手間な感じなの!?」

「まあぶっちゃけ小こ遣づかい稼かせぎのパートみたいなものね！」

「それたぶん神じゃねぇよ!?」

「はっ、また神しん託たくが！」

　ニーナは真しん剣けんな表情で天にむかって耳をすませ──

「えっ!?　すべての人類は、完全無欠美少女召しよう喚かん士しのニーナさまを崇あがめ奉たてまつりなさい!?」

「ずいぶん都合のいい神託だな!?」

「いけない、祈き祷とうの時間だわ！　祈りを捧ささげなくては！」

「ちょっ、おいニーナ……！」

　ニーナはカイの手を振りほどき、再び髪を振り乱して祈祷をはじめたかと思うと、

「ろうそくあっつい!!」

「当たり前だろうが！　髪に燃え移る前に早く抜ぬけ！」

「うう、ろうそくごときに屈くつするなんて、私はまだまだ未熟者だわ……！」

「まあろうそく頭に差して踊ったら普ふ通つうそうなるけどな！」

「えっ？　このろうそくをカイの背中に垂らしなさい？」

「お前の神託どっから受信してんだ！」

「ちょっと失礼」

「だから垂らすな──あっづ！　頭に！　頭に垂れてっから！　ハンパなく熱い！　熱いっつーか痛い！」

「神の言葉は絶対なのよ！」

「その神とやらに一度会わせろ！」

「カイ！　貴様、鞭むち打うちに続いてろうそくプレイとは！　しまいにはどんなプレイにも満足できなくなるぞ！」

「どんなアドバイスだよ!?　こんな無意味にも程ほどがあるアドバイスを受けたの人生初だよ！」

　髪にこびりついたろうをリンに剥はがしてもらいながら、カイは激げき烈れつに後こう悔かいしていた。くそ、ニーナがドッペルゲンガーに怯おびえてたあの時、俺がちゃんとフォローしていれば……！

　カイの頭皮からろうを剥がし終えて、リンが決意を込こめて叫さけぶ。

「カイ、戻もどろうよ！　ニーナが宗教にハマる前まで！」

「ああ、もちろんだ！　絶対にこんな珍妙な宗教にハマらせたりしねぇ！」

　カイは踊り狂っているニーナを横目にリンとジルを呼び寄せると、時空時計を操作した。




　時間移動を果たした三人がこっそり店頭をのぞくと、どうやら自分たちが去った直後らしかった。ニーナは心ここにあらずといった表情で、ぼんやりと店先を掃はいている。

「さっきのって、絶対ドッペルゲンガー……よね……。カイはああ言ってくれたけれど……私、死ぬのかしら……？」

　ニーナは縋すがるようにほうきを握りしめ、うっすら涙なみだぐんですらいる。かわいそうに、俺がきちんとフォローしてやらなかったばっかりに……！

「ああ、誰だれか私を助けて……！　それとももう神さまに縋るしかないの……!?」

「まずいぞ、何とかして宗教から目を逸らさねぇと……！」

　リンが「私に任せて！」と胸を叩く。

「必ず、ニーナを絶望の淵ふちから連れ戻してみせるよ！」

「頼んだぞ、リン！」

「うんっ！」

　カイの希望を一身に背負って、リンは花屋の店先へと飛び出した。

「ニーナ！」

「リン!?」

　驚おどろくニーナに、リンは必死に語りかける。

「だまされないで！　そんな目に見えないものに縋っちゃダメだ！」

「えっ!?」

　ニーナは一瞬怯ひるんだが、それでも激しく首を振った。

「でも私、もうすぐ死ぬのかも知れないの……！　それを知ったら、この世の全すべてが虚むなしく思えて……！」

「神さまなんて、所しよ詮せんはまやかしだよ！　だって……」

　リンは胸の痛みをこらえるかのように顔を歪ゆがめる。

「だって、本当に神さまなんて人がいるのなら、私の大好きなニーナに、こんな心細い思いをさせるはずがないじゃないかっ！」

「リン……！」

「ヤダ、俺の幼おさな馴な染じみ超ちようイケメン……！」

　目を潤うるませて口を押さえるニーナ、その肩を、リンは小さな手で優やさしく包む。

「お願いニーナ、おかしな宗教なんかにはまらないで！　ニーナは黙だまって……私のことだけを信じていればいいんだよっ！」

「どこまでイケメンなのあいつ!?」

「おお、リン……！」

　ニーナは感極きわまったように声を震ふるわせると、「決めたわ！」と叫んだ。

「私、私っ……リン教に入信する!!」

「別の宗教に目覚めやがった！」

「まあ、今までとそれほど変わらないのではないか？」

　ジルの言葉に「……確かに」と納なつ得とくしていると、リンがニーナに手を振って戻ってきた。

「がんばったな、リン！　ナイス勧かん誘ゆうだったぞ！」

「えへへ！」

「よし、これでいつものニーナに戻ってるはずだ！　元の世界に帰るぞ！」

　カイは勇んで銀のリューズを押した。










　まるで水面に石を投げたかのように景色が揺ゆらめき、やがて花屋の裏へと変へん貌ぼうする。

　花か壇だんの縁へりではイオがすやすやと寝ね息いきを立て、そして少し離はなれたところに、いつもの服に身を包んだニーナがぼんやりと立っていた。

「ニーナ！」

「まあ、リン！　どこにいたの、探したのよっ！」

　ニーナは弾はじかれたように振ふり返るなり、猪いのししのように突とつ進しんして両りよう腕うででリンを締しめ上げた。

「うふふ、苦しいよニーナ～！　[image: う゛]ふふ……！」

「どうやら元に戻ったようだな！」

　ジルの言葉に「ああ」とうなずきつつ、カイは慎しん重ちように自分たちの姿を見み渡わたした。

「誰も変化は起きてねぇな！　今回は余計な接せつ触しよくもしなかったし、やっと大団円──！」

　──と。

「うっ、頭が、痛い……！」

「リン!?」

　突とつ然ぜん額を押さえてうずくまったリンの前に、カイは慌あわててしゃがみ込んだ。

「どうしたリン、何か悪いものでも食ったか……!?」

　リンはまるで何かに怯える子どものように、きつく目を閉じて頭を抱かかえ──やがてその唇くちびるから、厳おごそかな声が漏もれ出した。

「私は……私は──全能神リンだよ……！」

「なんかめんどくさいこと言いはじめた！」

　リンは悟さとりを開いたがごとく穏おだやかな表情で、ゆるやかに両手を広げる。

「私、ニーナに言われて気がついたんだ……私は神になる器うつわだったんだって……！」

「どういうことなの!?」

　神こう々ごうしく立ち上がったリンの足元へ、ニーナが一心にひれ伏ふす。

「おお、リン神さま！　迷える我らをお救いくださいいいいいいい！」

「ちょっ、何かおかしなことになってんだけど!?」

　その様子を眺ながめながら、ジルが難しい顔で「ううむ」と唸うなった。

「もしかするとリンは、あれからリンを神と信じるニーナにしつこく崇あがめられる内に、神として目覚めてしまったのではないか？」

「何だそれ!?　余計ややこしくなっただけじゃねぇか！」

　髪かみをかきむしるカイをよそに、リンとニーナはノリノリでビートを刻みはじめる。

「たたえよ（たたえＹＯ）！　たたえよ（たたえＹＯ）！　人はみなこの世をさすらう迷子（迷子）！　まとめてすくい上げるぜ、マイゴッド（マイゴッド）！」

「すげぇポップな讃さん美び歌かまでできてた！　やめろリン、目を覚ませ！」

　しかしリンはまるで聖母のごとく両手を広げ、曇くもりのない瞳ひとみで空を仰あおぐ。

「私、決めたの。宇宙円えん環かんの理ことわりとなって、すべての魔ま法ほう少女を、幸せにするって……！」

「ちょっと待て、それ別の世界の神だわ！」

「奇き跡せきも、魔法も、あるんだよ！」

「アウトォォオオオ！　おい待て、落ちつけ、そろそろ訴うつたえられるぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、神だからねっ！」

「神関係ねぇよ！　本当の神の力でお前の存在ごともみ消されるぞ!?」

「あっ、揚あげパン食べたい！」

「急にどうした!?」

「神だから！」

「神関係ねぇよ！」

「カイ買ってきて！」

「なんで俺が！」

「神だから！」

「もしかして全部それで済ませようとしてる!?」

「おお、すばらしいわ！　リン神さまは万能なのよ！」

「こいつはこいつでどっぷりハマってるし……！」

　ニーナはリンを見上げて一心に両手を合わせている。

「ああリン神さま！　どうぞこの哀あわれな子羊にパンチラをお恵めぐみくださいませぇぇぇ！」

「この信者ちょっと不純すぎるだろう！」

「ちょ、ちょっとだけだよ……？」

「お前も易やす々やすと恵むな！　涙目になってんじゃねぇか、嫌いやなら断れよ神なんだから！」

　っつーか神さまにパンチラねだるってどんな信者だよ!?

「[image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛]っ、どうすりゃいいんだよ!?　ひとつ直せばひとつ何かが狂って、ますますカオスになるばっかりじゃねぇか！　もう訳が分からなくなってきた……！」

　頭を抱えるカイを、ジルが気き遣づかわしげに覗のぞき込む。

「どうする、カイ。ニーナがリンを崇める前まで飛ぶか？」

「ああ！」と頷うなずこうとして、全身から力が抜ぬけた。もう何回過去に飛んだ!?　何度時空を渡わたった!?　いい加減限界だ……っ！

　カイはゆっくりと顔を上げると、鋭するどい眼光をぎらりとリンへと据すえた。

「いや、過去に飛ぶまでもねぇ……！　俺は今ここで、リンを引き戻してみせる！」

「何だと、そんなことが……!?」

　カイはリンへと駆かけ寄るなり、その両りよう肩かたをつかんで滔とう々とうと語りかけた。

「リン！　いいか、よく聞け！　お前は神なんかじゃない！」

「えっ!?　そんなはずないよ！　だって私は──」

　驚く翡ひ翠すい色の瞳に向かって言い募つのる。

「神とはすべてを超ちよう越えつしたもの、よって品行方正、常に正しい道を示さなきゃならねぇんだ！　スポーツ万能、成績優ゆう秀しゆうは当たり前！」

「そ、そんな……！」

「それに健康にも気を使わなきゃならねぇ！　好物のたまごやきばっかり食ってられねぇし、揚げパンなんて身体からだに悪いもの、もっての外ほかだぞ！」

「!?」

　目に見えて動どう揺ようするリンに、カイはとどめの一言を叩たたきつけた。

「何より神は忙いそがしい！　副業も禁じられてる！　つまり──勇者王にはなれねぇんだぞ！」

「!!」

　その一言がリンに与あたえた衝しよう撃げきは予想以上のようだった。リンは雷かみなりに打たれたかのように痙けい攣れんすると、ぎゅっと唇をかみしめ、そしてニーナに向き直った。

「ごめんねニーナ、私、大事な用事があって……ちょっと神さまにはなれないかも……！」

「予想以上に軽い感じで断った！　週末の予定をキャンセルするみたいな感じで断った！」

　ニーナも緩ゆるやかに首を振って応じる。

「いいのよ、リン！　実は私も、『なんか違ちがうかな～？』って思いはじめてたの！」

「こっちも軽いノリで承しよう諾だくした！」

　ニーナはふわりとリンを抱だきしめる。

「神さまなんかじゃなくても充じゆう分ぶんよ！　お願い、リンは私の可愛かわいいリンのままでいてね！」

「ニーナぁ……！」

　ああ、二人とも単純で良かった……！　しかしリンの奴やつ、思った以上に勇者王への思い入れが強いみたいだな……。

　カイは抱き合う二人を眺めて、清すが々すがしい思いで空を仰いだ。ともあれ、これですべての問題は解決した！　俺は赤点なんか取ってねぇし、その他はすべて元通りだ！　ふふ、赤点など恐おそるるに足らず！　俺の実力をもってすればこんなもの──！

　と、カイを見上げたリンが「……あれ？」と『信じがたいものを見た』とでも言いたげな声を漏らす。

「カイ……あれっ？　後頭部……そこ……えっ……？」

「ああ？　何だよリン、はっきり言えよ」

「カイ……あの……ハゲた……？」

「!?」

　リンがぽつりと漏らした呟つぶやきに、カイは度ど肝ぎもを抜かれた。

「え？　は？　何？　ハゲ……？」

　単語の意味を吞のみこむまでにやや時間は要したものの、笑いながら後頭部に手をやるだけの余よ裕ゆうはあった──その時は、まだ。

「は、はぁ？　そんなわけねぇだろ、俺にはハゲる要素なんて微み塵じんも──」

　何気なくつむじに触ふれた指が、ぴたりと止まる。

　あれっ？　ここ、つむじの下の辺り……明らかに……明らかにツルツルしてねぇ……!?

　硬こう直ちよくするカイ。その背後に回ったニーナとジルがそろって息を吞む。

「カイ、それ……！」

「お前……！」

「えっ、待って待って、俺どうなってんの!?　マジでハゲてんの!?　どんくらい!?」

「じゅ、一〇ゴールドくらい……！」

「一〇ゴールド、つまり銅貨ね！」

「銅貨ハゲか！」

「せめて金貨にしてくれ、高級感があってまだ耐たえられる！　っつーかおい、どういうことだ!?　冗じよう談だんじゃなくハゲてんのかよ!?　さっきまではこんなハゲなかったよな!?」

　涙なみだ目めで喚わめき散らすカイの頭を眺めつつ、ジルが「ふむ」と顎あごに手を当てる。

「しかし思い返せば、何かと毛根に優やさしくないことをしておったな」

「ええ、無茶な金色に染めたり、モヒカンにしたり、リンボーダンスで頭を削けずったりね」

「お前にろうそくを垂らされたりな！」

　リンが口を押さえながら、カイの後頭部をまじまじと見上げる。

「でもだからって、急にハゲるなんて……！　も、もしかして、これまでの改変のなんやかんやが降り積もって、過去のカイが受けてきたストレスと数々のダメージが、カイの頭皮に収束しちゃったんじゃ……!?」

「はああああ!?　改変の影響が蓄積するなんて、まさかそんなこと……！」

　カイが「イオ！」と大声で呼ばわりながら振り返ると、ハゲ騒そう動どうで目を覚ましていたらしいイオはびくりと身を竦すくませた。そして尖とがらせた唇からピュ～と口笛を吹ふき──たかったところなのだろうが、ヒュフ～と間抜けな音を漏もらす。

「図星かお前ぇぇぇえええッ!?　言えよ、そういうことは早く!?」

「ま、まあ時空時計は大変でりけぇとな魔具ですから、多少の不具合は～……」

「だからってなんでピンポイントで俺の頭皮なんだよぉぉぉおおおお!?」

　四し肢しを突つくカイの頭を、リンが「カイ、つむじ、つむじ！」とあわてて隠かくしてくれる。

「くっ……まさか俺がハゲるだなんて、こんな現実受け入れられるか！　過去へ飛ぶぞ！」

「しかし、どこまでさかのぼる!?」

「頭皮にろうそくを垂らされる前──いや、リンボーダンスか!?　それともあらゆるストレスを受ける前まで……！」

　そうこうしている内に、カイの細い髪が、まるで季節を過ぎた桜の花びらがごとくはらはらと落ちていく。

「い、いけない、被ひ害がいが広がってるよ！　モザイク班、緊きん急きゆう処置を！」

「ダメよ、間に合わないわ！」

「三十パーセント、四十、五十……つむじの侵しん略りやく、止まらんぞ！」

「波長確かく認にん、パターンつむじ、間違いなくО字型よ！」

「カイ司令、後退をっ！」

「ならん！　これ以上の後退は、すなわち敗北を意味する！」

「くっ……では我々は、『これは違うし、つむじだし……！　ちょっとはっきりした大きめのつむじだし……！』と言い張るカイを見守ることしかできんというのか!?」

「こうなったら出すしかないのかしら!?　禁断の最終兵器、ＫＡＴＵＲＡ初号機を……！」

「抜けちゃだめだ、抜けちゃだめだ、抜けちゃだめだ！」

　カイはつむじを押さえるリンを振ふり払はらうように跳はね起きた。

「ってかお前らちょっと遊びすぎだろう！　他ひ人と事ごとだと思って！」

「カイだってノリノリだったじゃん！」

「ああああ、こんな現実受け入れられるかぁぁぁぁっ！」

　髪かみをかきむしりかけ、慌あわてて顔を覆おおうだけにとどめる。

「くっそ、何が悪かった!?　リンボーダンスか、ろうそくか!?　いや、そもそも赤点をなかったことにしようって魂こん胆たんが間違ってたのか……もう何もかも分からねぇ……っ！」

　カイは縋すがる思いで、真しん剣けんな表情でひまわりの種をぽりぽりぽり！　と貪むさぼっているちびっ子魔ま女じよを振り返る。こいつ顔こそ深刻だけど、絶対内心どうでもいいとか思ってるよ！

「イオ、何とかならねぇのか!?」

「改変に改変を重ねても、いたずらに時空のひずみが積み重なるだけです！　確実にハゲを回かい避ひしたいのなら、最初から改変をなかったことにするしかありません！」

「……！」

　カイはぐっと言葉に詰つまった。このままいけば、うまくすれば勇者になれるんだぞ!?　今さら何もかもなかったことになんてできるか！　しかしこれでは俺の頭とう髪はつは……っ！

　カイは男のプライド頭髪と男のロマン勇者を天てん秤びんにかけ──

「カイ……？」

　心配そうなリンの声に呼ばれて、ゆっくりと顔を上げる。

　その目には、暗い炎ほのおが宿っていた。そして血を吐はくように下される決断。

「もう何もかもなかったことにするぞ……！　初めてタイムワープをする前の俺たちの元に行く……赤点回避を諦あきらめ、全すべての時間移動を食い止めるんだ……！」

　カイの決意を悟さとって、リンたちが真剣な顔で頷く。

「分かった！」

　ハゲに屈くつしたカイは、震ふるえる指で金のリューズを押した。

　景色が歪ゆがみ、すべての音が遠ざかる。そして歪んだ視界の中に、今まさに初めての時間旅行をしようかという、輪になった四人の姿が見えてきた。

　カイβベータが嬉うれしそうに時空時計に手をかける。

「準備はいいか？　行くぞ！」

　カイβが期待に満ちあふれた顔で、金色の突とつ起きを押そうとし──

「ちょっと待ったぁぁぁあああ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、四人は過去の四人──四人βの前に降り立った。

「わ、私たち!?」

　驚おどろくリンβの前に、リンαアルフアが進み出る。

「こんにちは、過去の私たち！　私たちは未来の君たちだよ！　君たちにお願いがあって、未来から飛んできたんだ！」

「未来から!?」

「お願いって……!?」

　緊きん迫ぱくした視線が集まる中、カイはゆっくりと進み出ると、過去の自分の前に膝ひざをつき、そして迷うことなく額を地べたへと擦こすりつけた。

「お願いだから、タイムワープなんかしないでください……！」

　リンβがハッと息を吞む。

「未来のカイ……つむじが……っ！」

「頼たのむから、答案用紙をすり替かえようなんて、ばかな真ま似ねはよしてください……！」

　カイは乾かわいた地面へと、ますます強く額を押し付けた。過去の俺よ……お前がタイムスリップした先に待っているのは、なんやかんやで俺がハゲる未来なんだ……！　頼む、俺と同じ過あやまちを犯おかさないでくれ！　この想おもい、どうか伝わってくれ……！

　一いち分ぶの隙すきもない土下座を続けるカイの肩かたに──そっと、温かい感かん触しよくが乗った。

　はっと顔を上げると、過去の自分が優しい笑みを浮うかべて覗のぞき込んでいた。

「未来の俺……苦労、してるんだな……！」

「俺β……！」

　カイβはカイのやつれ具合と頭部の有様を見て、すべてを悟ったらしい。

「どんな事情かは知らねぇが……分かった！　タイムスリップは諦めよう！」

「俺っ……ありがとう、俺ぇっ！」

「気にするな、他ほかならぬ俺の頼みだ、足あし蹴げになんてできねぇよ！」

　カイは過去の自分と抱き合って男泣きに泣いた。

「本当にタイムスリップなんかしない方がいいわよ。ろくでもないことになるだけだから」

「まあ、時空旅行もなかなか興のあるものだったがな！」

　ニーナとジルが過去の自分とひとしきり会話を終えると、リンがカイの首に下がった時空時計を引っぱった。

「さあ、元の時間軸じくに戻もどろう！」

「ああ……。なあ、俺。これだけは覚えていてほしいんだ」

　元の時間軸に戻る直前、カイは憂うれいげに振り向いた。

「わんぱくでもいい、たくましく育ってほしい（毛根的な意味で）……！」

「分かったよ、俺……！」

　カイβが頼もしく親指を立てる。

　その姿が、涙に滲にじみ──

　気がつくと、一行は元の世界に戻っていた。

　裏手の階段に腰こしかけていたイオが、ぴょんと飛び降りる。

「おかえりなさいです！」

　カイは水がめに直行するなり、つむじを撫なでながら水面を覗き込んだ。

「ハゲてない!?　俺、ハゲてない!?」

「大だい丈じよう夫ぶみたいよ」

「わあ、元のカイに戻ったよ、良かったね～！」

　リンにふさふさと頭を撫でられて、思わずその場にくずおれる。

「良かっ、た……！」

「これでぜんぶ元通りだねっ！」

　リンの笑え顔がおに、カイは「ああ！」と頷うなずいた。

「俺の髪も無事に戻ったし、ジルもアイドルじゃねぇ！　ニーナは変な宗教にハマってねぇし、リンも神に目覚めてることもない！　それに……」

　明るく言い切ろうとした声が、喉のどの奥で凍こおった。

「……赤点も、赤点のまま……か……」

「カイ……」

　ニーナとジルが、さすがに憐あわれみの目を向ける。

　既すでに時刻は夕方のようだった。日はオレンジ色に傾かたむき、どこからか夕ゆう餉げのにおいがする。

　地べたに座り込んだままうなだれるカイ。その肩を、リンがぽんぽんと叩たたいた。

「大丈夫だよ、カイ。きっと再試で合格できるよ！」

「……そう、だな……」

　けれど砂でも詰め込まれたかのごとく、身体からだが重い。これまでの騒そう動どう、その全てのしわ寄せが一気にのしかかってきたかのようで──言うつもりのない愚ぐ痴ちが、ぽつりと口をつく。

「はは、笑っちまうな……あれだけ大おお騒さわぎして、時空まで移動して……結局勇者になれねぇし……」

　希望を頼たよりに奔ほん走そうしてきた分、絶望感はいっそうひどかった。

　カイはポケットに差した万年筆の感触に触ふれながら、ふ、と力なく息を吐いた。

「──そもそも、課程振り分けの時点で『翼よく獅じ子し』から剣けんを引き抜ぬいてりゃ、こんな苦労はしてないんだよな……」

「カイ……」

「あの時に勇者になれてたら、今ごろは自分のパーティーひっぱって、成績はもちろん首席で、ちょっとはみんなにちやほやされて、活字に苦しめられることも……テストで赤点なんて取ることもなくて……」

　これ以上自分の恨うらみ言ごとを聞きたくなくて、口を噤つぐむ。

　リンがゆっくりとしゃがみ込み、ぼうっと座り込んでいるカイを覗き込んだ。

「カイ。そんなに、勇者になりたい……？」

　そのまっすぐな瞳ひとみから、カイは目を逸そらした。

「……そりゃ、ガキの頃ころからの夢だからな。……でも、ま……所しよ詮せん、勇者の器うつわじゃなかったってことだ……」

　心にもない泣き言を吐いてしまう自分が情けなくて、自じ嘲ちようめいた笑みが浮かぶ。

　リンはそんなカイをじっと見つめていたが、やがてカイの首から時計の鎖くさりを外すと、弾はずみをつけて立ち上がった。

「イオちゃん、この時空時計って、未来にも行けるの？」

「はい、行けますよ！　大魔ま法ほう使つかいの魔具に不可能はないのです！」

　リンは珍めずらしく真剣な表情で、何か考え込んでいるようだった。

「……リン？」

　カイの呼びかけに誘さそわれたように、リンがゆっくりと顔を上げる。

「ねぇカイ……未来を見にいってみる？」

「……っ……！」

「未来に行って、確かめてみる……？　未来の自分が、どうなってるか……」

　背中がざわりと粟あわ立だった。

　そうだ……この魔具さえあれば、容易に知ることができるのだ。未来の自分が、勇者になっているかどうか……──！

　長い葛かつ藤とうの末──しかしカイは「……いや……」とうなだれた。

「いい……未来の俺が伝でん記き士だったら、今度こそ、立ち直れねぇ……」

「……そっか」

　膝の間に頭を埋うずめるようにして、もつれた髪かみをぐしゃぐしゃと掻かき回す。

「ああ、くそ……散々大騒ぎしといて結局これかよ、情けねぇ……！」

「ねぇカイ、焦あせらなくても、他に方法があるかもしれないわ？　また明日あした考えましょう」

「そうだぞ。今日はあまりにもいろいろなことがありすぎた。まずは寮りように帰ってゆっくり寝ねることだ」

「ああ……」

　カイはジルの手を借りて立ち上がろうとし、ふとニーナに顔を向けた。

「あ、そうだ……ニーナ、今の時期、ひまわりってあるか？」

「ええ、ミニひまわりなら少し……」

「あるだけ花束にしてもらいたいんだが……」

「お安い御ご用ようよ、ちょっと待っててね」

　数分後、ニーナが抱かかえてきたのは、見ているだけで元気になれそうな黄色い花束だった。

　カイは礼を言って銀貨を数枚支し払はらうと、受け取った花束を、そのままイオに差し出した。

「！」

　驚くイオに、身体に残った力を総動員して笑いかける。

「大事な魔具貸してくれてありがとうな、イオ」

「……！」

　イオは元気色の花束を抱だいて、ひまわりに負けないくらい明るい笑顔を咲さかせた。

「ねぇイオちゃん、今日はうちに泊とまって行くといいわ。グラタンをつくろうと思ってたの」

「わぁい！　グラタン大好きです！」

「うむ、俺も好きだぞ！　鶏とりのささみもあるとなお良いな！」

「なんで勝手に団らんする気満々なのよ、社会のお荷物がっ！」

「カイにいちゃんとリンおねえちゃんも、一いつ緒しよに食べましょう！」

「ごめんね、私たちは寮に帰らなきゃ！　また明日遊ぼうね！」

「はい！　約束です！」

　カイは、嬉しそうに小指を絡からませる二人をぼんやりと眺ながめ──と、イオがカイの元に駆かけ寄ってきた。

　花束からおもむろに一本引き抜くと、カイの胸にさし、

「おそろい、です！」

「……ああ」

　満まん身しん創そう痍いのはずなのに、イオにつられて、思わず温かい笑みがこぼれてしまう。

　カイとリンは、そのまま三人に手を振ふって別れた。

　身体的にも精神的にも疲ひ労ろうがピークに達したカイは、半ばリンに引きずられるように寮に戻り──そしてそのまま、泥どろのような眠ねむりについたのだった。








　第三章　俺が勇者？　はは、よせやい、どうせ夢オチ──ゆゆゆ夢じゃなかったぁぁぁああ！






　緑深い山々に囲まれた、ひなびた村。

　ひと気のない物置小屋の裏に、少女の叫さけび声と、ピィピィというかぼそい悲鳴が響ひびく。

「やめてよ、かわいそうだよ、いじめないで！」

　幼いリンが、三人の少年に立ち向かっていた。

　リンの正面、体格の大きな少年が手にぶらさげているのは、小さなヒナ──魔ま物もののこどもだった。巣から落ちたところを、たまたま森に遊びにいった彼らに拾われたらしい。

「おねがい、その子を巣に返してあげてよぅ！」

　リンの嘆たん願がんを、少年たちは鼻で笑う。

「はぁ？　こいつはおれたちがつかまえたんだ、どうしようと勝手だろー！」

「魔物は悪いやつだから、やっつけないといけないんだぞ！」

「そんなことないよ！　やめて、放してあげて！」

「やーなこった！　悔くやしかったら取ってみな～！」

「ぅう～っ！」

　リンは大きな目を潤うるませてぎゅうっと小さな拳こぶしを握にぎっていたかと思うと、めいっぱい跳とび上がって、少年の額にごちん！　と頭つきをおみまいした。

「イテー！」と悶もん絶ぜつする少年の手からヒナを奪うばい取る。

「何すんだコイツ！」

　ヒナを胸に抱くリンに、少年たちがじりじりと迫せまった。

「魔物の味方するなんて、変なヤツ！」

「泣き虫のくせに、生意気なんだよ！　やっちまえ！」

「！」

　少年がリンを突つき飛ばした時、建物の表から絶ぜつ叫きようが響き渡わたった。

「てめぇぇぇえらぁぁあああああっ！」

「来た、カイだ！」

　身構える少年たちの先、角を曲がって現れたのは小こ柄がらな少年だった。細い腕うでには重たげな本を何冊も抱えている。

「何してんだ！　リンをいじめたら許さねーぞっ！」

「へん、やんのかよ神シン童ドー！」

「ひょろいくせにちょっと字が読めるからって、調子に乗っちゃってさ！」

「今日こそぶちのめしてやるぜーっ！　かかってこい、もやしヤロー！」

　しかし息を切らせたカイは挑ちよう発はつに乗らないばかりか、子どもらしからぬ肝きものすわった笑えみを浮うかべた。

「いーのかよ、こんなところで油売ってて？」

「は？」

「お前らが昨日こっそり森に行ったこと、お前らのかーちゃんに言いつけてきたぞ？」

『!!』

「顔まっかにして怒おこってたからなぁ。もうすぐ探しにくると思うぜ～？」

　リーダー格の少年が顔色を変える。

「こ、こ、この本の虫がぁぁぁっ……！」

「おい、本をばかにすんなよ、本ってのはすげーんだぞ。おれたちの知らない、見たこともない、いろんな世界があること教えてくれるんだからなっ！」

　カイが眉まゆを吊つり上げると同時、遠くから少年たちを呼ばわる声が近付いてきた。

「くっそー！　逃にげるぞ、お前らっ！　覚えてろ、この泣き虫、弱虫、本の虫～っ！」

　幼よう稚ちな罵ば声せいがこたえた様子もなく、カイはふふんと鼻を鳴らす。

「本が読めるようになってから出直してきやがれ！」

　風のように逃げる少年たちを見送ると、カイはへたり込んでいるリンの元に駆け寄った。

「大だい丈じよう夫ぶだったか、リン！」

「うん、ありがとう、カイ……」

　リンはふにゃりと笑うと、腕の中のヒナを見下ろす。

「魔物さんの子ども……無事で良かった」

「そいつ、まだ赤ちゃんだな。守ってやって偉えらかったな、リン！」

「えへへ」

「しっかしあいつら、ひどいことしやがって……！」

　リンはカイに褒ほめられて少し嬉うれしそうにしたものの、どこか元気がない。

　カイは慌あわてて「あっ、そうそう！」と腕に抱えていた本を降ろした。

「ねーちゃんから、この前の本の続き借りてきたんだよ！　おまえ、続き知りたがってたろ!?　読んでやるなっ！　《チューリップの国のお姫ひめさまは、雲みたいにふかふかなベッドの上で目を覚ましました。るり色のお空では、はちみつ色の太陽が──》……」

　カイがおとぎ話を読み上げる隣となりで、リンは心ここにあらずという様子で、魔物の子どもにぼんやりと目を落としている。

「えぇーっと……ああ、やっぱり伝でん記きにしようなっ！　お前伝記好きだし、そっちのほうが元気出るしなっ！　よし、読むぞ！　《勇者アベルは言いました！　『悪い魔物をたいじするぞー！』》……。……あー……えっと、これは、そんなにおもしろくねーなっ！　もっとたのしい伝記がいいな、うんっ！」

　大急ぎで本の山を探す。

　と、リンがぽつりと口を開いた。

「ねえカイ。私、変かな……」

「えっ」

「魔物さんを可愛かわいいとか、かわいそうって思うなんて、オカシイのかなぁ……？」

「おかしくなんかねーよっ!!」

「ひゃああ！」

　叩たたき付けるような絶叫に、リンがびっくりして跳びあがる。

　その小さな肩かたを両手でつかまえて、カイは一いつ生しよう懸けん命めいに言い聞かせた。

「オカシイことなんてひとつもねぇよ！　お前はスゲーんだぞ、そりゃちょっと人より変わってるかもしれねーけど、それって、他ほかの人は持ってないものを持ってるってことなんだからなっ！　お前は遊びの天才だし、誰だれよりも優やさしいし、弱いものを守る勇気もある！　さっきだって、こいつのこと全力で守ったろ!?」

「カイ……」

「リンは俺が持ってないもんいっぱい持ってんだからな！　お前はお前のままでいろよ！」

「でも……」

　いつもならカイが励はげませばすぐに立ち直るのに、少年たちの仕打ちがよほどこたえたのか、リンはすっかりしょげかえっている。

　カイはその胸に抱だかれた魔物の子どもと、リンの顔をじっと見守り、そして口を開いた。

「……じゃあさ──」




　　　　†　†　†




　まぶたに差す朝日がまぶしくて、カイはベッドの上に気だるい身体からだを起こした。

「……すげぇ懐なつかしい夢を見た気がする……」

　額に手を当てて呻うめく。いったい何の夢だったんだろう……。

　カイはかすかな高こう揚ようと、しくしくとした痛みが残る胸を押さえ──そこで初めて、急せかすようなノックの音に気がついた。

「アンバーくん！　アンバーくん！」

「あっ、え……!?」

　まさか寝ね坊ぼうしたか!?　慌てて時計を確かく認にんしようとし──そもそも今日が休日であることを思い出す。なんだよ、脅おどかしやがって……よっぽど急ぎの用なのか……？

　訝いぶかしみつつベッドから降り、ドアを開くと、

「委員長!?」

　そこに立っていたのは、黒くろ縁ぶち眼鏡と艶つややかな三つ編みがトレードマークの少女──クラス委員長のユリアだった。

　ユリアはほっと胸を撫なで下ろす。

「ああ、良かった。カイくんが遅ち刻こくするなんて珍めずらしいから何かあったのかと思っちゃった」

「え？　遅刻って、え？　ってか、なんで委員長が……」

　狼ろう狽ばいするカイがよほどおかしかったのか、ユリアはくすくすと口を押さえた。

「まだ寝ぼけてるの？　今日は特別課題で、冒ぼう険けんに出る日だよ！」

「特別、課題……？」

　ユリアは眼鏡を上げながら、「そう！」と柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「学年末試験で総合成績一位を取った、私たちパーティーへのごほうびクエスト！　勇者課程首席のアンバーくんの活かつ躍やく、期待してるからね！」










　プレートメイルの装着をユリアに手伝ってもらい、腰こしの剣けんを鳴らしながら寮りようを出ると、そこには二人の人物が待ち構えていた。

「おー、来た来た～」

　そう言って壁かべから背を離はなしたのは、伝記士課程のローブを着き崩くずした女生徒だった。ウェーブのかかった髪かみを指に巻きつけながら、にやにやと含ふくみのある笑みを浮かべる。

「ほーら、ただの寝坊だったでしょ～？　ユリアは心配性しようなんだからぁ」

「カイが遅おくれるなんて、珍しいな」

　戦士課程の鎧よろいをまとった長身の男子生徒に笑いかけられて、カイは戸と惑まどいつつも引きつり笑いを返した。

「あ、ああ、悪い……」

「それにしてもユリアったら、愛いとしの勇者さまに会うために男子寮に忍しのび込むだなんて、大だい胆たんなんだから～」

「ヴィオっ！」

　じゃれ合う女子たちを眺ながめながら、カイは渾こん身しんの勇気を振ふり絞しぼって、口を開いた。

「あの、ごめん！　えっと……誰、だっけ……？」

『え……？』

　三人が一いつ斉せいに凍こおり付き──伝記士課程の女生徒が、豪ごう快かいに笑い出した。

「きゃははは！　ちょっと、どんな冗じよう談だん～!?　いくらなんでも寝ぼけすぎじゃな～い!?」

「あ、だ、だよな、すまねぇ……！」

　腹を抱かかえつつも、女生徒は胸に手を当てて自己紹しよう介かいしてくれる。

「アタシはヴィオレッタ、カイの伝記士やってま～す。ヴィオって呼んでくれていいよぉ」

「俺はレイン。戦士課程だ。こいつらと同じく、課程振り分け試験以降、お前とパーティーを組ませてもらってる」

「私はユリア。アンバーくんと同じ、一年二組だよ。課程は精せい霊れい師し」

　ユリアはにっこりと笑う。

「それで、アンバーくんは勇者課程の首席！　学園はじまって以来の逸いつ材ざいと誉ほまれ高い、勇者筆頭候補だよ！」

　カイは声を失いつつ、腰にさげた剣に目を落とした。

「そう、か……俺は……」

　ざわざわと波立っていた胸が、言いようのない高こう揚よう感かんに支配されていく。

　そうだ……俺、課程振り分け試験の日に、『翼よく獅じ子し』からこの剣を引き抜ぬいて、念願の勇者になったんだ……！　どうして忘れてたんだろう……！

「そんで、アタシら全員、学年末テストの成績が良かったからって、今から特別にごほうびクエストにチャレンジさせてもらうってわけ。思い出したぁ～？」

「ああ……！」

「クエストの内容は、街道で人を襲おそっている魔ま物ものを駆く除じよしてほしいっていう簡単な依い頼らいだよ。これをこなせば、確実に次の学年へのステップアップになるよ！　がんばろうね！」

「ああ……ああ、そうだなっ！」

　すっかり自分を取り戻もどしたカイに微笑みかけて、ユリアが町の外へと続く道を示した。

「さあ、冒険に出よう！」










「ねぇカイ～、この胸にさしてるひまわり、ど～したの～？」

「ああ、なんか部屋に落ちてて……」

　一行は魔物が出しゆつ没ぼつするという街道をめざすべく、町の門へと向かっていた。

　ヴィオはやたらとカイの腕うでに絡からみ付いている。ウェーブのかかった髪が首筋にふわふわ当たってくすぐったい……ってか、すげーいいにおいするんだけど……。

「な、なあヴィオ、ちょっと近くねぇか……？　それとも、いつもこんなもんだっけ……？」

「え～？　こんくらいフツー、フツー！　勇者と伝でん記き士は一心同体なんだからね～？」

「そ、そうか……」

「え～、カイってば照れてる？　いつもはつれないのに、珍めずらし～！　ってか可愛い～！」

「ヴィオ、そんなにくっついちゃダメっ！」

「なんでユリアが口出すのよぉ～？」

「だ、だって、風紀が乱れるから……」

「とか言いつつ、カイを取られるのが悔くやしいだけだったりしてなァ」

「もう、レインっ！」

　そんな和なごやかな会話を半ば聞き流しながら、カイは奇き妙みような焦しよう燥そう感かんに襲われていた。

　首席勇者という地位、平和な日常、常識的な仲間たち……不満はないはずなのに、何か、何か足りない気がする……！　こう、するべき仕事が見当たらないような……！

「な、なぁ、みんな……」

「ん～？　どうしたの～？」

「何か、忘れてないか……？」

「え？　何かって？」

「だから、その、そろそろ、挟はさんだ方がいいんじゃ……あの──ボケ、とか……」

『……ボケ？』

「い、いや、なんでもないんだ！」

　すごい不思議そうな顔をされてしまった！　そうだよな、俺は何言ってんだ……！

　ぐしゃぐしゃと髪をかき回すカイを見上げて、ユリアが吹ふき出した。

「今日のアンバーくん、なんだかおもしろいね」

「そ、そうか？」

「うん。いつもはもっと勇者一筋っていうか、近寄りがたいっていうか……」

　そうだっけ？　まぁ、念願の勇者になって気を張ってる部分はあるかもな……。そうだよな、俺は勇者なんだ、もっとしゃんとしないと……！

　カイが頬ほおを叩たたいて気合を入れ直したとき、ふとその視界に奇妙な光景が入った。

　鎧に身を固め、様々な武器を携たずさえた騎き士したちが、厳いかめしい顔つきで行き交かっている。

「大陸守護騎士隊か？　この町にまで出張ってくるなんて、珍しいな」

　カイの視線を追って、レインが「ああ」と切れ長の目をちらりと眇すがめる。

「あれだろ、今朝伝達があったやつ。飛ひ竜りゆう討とう伐ばつの──」

　その時、街角に見覚えのある姿があった。

　学園の制服に身を包んだ、華きや奢しやな四人組──

「！　おーい、クロト！」

　その小こ柄がらな姿がなぜだかとてつもなく懐なつかしくなって、カイは大きく手を上げた。

「!?」

　しかしクロトはカイに気付くなり、怯おびえた小動物のように後ずさる。

「な、何だよ、カイ・アンバー!?　オレに何か用かよッ!?」

「え……？」

　カイが唖あ然ぜんとしているほんのわずかな間に、イレースがクロトを背にかばい、トルテとフィフィがカイの前に立ちふさがった。

「お偉えらい首席勇者サマが何の用ッスか！　クロトをいじめたら許さないッスよ！」

　トルテまでもが、怒おこった猫ねこのように「ふーっ！」と威い嚇かくしてくる。

「ちょっ、な、何だよお前ら……俺はただ……！」

　言いよどむカイを、イレースの声がぴしゃりと遮さえぎった。

「用がないなら話しかけないでくださいませ！　参りましょう、クロト！」

「う、うん……」

　三人はまるで野の良ら犬いぬから守るかのようにクロトを囲み、振り返りもせず行ってしまう。

「……何だよ、あいつら……」

　立ち尽つくすカイの背中に、ヴィオレッタがしなだれかかってきた。

「ちょっとぉ、カイ～。あのチビの次席に声かけるなんて、どうしたのぉ？　いつもは眼中にないって感じなのにさ～」

「あ……？　そうだっけ……？」

「うーん、どっちかっていうと、他ほかの人と交流してる余よ裕ゆうがないって感じかな？」

「あっちは勝手にカイのことを目の仇かたきにしてるみたいだが、実力はカイの足元にも及およばないからな。ひがんでるんだろ。敵が多いのも優ゆう秀しゆうな人間の証あかし、気にすることないぜっ！」

「あ、ああ……」

　そう……だっけ……。クロトって、あんな憎にくしみを込こめた……寂さびしそうな目で、俺のこと見たっけ……？

　レインに肩かたを叩かれながら、カイは去りゆくクロトたちの背中をちらりと振り返った。










「あ、このあたりみたい」

　一行が立ち止まったのは、森の中の一本道であった。街道はすでに封ふう鎖さされていて、他にひと気はない。

「え～？　魔物どこ～？　見当たらないんですケドぉ～」

「少し入ってみよう。足元気をつけろよ」

　神経を尖とがらせつつ、木こ漏もれ日が躍おどる下生えに足を踏ふみ入れる。

　森は巨きよ大だいな岩山の足元に張り付くようにして広がっていた。淡あわく繁しげった木々の向こうに、切り立った崖がけがそびえている。

「っていうかさ～、ごほうびクエストって毎回チョロいよね～。たまにはもっと歯ごたえのあるクエストやりたくな～い？　並みの魔物じゃカイの相手にならないし～」

　不平を鳴らすヴィオレッタに、レインが背中で答える。

「だったら、今朝伝達があった、手て負おいの飛竜のつがいなんてもってこいだったかもな。場所も近いし」

「伝達？」

「ああ、寮りようの掲けい示じ板ばんに要よう項こうが貼はってあったんだが、カイは見てないか。どうも、西の荒あれ地に住んでた飛竜を、守護騎士隊のやつらが仕留めそこなったみたいでよ、この近くの採さい掘くつ場まで逃にげて来て巣食っちまったとか。それがすごい凶きよう暴ぼうで、巣に近付く人間を見境なく襲うらしくてさ……騎士隊が今度こそ止とどめを刺さそうと躍やつ起きになってるぜ」

「確かあの岩山の洞どう窟くつだよね？　学生にも召しよう集しゆうがかかるかもって書いてたね」

「そういうのこそ、ダントツ優秀なアタシたちに任せてくれればいいのにぃ～」

　カイは木々の合間にそびえる崖を見上げつつ、町で見かけた騎士たちの姿を思い出していた。守護騎士隊が出張るということは、学生の手には余る案件なのだろう。

「そろそろ口を噤つぐんだ方が良さそうだ、気配が近いぞ」

　カイを先頭にして、森の中を進むことしばし──

「！　退さがれ！」

　カイが吠ほえるのと、周囲の茂しげみから何十本という蔦つたが飛び出すのは同時だった。

　カイは剣けんを抜きざま一いつ閃せん、ヴィオレッタめがけて伸のびてきた蔓つるを斬きり払はらう。

「ヴィオ、俺から離はなれるなよ！」

「きゃ～、怖こわい～！」

　襲しゆう来らいする蔦をレインの剣が両断し、あるいはユリアの精霊術で吹き荒れた烈れつ風ぷうが叩き落とす。

　カイはヴィオレッタを背中に張りつかせたまま、腕に絡み付いた蔦を渾こん身しんの力で引き剥はがした。

「今回のクエストも楽勝そうだな！」

「ん～、カイってば相変わらずつよぉい、カッコイイ～！　またいい伝記が書けそ～！」

「おいヴィオ、カイばっかりひいきしないで、俺の活かつ躍やくも書いてくれよ!?」

「そうだよ、あんまりアンバーくんだけ引き立たせないで！　またファンが増えちゃうよ……！」

「え～？　だって勇者の生きざまを記録するのが伝記士の仕事ですから～？」

　蔦を一通り払い落として、カイは油断なく周囲に気を配りながら踏み出した。

「止めを刺す。本体を探すぞ」

　カイは乾かわいた土を踏みしめながら、途と方ほうもない充じゆう実じつ感かんに満たされていた。そうだ、これこそ俺の理想だ……！　背中を預け合える仲間がいて、魔物を楽々なぎ倒たおして──

　刹せつ那な、頭上に影かげが差して、うなじがざわりと逆立った。

「避よけろ！」

　カイとレインはとっさに転がって身をかわしたが、警告はわずかに遅おそく、ユリアとヴィオレッタが巨大な葉に捕とらえられていた。

「きゃああああっ!?」

　さらに集まってきた蔦が、何かを探すように二人の身体からだをまさぐり始める。

「ひっ!?　きゃ、きゃははは、くすぐったいって～！」

「や、やめてぇ……！」

「くっ！」

　何とか助けようにも、しつこく群がってくる蔦たちが接近を許さない。

「どうする、カイ!?」

　予想以上の猛もう襲しゆうに、カイは舌を打った。

「ここは俺とジルで食い止める！　ニーナは召しよう喚かん！　リン、魔ま物ものの説得を──」

　自分の喉のどから迸ほとばしった言葉に、ぎくりと立ち竦すくむ。何言ってんだ、俺……誰だれだよ、ニーナとジルって……それに、リン……？　幼あ馴い染つが一体どうしたっていうんだ……!?

　カイは、レインの「カイ！」という叫さけびで我に返った。

「これじゃキリがねぇ！　大元を叩くしかないぜ！」

「あ……ああ！　レイン、二人を頼たのむ！」

　カイは襲おそい来る蔦をかいくぐって森の中へ飛び込んだ。

「くっそ、本体はどこにいるんだ！」

　焦あせるカイの視界に、やがて天を突つく巨大な花が飛び込んできた。無数の蔦をうねらせ、肉厚の花弁を不気味にうごめかせている。

「こいつが本体だ！」

「カイ！　さっさとやっちまえ！」

　言われなくとも！　レインの叫び声が届く前に、カイは地を蹴けって巨大花に肉にく薄はくしていた。魔物を倒すのが勇お者れの仕事だ、俺が息の根を止める！

　カイは巨木ほどもある茎くき目がけて剣を振ふり上げ──

「っ……！」

「どうしたの、アンバーくん!?」

　カイは今まさに振り降ろさんと剣を構えたまま、歯を食いしばった。なんでだ、腕うでが……動かねぇ……っ！

「く、そぉぉおおおおッ……！」

　獣けもののような咆ほう哮こうとともにありったけの力を込こめるが、身体は塗ぬり固められたかのように微び動どうだにしない。何なんだよ!?　こいつをぶっ殺すのが勇者の務めだろうが、何をためらってるんだ、俺は……!?

　刹那、横から鞭むちのようにしなる蔦が襲来して、カイは慌あわてて跳とび退しさった。

　間合いを取りながら、顎あごにしたたる汗あせをぬぐう。

　その間にレインがまた新たな蔦を切り落としたのか、巨大な植物は苦しげに身をよじった。それを見たカイの胸に、ふと疑問がきざす。そういや、こいつはどうして人間を襲うようになったんだ……？　この大きさから見て、長年ここに棲すみついてるはずだ、それを今さらなぜ……いや、今はこんなこと考えてる場合じゃねぇ！

「カイ、早くしてくれ！　限界だ！」

「分かってる！」

　カイは再度花弁目がけて跳ちよう躍やくした。

　しかし何度斬きりかかっても、本体に刃はが届く直前で身体がためらう。

「何だよ!?　どうしちまったんだよ、俺は!?」

　カイは息を荒あららげながら、己おのれの手に目を落とし──視界に入った蔦の残ざん骸がいにふと違い和わ感かんを覚えて、眉まゆをひそめる。茶色く変色した葉先、しなびた蔓……。混乱しかけていた頭が、仲間たちをとらえた蔦が、まるで何かを探すように身体をまさぐっていたのを思い出す。

「っ！　もしかして……！」

　巨大花の足元から伸びる小さな溝みぞを目にすると同時、カイは森の奥へと走り出していた。

「レイン、悪い！　もう少しだけ持ちこたえてくれ！」

「おい、カイ！」

「アンバーくん!?」

　追い縋すがる蔦を振り払い、小さな溝を辿たどりながら、斜しや面めんを上へと駆かけ上る。

　蔦がひとつ、またひとつと脱だつ落らくし、カイの息が切れ始めたころ、水のせせらぎが微かすかに耳を打った。カイは首を巡めぐらせて音の出所を探し──

「あった……！」

　魔物へと続く溝の延長線上に、透すき通った水が流れていた。しかしその途と中ちゆうで古びた革かわ袋ぶくろやら縄なわやらのごみが集まって水がせき止められ、流れが分ぶん岐きしてしまっている。

「こいつが原因か……！」

　絡からみ合ったごみを力任せに引きずり出すと、水が本来の流れを取り戻もどした。さらさらと涼すずしげな音を立てながら、溝を伝って魔物の元へと下っていく。

　カイもその流れを追うように走り出した。

　カイが現場に戻った時、ちょうど巨大な葉がユリアとヴィオを解放したところだった。レインに襲いかかろうとしていた蔦も、しゅるしゅると魔物の元へ戻って行く。

「魔物が、退いた……？」

　三人の元に駆け付けて、カイは「ああ！」と額の汗をぬぐった。

「あの魔物、水が足りなかったんだ！」

「え……？」

「上流でごみが詰つまって、湧ゆう水すいがせき止められてたんだよ。人を襲ったのも、きっと水すい筒とうの水が目当てだったんだ。これであいつが人を襲うこともなくなるな！」

　見れば、魔物は心なしか嬉うれしそうに身体を揺ゆすっていた。あー……蔦とか切っちまって悪かったなぁ……。

　カイは心ここ地ちよい達成感に浸ひたりながら手の土を払ったが、他ほかの三人があっけにとられたように自分を見つめているのに気付いて顔を上げた。

「え……どうかしたか？」

　ヴィオレッタが言いにくそうに眉をひそめる。

「……あのさ……カイ、どうしちゃったわけ？　いつもなら問答無用でなぎ倒すのに……」

「ああ……。第一、勇者が魔物を助けるなんて……」

　ユリアが心配そうにカイを見上げる。

「アンバーくん、なんだか変だよ……？」

「あ……」

　小さく呻うめいて、カイは震ふるえる両手を見下ろした。

「そ、そうだよな、悪い……おかしいよな、こんなの……」

　そうだ、何をやってんだ、俺は……。俺は勇者、しかも首席なんだぞ。勇者は魔物を倒してなんぼだ、それを逆に助けるなんて……。

　笑おうとしたはずの頬ほおが、ひどく引きつった。

　道を間ま違ちがうなよ、俺……。ガキの頃ころからの夢がかなったんだ、こんな優ゆう秀しゆうな仲間に囲まれて、成績抜ばつ群ぐんで……魔物を倒すのが、勇者の、役目で……──！




「違、う……」




　考えるより先に、そんな声がこぼれていた。

「アンバーくん……？」

　頭の中に、白い光が弾はじけはじめる。

　違う……違う……！　俺の傍そばには誰がいた!?　あいつらは……いっつもくだらないボケばっかりやらかす、うるさくてどうしようもないあいつら……！

　きつく閉じたまぶたの裏、どこか懐なつかしい笑え顔がおがひらめき──

「ッ！」

　カイは雷かみなりに打たれたように走り出していた。

「アンバーくん!?」

　彼らと過ごした日々が、頭の中を駆け巡る。

　カイは破れそうな肺から、かすれた叫びを押し出した。

「リン！　ニーナ、ジル……っ！　どこだよ……どこ行っちまったんだよ!?」










　賑にぎわう町を駆け抜ぬけて、カイは花屋の前に来ていた。

　塀へいに背中を押し付け、緊きん張ちように脈打つ胸を押さえながら、おそるおそる覗のぞき込み──鉢はち植うえに水をやっている見慣れたメイド服姿を認めるなり、思わず飛び出す。

「ニーナ！」

　突とつ然ぜんに名を叫ばれて、ニーナは弾かれたように振り返った。

　警けい戒かいの色を浮うかべた瞳ひとみがカイをとらえ──

「誰……？」

　その言葉を聞いた途と端たん、カイの身体がぐらりと傾かしいだ。そんな、覚えてねぇのか……!?

「おい、冗じよう談だんだろニーナ!?　お、俺だよ！　俺、俺！　ほら、ええと、ユースタシア学園の学生で、伝でん記き士の……っ！」

　身ぶり手ぶりで必死に訴うつたえるカイを見て、ニーナははっと口を押さえ、

「……トニー!?」

「違う、誰だよそれ!?　そうじゃなくて俺だよ、カイだ！　リンと一いつ緒しよに何度も冒ぼう険けんしたろ!?」

　詰め寄っても、ニーナはますます怪け訝げんそうに眉をよせるばかりだ。

「カイ？　リン？　何？　あなた、いったい何を言っているの……？」

「だからっ……！」

　伝えたいことはあるのに言葉が出てこない。もどかしさのあまりニーナの手を掴つかむ。

「きゃっ!?」

「なあ頼むよ、思い出してくれ！　お前は俺の仲間で──！」

「や、やめて！」

　細い手を掴む指に我知らず力がこもり、ニーナが鋭するどい悲鳴を上げた瞬しゆん間かん──強い力にぐいと襟えり首くびをつかまれたかと思うと、カイの身体からだは宙に浮いていた。

「んなっ!?」

　驚おどろくカイの背後に目をやって、ニーナが叫さけぶ。

「ハルバード！」

「ハルバ……!?」

　どうにか首をよじって振り返ると、そこには燃え立つような赤毛の大男が立っていた。

「ジル！」

「？　悪いが、人違いだ」

　ジルは眉をひそめてそう言い放つと、猫ねこの子のようにぶら下げたカイを、ニーナから遠ざけるようにして降ろした。

「おいジル！　俺だよ、俺！　覚えてねぇか!?」

「だから人違いだと言っている。その格好、見たところユースタシア学園の制服のようだが……学生を装よそおった、新あら手ての宗教の勧かん誘ゆうか？」

　くっそ、こいつも俺のこときれいさっぱり忘れてやがる……!?

　カイはがむしゃらにジルの鎧よろいにつかみかかった。

「おいジル！　思い出せよ、本当の自分を！　お前はチチジルだろ!?」

「な、何だその卑ひ猥わいな語感は！　通報されたいのか！」

「歩くわいせつ物のお前に言われたかねぇよ！」

　頭を抱かかえた刹せつ那な、鮮あざやかな黄色が視界に入って、カイは慌てて胸にさしていたひまわりをニーナへ突つき出した。

「ニーナ、このひまわりに覚えはねぇか!?」

「た、確かに、うちの商品みたいだけれど……」

「そう、そうなんだ！　これはお前が──ちょっ、コラ、放せ！」

　言葉半ばに、カイは太い腕うでにずるずると引きずられていた。ニーナの困こん惑わく顔が遠ざかる。

　塀を曲がったところでようやくカイを解放すると、ジルは難しい顔で腕を組んだ。

「学生よ。つい声をかけたくなる気持ちは分かるがな、あれは見た目以上に繊せん細さいな女なのだ。これ以上ニーナにつきまとうなら、脅おどしではなく通報させてもらうぞ」

「そんな……！」

「もっとも、お前が俺の眼鏡にかなう人間なら──たとえば、人を見み掛かけや肩かた書がきで判断しない……あいつをあいつのまま受け入れることができる器うつわなら、会わせてやるのもやぶさかではないがな」

「何だよそれ!?　っつーか、俺とリンをニーナに紹しよう介かいしてくれたのはお前だろうが!?」

「だから知らんと言っている！　俺の目にかなうようになってから出直してこいッ!!」

　空をも破くような大声で一いつ喝かつされて、カイはその場に凍こおりついた。ジルはその間に、大おお股またに花屋へと戻ってしまう。

「ぁ……」

　一人間ま抜ぬけに取り残された自分に気がついて、虚むなしさと悔くやしさが同時にわきあがってくる。あ、あ、あ……あの自宅警備員優ゆう秀しゆうすぎるだろぉぉおお！　何あいつ、完全にニーナのセコムじゃん！

　カイは壁かべを殴なぐり付けてぎりぎりと奥歯を鳴らした。

　何だ、どうなってんだよ、これはッ!?　二人とも俺のことを知らない……そればかりか、俺と出会ってないことになってる……!?

「俺は勇者になってるし、見覚えのねぇ奴やつらとパーティー組んでるし……一体どういうことなんだよ……!?」

　拳こぶしだけでは飽あき足らず、カイは塀を砕くだかんばかりに額を打ち付け──もはや懐かしい声が聞こえてきたのはその時だった。

「カイにいちゃん！　聞こえますか!?　カイにいちゃん！」

「イオ!?」

「良かった、通じたです！」

　カイはちびっ子魔ま女じよの姿を求めて辺りを見み渡わたした。

「イオ、いったいどこに……!?」

「時空の外です！」

「時空の外!?」

「はい！　イオは今、時空の干かん渉しようを受けない場所──時空の穴タイムポケツトから、水すい晶しようを通してカイにいちゃんの様子を見ています！　そこはねじれた時空です！　そのひまわりを媒ばい介かいにして、なんとか接せつ触しよくできました！」

「このひまわりで……!?」

　確かに声はごく間近──胸むな元もとから響ひびいてきている。

　カイは胸にさしたひまわりを一いち瞥べつして、すぐに顔を上げた。

「っつーか、ねじれた時空ってどういうことだよ!?」

「言葉通りです！　昨日、イオとカイにいちゃんたちが別れたあの後、誰だれかが時空時計を使ったようなのです！　どうやら大おお幅はばに過去を遡さかのぼって大改変したみたいで……！」

「な……!?」

　過去を大改変した!?　一体誰がそんなことを……!?　狼ろう狽ばいしつつ、自分の両手を見下ろす。俺が改変したのか!?　自分が勇者になれるように!?　確かにあの時、時空時計は俺が持ってて……その後どうなった!?　くっそ、思い出せねぇ……！

「で、でもだからって、どうして時空がねじれるんだよ!?　それまでも俺たちは散々時空を跳とびまくってたぞ!?」

「じ、実は、時空時計はまだ未完成品で……！」

「未完成品!?」

「数日単位ならまだ大きな問題はないのですが、遠すぎる過去に飛んで改変をしたことで、時空時計が暴走して、時空がねじれてしまったのです！　本来ならイオが元に戻もどさなきゃならないのですが、ねじれが大きすぎて、イオの魔力ではこうしてカイにいちゃんに接触するくらいしかできなくて……こんな大事なこと、黙だまっていてごめんなさい……！」

　カイはほぞを噛かむ。そういえばイオは度たび々たび何か隠かくしているそぶりを見せていた。恨うらむべきは、その異変にも気付けないほどに目先の欲よくに眩くらんでいた、自分の浅はかさだ。

「そのねじれってやつはどうすりゃ直るんだ!?」

「時空は一本の縄なわのようなものです！　今はその縄が途と中ちゆうからねじれている状態……ねじれの原因──つまり過去の改変を元に戻せば、世界も元通りになるはずです！」

「つっても、皆かい目もく見当もつかねぇよ！　時空時計だってねぇし……！」

「時空時計もひまわりの花と同じように、その時空に転送しました！　ただ、時空の綻ほころびに送り込むのが精いっぱいで、どこに転送されたかまでは特定できなくて……時空時計と関かかわりの深い人──カイにいちゃんたちの中の誰かの元にあるはずなのですが……！」

　カイはせわしなくポケットや首元を探さぐって舌を打つ。

「俺は持ってないみてぇだな……！」

「イオは時空時計の形けい跡せきを詳くわしく追ってみるです！　カイにいちゃんは、周囲の人たちの本来の記き憶おくを引き出して、少しずつ戻していってください！　誰かが手がかりを知っているかもしれないです！」

「けど、過去は改変されちまってるんだろ!?　だったら元の記憶も消えてるんじゃ……！」

「時空時計の暴走で、この改変は不完全です！　カイにいちゃんが元の記憶を思い出せたように、何かが引き金になって、本来の時間軸じくの記憶を思い出すこともあります！　ニーナおねえちゃんもジルおにいちゃんも、今はすべて忘れているかもしれませんが、きっかけになる出来事を与あたえれば、本来あるべき記憶を取り戻すはずです！」

　カイは「なるほどな……！」と唾つばを飲み込んだ。

「何か分かり次し第だいまた連れん絡らくしますから、カイにいちゃんは、ひとりずつ元の記憶に戻しながら、時空時計の手がかりを探してください！」

「ああ、分かった！」

　イオの声が途と絶だえ、カイはただ一人、姿を変えた世界に放ほうり出されて、奥歯を噛みしめた。まさか時空が歪ゆがんじまうなんて……もし時空時計が見つからなかったら、俺はこのまま──……いや、待てよ……？　ふいに、カイの脳のう裏りに閃せん光こうが走った。

　──無理に世界を元に戻す必要はないんじゃねぇか……？

　ごくりと喉のどを鳴らしつつ、腰こしに佩はいた剣けんを見下ろす。

　誰がどんな改変をしてくれたのか知らねぇが、俺は今勇者だ。しかも首席で、学園でもそれなりの地位を築けているらしい。あとはニーナやジル、クロトやリンたちの記憶を思い出させて、以前の関係を取り戻せれば、ここは俺の理想の世界じゃねぇか……!?

「そうだ、そうだよ……！　最悪時空時計が見つからなくても、この新しい世界で勇者として生きていくってのも、それはそれでアリなんじゃ……!?」

　途端に高こう揚よう感かんが込こみ上げてくる。カイは拳を突き上げたくなる衝しよう動どうと必死に戦った。

　とにかく今は、ニーナやジルに俺との関係──本来の記憶を取り戻させることだ！

「とは言ったものの、どうやって……！」

　カイは顎あごに手を当ててしばし考え込み──やがてゆっくりと顔を上げた。

「一人ずつ試ためしていくしかねぇか……！」










　そして数時間後、花屋の前。

　塀へいの陰かげからじっとチャンスをうかがっていたカイは、セコムジルが出かけたのを確かめると、用意してきた紙かみ袋ぶくろをがさがさと鳴らしながら店頭へと飛び出した。

「ニーナ！」

「！」

　後ずさるニーナを怯おびえさせないよう、両手を挙げながらそろそろと近寄る。

「あ、あの、さっきはすまなかったな？」

「……何かしら？」

「ちょっとその、頼たのみがあって……初対面でこんなことをお願いするのも失礼だとは思うんだが……」

「……？」

　先ほどとは打って変わったカイのしおらしい様子に、ニーナの警けい戒かいがわずかにほどける。

　カイはその隙すきを狙ねらって紙袋に手をつっ込むと、一ひと振ふりの乗馬鞭むちを突き出した。

「こいつで俺をひっぱたいてくれねぇか!?」

「なんで!?」

　俺とニーナの思い出を呼び覚ますならば、こいつが一番手っ取り早いはずだ！

　うろたえるニーナの手に、問答無用でぐいぐいと黒い乗馬鞭を押し付ける。

「頼む！　後ご生しようだから！　いつもみたいにスパーンと思いきりよく！」

「あ、あなたいったい何を言ってるの!?」

「さあ、遠えん慮りよなく！　この腎じん臓ぞうの裏のあたりを狙って！」

「い、嫌いやよ！　ご近所に変な噂うわさが立つじゃない！」

「軽くでいいから！　ひと打ち！　ほんのひと打ちでいいから！」

「だからなんで見ず知らずの人間を引っぱたかなきゃならないのよ!?」

　くっ、ドＳのニーナでもさすがに初対面の人間を叩たたくのは躊ちゆう躇ちよするのか！　そういや俺が初めて踏ふまれたのも、けっこう冒ぼう険けんが進んでからだったな。もしかしてニーナに踏まれたり鞭打たれたりするのって、信しん頼らいの証あかしだったりするのか!?

　意外としぶといニーナの抵てい抗こうに、ついにカイは乗馬鞭をおさめて、ふっと目を伏ふせた。

「そうだよな、悪かった……」

「わ、分かればいいのよ」

「代わりと言っちゃあ何だが……」

　カイは紙袋から次なる刺し客かく──異様に布面積の少ない、白いビキニを繰くり出した。

「この水着に見覚えはねぇか！」

「何その痴ち女じよみたいな水着!?」

「忙いそがしいところ悪いんだが、ぜひ着てみてほしいんだ！」

「おおおおおお断りよッ!?」

「今なら猫ねこ耳みみも付いてくる！」

「なおさら嫌いやよ!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ、水着に猫耳なんてあざとすぎて一周まわって恥はずかしくない！」

「だまされないわよ!?」

　カイは隙を見て逃にげようとしているニーナの両手をはっしと握にぎった。

「ちょっ……!?」

「なあニーナ、忘れたのかよ!?　体育祭で、学園祭で、お前は俺にあんな可愛かわいい姿を見せてくれたじゃねぇかッ！」

「だから知らないって言ってるでしょ!?　しかも白ビキニなんて破は廉れん恥ちな水着、す、すすす好きな人のためでもなきゃ私が着るわけないじゃないのッ！」

　そうなんだ知らなかった！　こんな貞てい淑しゆくなのにあんなにサービスしてくれるなんて、こいつ本当にリンのことが好きなんだな！

　カイは真っ赤になったニーナの顔を睨にらみ据すえながら、覚かく悟ごを固めた。チッ、仕方ねぇ……こんな手段に出たくはなかったが、かくなる上は……！

「ちょっと失礼!!」

「えっ、何を──」

　紳しん士し的に断りを入れるが早いか、メイド服に掴つかみかかる！

「きゃあああああ!?　ちょっ、何して……」

「悪く思うな！　ファスナー下げますよ～、はい、腕うで上げて！」

「最低！　最ッ低！」

「頼むよニーナ！　この水着さえ着れば蘇よみがえるはずなんだ、あの冒険の日々が！」

「い、嫌よ！　やめて！　信じられなっ……きゃっ！」

「こんな方法しか取れねぇ俺を笑いたきゃ笑え！　でもなぁ、俺は気付いたんだよ！　俺は一人じゃ何もできやしねぇ──俺にはお前らが必要なんだッ！」

　言っていることは格好よさげだが、やっていることは最低だった。

「だから脱ぬげ！　そしてこの水着を着るんだ！」

「いや、やめっ……や……！」

　ニーナの口から甲かん高だかい絶ぜつ叫きようが迸ほとばしり──

「やめなさいよこのド変態がぁぁぁぁあああ!!」

　カイの頬ほおに、べちーん！　とニーナの張り手が炸さく裂れつした。

「へぶぅ！」ともんどり打って思いっきり地面に頭を打ち付けたカイだが、それだけの価値はあったようだった。

　ニーナが目を見開いて口を押さえる。

「はっ……！　な、何かしら……今、とても懐なつかしい気持ちに……！」

　よし、あとひと押しだ……！

　カイはよろめく足を踏みしめて立ち上がると、ここぞとばかりに自らの胸に親指を突つき立て、声の限りに吠ほえた。

「そうだよニーナ、思い出せ！　俺だよ！　剣けん術じゆつの天才にして最強、戦う姿は鬼き神しんのごとく、男としての器うつわは海よりもなお大きい！　最高にイケてるお前の王子さま──カイ・アンバーだッ！」

「ううっ……な、何か思い出しかけていたのに、泡あわのように消えていったわ……！」

「あれぇぇぇ!?」

　何で!?　俺何か間ま違ちがったこと言った!?

　カイは拳こぶしを握りしめた。落ちつけ、俺！　俺たちが築き上げてきた思い出はこんなもんじゃない！　いつのことだか思い出してごらん、あんなことこんなことあったでしょ!?

「どうしても思い出せねぇって言うなら、直接お前の身体からだに聞くまでだ……！」

「な、何をする気……!?」

　ゆらりと顔を上げたカイの静かな気き迫はくに、ニーナが目に見えて怯える。

　カイは壮そう絶ぜつな覚悟を背負いながら、後ずさるニーナをじりじりと壁かべ際ぎわに追い詰つめ──

「これでどうだぁぁぁあああ！」

　獲え物ものを狩かる狼おおかみのごとくニーナに飛び掛かかって押し倒たおした！

「きゃ!?」

　さらに暴れるニーナをマウントポジションを取って押さえ込むなり、咆ほう哮こうをあげながら、その豊かな胸を左手でわしづかみにする！

「おるぁああああああああ！」

「きゃきゃきゃきゃああああああ!?」

　何度となくニーナの胸を揉もんできた俺の左手！　呼び覚ませ、ニーナの記憶を！

　カイは魅み惑わくのふくらみを左手で揉みながら、さらに反対の手で、腰に差していた細長い棒状の物体を抜ぬき放つ。

「ここでこいつの出番だァッ！」

　カイの手にある最終兵器を見て、ニーナが顔を引きつらせる。

「そ、それは……!?　何をするの！　やめっ──」

「くくく、忘れたとは言わせねぇぜェ！　この──ごぼうの感かん触しよくをなぁ！」

　カイは手にした体育祭の悪夢ごぼうを振り上げるや、その白い額にゴッ！　とあてがった。

「い、痛い！　やめて！」

「おらおらァ！　いい加減思い出しやがれッ！」

「ああ、刺ささる！　ごぼうの繊せん維いがちくちく刺さるわっ……！」

「嫌がるフリしても身体は覚えてんだろォ!?」

「お、お願い、もうやめっ……」

「どうだ、どうだコルァ！　年ねん貢ぐの納め時だぜ、ヒャッハァァァァアア！」

「う、ぅぅ……っ！」

　弱々しくもがいていたニーナの抵抗がぱたりと止やんで、渾こん身しんの力でごぼうを押し付けていたカイは、はたと手を止めた。

　自分の下で、着乱れたニーナが組み敷しかれている。頬を上気させ息を乱し、その目にはうっすらと涙なみだの膜まくが張って──あれっ？　これって普ふ通つうに犯罪なんじゃ……──

「だからやめてって言ってるでしょうが、このうすらハゲがぁぁあああああああ！」

「はぐぅ!?」

　股こ間かんを撃うち抜く勢いで蹴けりあげられて、カイは石いし畳だたみでつむじをギャリリリリ！　と削けずりながら店頭に突っ込んだ。

「おい、気をつけろ!?　今の俺は後頭部がとってもナイーブな感じなんだからな!?」

「うるさいわねっ！　しまいには股間をフラットにするわよ、カイ！」

　ニーナは自分の口から飛びだした単語に、目をみはる。

「えっ……!?　カイ……!?」

　カイはよろよろと立ち上がりつつ、不敵に笑いかけた。

「ふ、ふ……やっと思い出しやがったな……！」

「カイ……！　どうして私……今まで、忘れて……!?」

　ニーナは口を押さえて目を見開いている。どうやら完全に思い出したらしい。

　底知れない安あん堵どが込こみ上げて、カイは呆ぼう然ぜんとしているニーナに駆かけ寄ると、衝しよう動どうのままに力強く抱だき締しめた。

「きゃっ!?」

「ニーナ……良かった、本当に良かった……！」

「だからいつまで揉んでんのよっ！」

「ごめん、つい……！」

　ヒールに踏みにじられながら、カイは感かん涙るいにむせんだ。この痛みすら今は懐かしい……！

　その時、住宅街に猛たける獣けものの雄お叫たけびが響ひびいた。

「貴様、何をしておるかぁぁぁあああッ！」

　通りの向こうから、ジルが怒いかり狂くるった雄お牛うしのように突っ込んでくる。

「ニーナに踏まれるのは俺の特権だァァアアア！　許さん、許さんぞぉぉおおおお！」

「ジル!?」

　ニーナが驚おどろいているほんの数秒の間に、カイは腰こしに拳をためて身構えていた。

「来たな、セコム！　思い出させてやるよ、俺たちの絆きずなをなぁっ！」

　吠えるが早いか、疾しつ走そうする巨きよ躯くに向かって地を蹴る。

「ふんぬっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、眼前にジルの剛ごう腕わんが迫せまり──拳が顔へと吸い込まれる寸前、カイは身体を右に流しつつ膝ひざを沈しずめた。太い腕が風を巻いて頭上を過ぎるが早いか、全身のばねを使って伸のびあがり──

「ぐぅっ!?」

　刹せつ那な、カイの拳がジルの顎あごを正確に撃ち抜いていた。

　ずだぁん！　と昏こん倒とうするジルの前に仁に王おう立ちになって、ぐいと口の端はしを拭ぬぐう。

「へっ、思い出したかよ、ジル！　俺とお前は、好敵手と書いて同と胞もと読む……そんな関係だったはずだろ!?」

「あんたたちそんな熱い関係だったの？　初耳だわ」

「忘れたとは言わせねぇぜ！　俺たちが出会ったあの夏の日──ホットドッグにピクルスを入れるか入れないかをめぐって、夕ゆう陽ひの丘おかで殴なぐり合ったことをなぁッ！」

「そんなシーンは微み塵じんもなかったと思うんだけど」

　ニーナの冷静な横よこ槍やりに、しかしジルはよろよろと身を起こして呆然とカイを見上げ、

「お前……カイ、か……？」

「ねつ造エピソードで記き憶おくを取り戻もどすとか、あんたらの絆どんだけ薄うすいのよ」

「俺はいったい……なぜ今まで忘れて……!?」

「ジル……」

　愕がく然ぜんと呻うめくジルに、カイは手を差し出しながら、白い歯をこぼした。

「ちなみに俺は、ピクルスは入れる派だ！」

「……カイ……」

　ジルもカイの手につかまり、「ふっ」と口の端をつりあげる。

「奇き遇ぐうだな……俺もだ！」

「ならなおさら何で殴り合う必要があったのよ」

　記憶を取り戻したジルは、しげしげとカイの格好を見み渡わたす。

「しかしカイ、それは勇者課程の制服だろう。俺とニーナがお前を忘れていたことといい、いったい何がどうなってる」

「それがな……」

　これまでの経けい緯いをかいつまんで説明すると、ニーナとジルがそろって目を見開いた。

「なんと、そんなことが……！」

「ああ。時空の歪ゆがみの原因になった過去の改変を正せば、元の世界に戻るらしいんだが……お前ら、時空時計を知らねぇか？」

「残念だけど、持ってないみたいだわ。使った覚えもないし……」

「そうか……まぁ、これでどうやって記憶を取り戻させればいいか、だいたいの目め処どはついたし、最悪時空時計が見つからなくても、この世界でやっていくって方法もあるしな！」

　むしろ俺は今勇者だし、ここはある意味理想の世界だから、俺としちゃあこのままみんなの記憶を取り戻せればそれでいいような気もするんだが……。

　カイは気合を込めて、左の拳を右手に叩たたき込んだ。

「よし、次はクロトの記憶を呼び覚ますぞ！」

　ニーナが「えっ？」と意外そうにまばたきする。

「リンは？　先にリンじゃないの？」

「いや、さっき町でクロトたちを見かけたんだ、まだ近くにいるはずだ！　リンよりもあいつらの方が厄やつ介かいそうだし、あいつの記憶を戻すついでに、リンの様子も聞き出そう！」










　カイはニーナとジルを連れて町をしらみつぶしに探し、ほどなくして時計台広場にその小さな姿を見つけた。

「クロト！」

　カイの姿に気付いて、クロトがびくんと立ち竦すくむ。

　しかしカイが駆け寄ろうとする前に、すかさずイレースが割り込んだ。

「あらまあ、今日はよく絡からんできますのね、カイ・アンバー？　どういう風の吹ふきまわしですかしら。私たちの大事なクロトに、いったいどんな因いん縁ねんをつけようというのです？」

　うおお、怖こえぇぇぇ……！　何考えてるか分からない微び笑しようも苦手だけど、本気で怒おこったイレースはその比じゃねぇ！　こいつマジで敵に回したくねぇぇぇ……！

　吹き荒あれるブリザードに晒さらされながらも、カイは意を決して進み出た。

「クロトと話をさせてほしいんだ、頼たのむ、イレース！」

「あら、私の名前を……？」

「お前が思ってる以上に、俺はお前らのことを知ってるんだ！」

　はしばみ色の瞳ひとみに疑いの色を浮うかべるイレースと真っ向から向かい合って、カイはクロトのパーティーを順に指差した。

「ええと、イレース、お前は演劇部だよな。学園祭では脚きやく本ほんも担当してたはずだ！」

「まあ……」

「フィフィは料理は下手だけど、いつでも明るくて誰だれよりも一いつ生しよう懸けん命めいだ！　トルテは一見感情が薄いように見えて、おばけが怖こわい、とっても繊せん細さいな女の子だ。そうだな？」

「カイ・アンバー、あなた……」

　驚く仲間たちを代表して、イレースが目を見開き、

「ストーカーでしたの!?」

「違ちげぇよ！」

「乙女おとめの個人情報をそんな詳しよう細さいに調べ上げるなんて……！　前々から、硬こう派はなふりして実はとんでもないムッツリなのではないかと疑ってはおりましたが……！」

「お前は俺をどんな目で見てるの!?」

「さすがはイレースさん、鋭するどいわね……！」

「ニーナはなんでここぞとばかりに肯こう定ていするの!?」

　自分の肩かたを抱きしめるようにしておののいているイレースに、カイは必死に訴うつたえた。

「いいか、イレース！　にわかには信じがたいかもしれねぇが、お前らは今、記憶を改ざんされた状態にあるんだ！」

「記憶の改ざんですって？」

「とにかく、俺を信じてほしい！　クロトと話をさせてくれ！」

「い、イレース……」

　縋すがるように見上げるクロトを背に庇かばい、イレースは注意深げにカイの顔を見つめる。

「何という荒こう唐とう無む稽けいなお話でしょう。とてもではございませんが、あなたの言うことを鵜う吞のみにするわけにはまいりません。──が……」

　爪つめの先まで整った白い指が、広場の一角に並んだ屋台を示し、

「もしもあなたがクレープをおごってくださったら、何か思い出すかもしれませんわね！」

「うぉぉおおい!?　それ嘘うそだろ！　絶対嘘だろ！」

「まあ！　何の根こん拠きよもなく嘘と決めつけるだなんて、ひどいですわ！」

「だってクレープ関係ねぇもん！　俺とお前らを結ぶ線上にクレープなんてひとかけらも存在しねぇもん！」

「うっ、頭が痛い！　甘いものを食べたら、何か記憶がよみがえりそうな……！」

「いや俺にたかりてぇだけだろ！」

「ああ、せっかくあなたのことを信用しかけていたのに……！　共にクレープを食べて、和なごやかなひとときを共有しようと思ったのに……！」

「……っ！」

「い、イレース!?　何言ってんだ、この仏ぶつ頂ちよう面づらの冷血勇者が、クレープなんておごってくれるわけねぇじゃねーか……っ！」

「カイ、どうする？」

　ジルに尋たずねられて、カイは腹を決めた。

　とにかくイレースを陥かん落らくさせないことにははじまらねぇ！　この際だ、とことん付き合ってやろうじゃねぇか！

「よし分かった！　クレープだろうが何だろうがおごってやるよ！」

「へっ!?　い、いいのかっ!?」

「わあ、自分、ここのクレープ大好きなんッスよ！」

「……棚たなからくれーぷ」

　色めき立つクロトたちに便乗して、ニーナもにっこりと首を傾かしげる。

「当然、私もご相しよう伴ばんにあずかっていいのよね？」

「ああ、もちろんだ！　全員まとめて付いて来い！」

　カイがやけっぱちに叫さけぶと、イレースが「まあ！」と笑え顔がおで手を打った。

「見かけによらず太っ腹ですのね！　それではお言葉に甘えまして！」

「えっ、えっ、イレース、オレ別にクレープなんて……！」

　イレースは戸と惑まどうクロトの手を引いてさっそうと歩き始める。その足取りは妙みように生き生きとしていた。

　クレープかぁ。そういえばソフィアさまも気に入ってたみたいだし、女の子ってこういうの好きなんだなぁ……。カイはクロトたちの背中を追いかけながら、胸中でため息を吐ついた。しかしイレースの奴やつ、何か企たくらんでるようだが……とんだ食わせ者だな！

　イレースは屋台に着くなり、慣れている様子ですらすらと注文を口に乗せる。

「すみません、チョコバナナアイスクレープのアーモンド抜ぬき、チョコソース多めでカスタードと生クリームプラスで」

「その呪じゆ文もんみたいなの何!?」

　おののくカイをよそに、イレースはいそいそとクレープを受け取ると、クロトに微笑ほほえみを向けた。

「クロト。今日はご自分で注文してみましょうか」

「えっ!?」

　クロトは普ふ段だんイレースに注文してもらっているのか、かちこちに緊きん張ちようしながら伸びあがり、

「え、えっと……いちご生クリーム、エドモンド抜きがカスタネットとトロンボーンでプラトニック・ラブ！」

「クロト落ち着け！　俺が注文してやるから！」

「うっ!?　うううううるせー！　誰がテメーなんかの世話になるかっ！」

「ほら、どんなのが食べたいんだ？　フルーツは？　アイスは入れるか？」

「えっ!?　えと、えっと、バニラアイスが載のってて、たくさんふわふわしてるやつ……」

　カイがクロトの要望を聞き出しつつ注文を終えると、得体のしれない微笑みを浮かべているイレースと目が合った。

「な、何だ？」

「いいえ、何でもございませんわ？」

　イレースは何食わぬ顔でそう答えるが、カイはこめかみに汗あせが伝うのを感じた。なんか、さっきからすげぇ観察されてる気がする……！　こう、試ためされているというか、見み極きわめられているというか……言うなれば娘むすめの交際相手を値ね踏ぶみする父親の目つきというか……！

　と、二の腕うでにふにゅりと柔やわらかなものが押し付けられた。

「カイさん、カイさん！」

「お前相変わらず距きよ離り近いな、フィフィ！」

「カイさん、自分も注文いいッスか!?」

「お、おお、好きなもの頼め。トルテもな」

　全員分をまとめて支し払はらってようやく一息ついたカイは、自らもクレープをかじりながら、隣となりのフィフィを見下ろした。

「うまいか？」

「おいしいッス！」

　フィフィが太陽のような笑顔を弾はじけさせ、トルテは無言でこく、と頷うなずいた。

「そうか、そりゃ良かっ──あっ、フィフィ、チョコソースがこぼれてるぞ！　来い、放ほうっておくと染しみになるから！　トルテ、口についてる！　こっち向け！　あと急がなくていいからゆっくり食え、喉のどに詰つまらせ──」

「……んく」

「ほら水、水！　なんだ、水はイヤか!?　ジュースか、オレンジジュースならいいのか!?」

「カイのやつ、思う存分お母さん属性を発揮しておるなぁ」

「ええ、最高に輝かがやいてるわね！」

　一方のクロトはというと、イレースの陰かげに隠かくれるようにしながらも、夢中でクレープをほお張っている。明らかにカイを怖がっていて、その姿が痛ましい。……もしあのまま勇者になってたら、俺、クロトをあんなに怯おびえさせるような人間になってたんだなぁ……。

「で？　イレース。何か思い出せそうか──」

　カイの問いを遮さえぎって、イレースが「そうですわ！」と手を打った。

「カイ・アンバーがクロトに一口食べさせてくれたら、何か思い出すかもしれませんわね！」

「ひょっ!?」

　目をむくクロトを、イレースはにこにことご機き嫌げんで、しかし容よう赦しやなく押し出す。

　カイは思わず半眼になった。

「あのなぁ。それと記き憶おくと、何の関係が……」

「あら、食べさせていただけないんですの？」

　クロトがあわあわと後ずさろうとしているが、イレースはその背中をがっしりガードして逃にがす気はないらしい。

　カイはため息を吐いた。クロトの保護者とも言えるイレースだ、自分が信用に足る人物か見極められているのだろう。ここは素す直なおに従っておくに限る。

「ほれ、クロト」

「いッ!?　いいいいらねぇよッ！」

「いいから食えよ。こっち側ならまだ口つけてねぇから」

　クロトはそれでも抵てい抗こうしていたが、やがて観念したように俯うつむき、

「ん……」

　目元を染めながらも、うっすらと口を開く。濡ぬれた瞳ひとみは恥はずかしそうに伏ふせられ、細いまつげがふるふると震ふるえている。艶つやめく唇くちびるから赤い舌がのぞき、小こ粒つぶな歯の白さがいっそう映はえて──……あ、あれ……？　なんかこれ、クロトのやつ……すごい色っぽくね……？

　などというよこしまな思念にさらわれかけて、カイは慌あわてて首を振ふった。こんなこと考えてたら、イレースにどんないちゃもん付けられるか分かったもんじゃねぇ！

　必死で煩ぼん悩のうを追い払はらいながら、黄金色の生き地じをくわえさせる。

「…………」

　クロトが意を決したようにはむっと噛かみ付いたのを確かめてクレープを引くと、噛み切れなかったのか、スライスしたいちごのしっぽがちょっぴりはみ出た。

　何気なく親指でくいと押し込んでやる。親指にふにっと柔らかな感かん触しよくが触ふれた。

「!?」

　途と端たん、クロトが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らった鳩はとのような顔でカイを見つめ、その頬ほおがみるみる赤みを増したかと思うと、ついにはパッと俯いてしまった。

　カイは一いつ瞬しゆん何が起こったのかと眉まゆをひそめ──
















「あっ！　い、いや、悪い！　今のは……！」

　慌ててぶんぶんと手を振り回す。しまった、ついリンの感覚でぇぇぇ……っ！　ってかその反応、こっちも恥ずかしくなるんだけど……っ!?

　イレースは互たがいに慌てふためく二人の様子を満足そうに見守っていたかと思うと、

「さあ、カイ・アンバー。お返しに、クロトも一口くれるそうですわ？」

「ひょっ!?」

　今度ばかりはカイも「なっ!?」と呻うめいた。

「い、いやいやいや、俺はいいから！」

「遠えん慮りよすることはございませんわ？　ほら、クロト？」

　イレースに促うながされて、クロトは親の仇かたきでも睨にらみ付けるような形相で、ぷるぷるとクレープを差し出す。

「く、口開けろよ……っ！」

　こいつ、噛み付かれるとでも思ってんのか……。なんだか近所の飼い犬にエサをあげる子どもとその母親のようだった。

「あ、あー……」

　カイがおとなしく口を開くと、クロトは一瞬びくりと肩かたをすくませたが、きつく目を閉じて、親の仇とばかりにクレープを詰め込んできた。

「え、えい！」

「もがっ!?」

　なおもぐいぐいと押し付けてくる手を必死で押し返しつつ、口いっぱいに詰め込まれた生地を食いちぎる。

「っげほ！　いきなり突つっ込む奴があるかっ！」

「うううううるせーなっ！　誰だれがそんなに食っていいって言ったんだよ!?」

「いやお前が突っ込んだんだろうが！」

　と喚わめきつつ八つ当たり気味に自分のクレープにかぶりつこうとして、ふと手が止まった。あれ？　よく考えたら、これって間接キス……？

　見ればクロトもカイの食べかけのクレープを片手に激しくうろたえていた。

「……な、何意識してんだよ！」

　そう挑ちよう発はつしつつ思いっきりかぶりついてみせると、クロトがボッ！　と赤くなった。

「っ、だ、誰が意識なんかするかよっ!?　バカじゃねーのっ!?」

　負けじとほお張っては、なおさらボボボボッ！　と赤くなっている。そんなクロトを、イレースがにこにこと嬉うれしそうに見み詰つめていた。

「ずるいわカイ、代わりなさいよ！　私もクロちゃんといちゃいちゃしたいっ！」

「いっ、いちゃいちゃとか、そんなんじゃねぇから！」

　無む性しようにいたたまれなくて、カイは残りを早々に平らげてしまった。何なんだよこれ、すげぇ恥ずかしい！　イレースの奴、本当にクレープと記憶と関係あるんだろうな!?

　トルテがまるで大きなクルミに手こずるリスのようにちまちまとクレープを食べ終えるのを待って、イレースがにっこりとカイに微笑ほほえみかけた。

「ふぅ、ごちそうになりました。とてもおいしかったですわ！」

「で、どうだ？　何か思い出したか？」

　半眼で問うカイに、イレースは小首を傾かしげ、

「何のことでしょう？」

「くっそぉおお、やっぱり騙だましやがったな!?　これまでのくだりは何だったんだよ!?」

「ああっ、カイ・アンバーが鼻からメロンソーダを飲んでくれたら思い出すかもしれませんわっ！」

「だから嘘うそなんだろ、なあ!?　そうやってオレを道どう化けにするつもりなんだろ!?」

「では全ぜん裸らで逆立ちしながら『俺は救いようのない変態です！』と絶ぜつ叫きようしてくださったら思い出すかもしれませんわーっ！」

「本当だな!?　本当だな!?　ここでやるぞ!?　一皮むけちまうぞ!?」

「カイ、落ちつくのよ！」

　ニーナに羽は交がい絞じめにされるカイを眺ながめて、イレースが「けれど、そうですね」と微笑んだ。

「あなたが見かけによらず相当なお人よしであることと、思ったよりも人間味があること……そして本当にクロトと仲良くなりたいと願っていることは伝わってきました」

「！　じゃあ……！」

「少しだけ、信用してもいいですわ。少しだけですよ？」

　イレースが半歩横にずれて、怯えと警けい戒かいを半々に浮うかべたクロトが現れた。

　ようやく関門突とつ破ぱってわけか！　さあ、ここからが腕うでの見せ所だ！

　用心深い猫ねこのように髪かみを逆立てているクロトと向き合って、カイは大きく深呼吸する。

「なぁクロト、お前は忘れちまったかもしれねぇな……だが、俺ははっきり覚えてるぜ──お前の恥ずかしい姿の数々をなッ！」

「なっ!?　何の話だよ!?」

「水着姿にメイド姿、女子の制服も似合ってたし、この間のドレスは正直たまらなかった！」

「そ!?　そそそそそそんなん知らねーよっ！　だいたいオレは男だし、そんな格好するわけねーじゃねーかっ！　何なんだお前っ!?」

　取り乱すクロトの鼻先に、カイは紙かみ袋ぶくろから取り出した、香こうばしいにおいを立てる包みをぶら下げた。

「『ふらい☆パン』店の絶品メロンパン。お前の好物だよな？」

「！」

「ごめんな。今まで無視してたわけじゃねぇんだ、たぶん……勇者になって、周りを見る余よ裕ゆうがなかっただけで……俺の無神経さでお前を傷付けて、本当にすまなかった」

　声を失うクロトの手にメロンパンを押し付けながら、カイは必死に語りかける。

「でも、俺はもう知ってんだよ。お前が誰より努力してることも、負けず嫌ぎらいで意地っ張りだけど本当は甘えたがりなことも！　お前が男装してる理由も、けど好きな奴やつのためにマフィン作りやダンスの練習を人一倍がんばるような、誰よりも女の子らしいところも！」

「っ!?　カイ・アンバー……お前、オレが女だって気付いて……!?」

「ああ、そうさクロト……！」

　カイは胸に手を当て、涙なみだながらに訴うつたえる。

「これまでお前を傷付けた分、俺は何だってしてやる！　本当の世界の俺がお前にしたように……そう、休日には高級レストランに誘さそって、夜は切ないワルツに身を任せて踊おどり、もちろんその小さな足がつまずかないよう常にエスコートしてやるし、夜はホテルの最上階でめいっぱい甘やかしてやるさ！　だから思い出せよ、本当の俺のことをッ！」

「ちょっと待って、私の知ってるあんたはそんなキャラじゃなかったわよ!?」

「カイ、お前ちょっと自分に酔よいすぎているぞ！　一度自分を見直せ！」

　ニーナとジルが何やら喚いているが、クロトにはてきめんだった。

「うっ……頭が、痛いてぇ……！　何か思い出しそうな……！」

「クロちゃん、だまされちゃダメよ!?」

「よしもう一息だ！　思い出せクロト！」

　しかしクロトは押し寄せる記き憶おくと戦っているのか、「違ちがう、違う……！」と叫さけんでかぶりを振る。

「オレが……オレが知ってるカイ・アンバーは、もっと強くて、優やさしくてッ……まばゆい後光がさしてて、ひとたび口を開けばその甘さに氷河の氷さえも解け、触れたものがすべて金になって、当然背中には天使のごとき翼つばさが生えてる、そんな男のハズなんだ……ッ！」

「ちょっと待て、お前の中で俺のイメージどうなってんの!?」

　と、横から伸のびてきた手に腕を掴つかまれ、カイは引きずられるようにして走り出していた。

「ニーナ!?　いったいどこに……！」

「こうなったら、クロトちゃんの理想通りになるしかないわ！」

「ああ!?　あいつの理想って後光とかさしてんだろ!?　嫌いやだよ、俺どうなっちゃうの!?」

「体育祭で、クロちゃんの大体の嗜し好こうは分かってるわ！　急いでそろえるわよ！」




　果たして数十分後。

　町中を駆かけずり回ったカイたちは、満を持じして再びクロトの前に姿を現した。

「クロト……」

「カイ・アンバー!?　お前、その格好……!?」

　カイの姿を見て、クロトが目を丸くする。自らを抱だきしめるように斜ななめに立ったカイが纏まとっているのは、ぴっちりした黒いジャケットに破れたジーンズ、重量級のシルバーアクセサリーに、意味のないベルトの数々。無む駄だに存在感のある太いチェーン。足元は黒く尖とがったブーツに覆おおわれ、手には指ぬきグローブ、そして背中に生えた純白の翼──！

「エレガントに舞まい、クレイジーに酔う！　神に愛されし堕だ天使は、惚ほれた女のために漆しつ黒こくをまとう！」

　カイは次々とエキセントリックなポーズを決めながら堕天使の詩うたを謳うたい上げると、とどめに人差し指をズキュゥゥウウン！　とクロトに突き付け、

「クレバーに、俺に抱かれなッ！」

　その背後から、黒くろ子こに身をやつしたジルが眩まばゆいフラッシュライトを当てる。

　渾こん身しんの決め顔で後光を背負っているカイを、イレースとニーナが遠巻きにしていた。

「……なんですの、あれは」

「クロちゃんの理想のカイのはずなんだけど……正直やりすぎたかなって反省してるわ」

　しかし──

　カイを映すクロトの目に、みるみる涙が盛り上がった。

「か、カイ・アンバー……!?　オレ、どうして忘れて……!?」

「クロト、お前……思い出したのか……っ！」

　手を取り合い、涙にむせぶ堕天使とクロト。

「クロちゃんの中で、カイのイメージって本当にどうなってるのかしら」

「美化されすぎているきらいがあるな」

「美化って言うのでしょうか、あれは」

　イレースはちょっと引き気味にそう呟つぶやくとクロトに歩み寄って、そっと顔を覗のぞき込んだ。

「クロト、一体どういうことなのです？　この顔面凶きよう器きの鈍どん感かん冷血鬼き畜ちく勇者が、あなたに何か良からぬ幻げん術じゆつでも掛かけたのですか？　エロ同人のように？」

「だからお前は俺をどういう目で見てんだよ!?」

「ち、ちげーんだ！　こいつは勇者じゃなくて、本当は伝でん記き士で……！　なんでこんなことになってるか知らねーけど、とにかく悪いヤツじゃねーんだ！」

「クロト……」

　思わず涙ぐむ堕天使カイの全身を、イレースがしげしげと眺め渡わたす。……あの、イレースさん、そんな冷静な目で見ないでほしいです……うっかり我に返っちゃうから……改めて恥はずかしくなってきちゃうから……。──と、

「……どうやら私たちの記憶が改ざんされているというあなたの主張、あながち間違いとも言い切れないようですわね」

「！」

「それにクロトのためにそこまでしてくれるなんて……。冷血にして鬼畜、人の心もなければ余裕もおもしろみもない、畜ちく生しようにももとるつまらない男だと思っておりましたが──」

「この世界の俺の嫌きらわれっぷりハンパねぇ！」

　イレースは小さく息を吐はくと、はしばみ色の目を柔やわらかく細めて微笑んだ。

「……少しだけ、見直しましたわ」

「……イレース……」

「失礼しましたッス、カイさん。クロトのこと無視してばっかりだから、てっきり嫌なヤツだと……でも、実はすっごいおもしろいヒトだったんスねっ！」

　フィフィが宝石のごとく目を輝かがやかせながらぐいぐいと身を寄せ、トルテも「……ごめんね」と呟きながら、カイが背負った羽根をしきりと撫なでている。

　良かった、どうにか和解できたようだ。パーティーの中心であるクロトが記憶を取り戻もどした以上は、彼女たちが元に戻るのも時間の問題だろう。

　カイはひとまず胸を撫で下ろし──ふと顔を上げた。

「そうだクロト、リンがどこにいるか知らねぇか？」

　しかし意外なことに、先に反応を示したのはイレースだった。

「リンとは、あの勇者課程のリン・アルクスですか？」

「あの？」

「え、ええ……学園始まって以来の変わり者、史上初めて『翼よく獅じ子し』からなまくら剣けんを引き抜ぬいた、どうしようもない劣れつ等とう生という噂うわさですが……」

　戸と惑まどうイレースの隣となりで、クロトが言いづらそうに口を開く。

「あいつ、一人なんだ」

「一人？　どういう意味だ？　パーティーとかは……」

「組んでない。分かるだろ？　リン・アルクスのやつ、魔ま物ものを殺せねぇんだ。そのうえ相変わらず、勇者王になるだなんてよく分からねーこと言ってるしさ……」

「…………」

「あいつ、たぶんお前が知ってる以上に孤こ立りつしてるぜ」

　声を失うカイを、イレースが控ひかえめに覗き込む。

「カイ・アンバー。リン・アルクスとどのようなご関係なのです？」

「……俺の幼おさな馴な染じみなんだ」

「まあ、そうでしたの……」

　イレースは本当に意外そうにしている。この世界では、自分とリンはほとんど接点がないらしい。あいつ、一人ぼっちなのか……同じ勇者課程だってのにな……。

　カイは俯うつむき、そして拳こぶしを握にぎりしめた。ここは俺が迎むかえに行ってやらねぇと！

「クロト、お前の仲間に元の世界のことを説明して、本来の記憶を思い出させてやってくれ！　俺はまだやらなきゃならねぇことがあるんだ！」

「ああ。何が起こってるのかは分からねーけど……また大変なことに巻き込まれてるみてーだな」

　クロトは不敵に、そして頼たのもしく笑ってみせてくれた。

「ここはオレに任せて、お前はお前のことをしろよ！」

「ああ、恩に着る！」

　立ち去りかけて、ふと思う。そういや、こいつらとは出会ってけっこう経たつのに、一いつ緒しよにどこかに行ったりすることなかったな……。世界が元に戻ったら、またクレープにでも誘ってみるか。

　カイはクロト一行と手を振ふって別れると、ニーナとジルに頷うなずきかけた。

「次はいよいよリンだな！　まずは学園から当たってみるぞ！」

「ええ！」

　カイは翼を翻ひるがえし、町並みの向こうにひときわ高くそびえる校舎へと走り始める。

「さあ行こう！　時空のくびきにとらわれしリンの元に、今、漆黒の天使が降臨するぜッ！」

「待って、カイ！　先に制服に着き替がえたほうがいいわ、あなた自分を見失いかけてる！」










　学園に向かった三人は、校門の前で、今まさに学校を出ようとしているリンと遭そう遇ぐうした。

「リン！」

「？」

　きょとんと首を傾かしげたリンが、カイの姿を認めてぱっと顔を輝かせ、

「カイっ！」

　子犬のごとく一目散に駆け寄るなり、ぺたぺたぺた！　とカイの全身を撫でまわす。

「わあ、カイだ！　カイだカイだカイだ！　すごい、カイだ！　サインください！」

「ちょっ、えっ、何でそんなテンション高たけぇの!?　学校で毎日会ってるんじゃねぇの!?」

「わぁぁ～、本当に久しぶりだねっ！」

　その笑え顔がおがあまりにも嬉うれしそうで、カイの胸がちくりと痛んだ。この世界の俺は、本当にリンと関かかわってねぇんだな……同じ課程なのに……。

　いや、今は感傷に浸ひたってる場合じゃねぇ！

「そ、それよりリン、お前時空時計を持ってねぇか!?」

「じくうどけい？？？　それなぁに？」

　だめだ、やっぱり先に記き憶おくを取り戻させるしかないみたいだな……！

　カイは口を開きかけて、リンがやけに大きな荷物を背負っているのに気がついた。

「お前、どこに行くつもりなんだ？　その荷物は……」

「あっ、ええと、えっと、その……ほ、補習だよっ！　学年末テストで赤点取っちゃったから、補習でクエストすることになったんだ、えへへ～！」

　補習でクエスト？　そんなん初めて聞いたが……こいつ一人で行くつもりなのか……？

　怪け訝げんに眺ながめ渡していた視線が、ふとリンが手にしている用紙に吸い寄せられた。

「何だ、それ。クエストの要よう項こうか？　『魔物討とう伐ばつに関する──』」

「あっ、な、何でもないよー！」

　リンは慌あわててその紙をポケットにねじ込む。

「それよりカイ、すごいねっ！　学年末テスト、また一番だったんでしょ!?　やっぱりカイは私の自じ慢まんの幼馴染だよ～！」

「あ、ああ……なあリン、そんなことより、こいつらを知らねぇか!?」

　カイのうしろにいるニーナとジルを見て、リンはきょとんと首を傾げる。

「だぁれ？　カイの新しい仲間？」

「！　くそ、やっぱり覚えてねぇのか……！」

「こうなったら、私がペロペロするしかないわね！」

「やめろニーナ、無用なトラウマを植え付けるだけだ！」

　必死にディフェンスするカイの横をすり抜けて、リンはニーナとジルに駆かけ寄っていく。

「初めまして、私は勇者リンだよ！　カイの幼馴染です！」

「こんにちは、花屋のニーナよ」

「遊び人のジルだ！」

「わあ、お花屋さんと遊び人!?　一緒に冒ぼう険けんしたら、すっごく楽しそう！」

「……！」

　違ちがうんだ、リン……そいつらはもうお前の仲間なんだよ……！　カイは言い知れないはがゆさに唇くちびるを噛かみしめ──しかし、ニーナはリンに目線を合わせると、優やさしく目を細めた。

「ふふ、リンは覚えてないかしら？　私たちのこと、あなたが仲間に誘さそってくれたのよ？」

「えっ？」

　リンは不思議そうに目を丸くしている。

　カイは慌てて己おのれを奮ふるい立たせると、身を乗り出した。

「そう、そうなんだリン、俺たちはもう仲間なんだ！　俺はお前の伝記士なんだよ！」

「えっ!?　カイが私の伝記士!?」

　刹せつ那な、リンの目が星をちりばめたように輝き──けれどすぐに、「ううん」と首を振る。

「カイは勇者だよ！　課程振り分け試験で剣を引き抜いて、とっても喜んでたじゃない！」

　リンはまるで自分のことのように、誇ほこらしげな笑みを浮うかべている。

　言葉に詰つまるカイの袖そでを、ニーナが引いた。

「カイ、もっと他ほかに手がかりになるような出来事はないの!?　小さい頃ころの記憶とか……！」

「そ、そりゃ幼馴染だから、一緒に寝ねたりとかはしょっちゅうあったけど……！」

「そう、もぐわ！」

「何でだよ!?」

　だがそうか、小さい頃の思い出か……！　渾こん身しんの力で股こ間かんを狙ねらってくるニーナの手を死にもの狂いで押さえながら、カイは頭を巡めぐらせ──

「リン、これを見ろ！」

　吠ほえるが早いか、自分の制服のベルトを抜き放った。さらにズボンに手をかける！

「えっ？　えっ？　ひゃああああああ!?　カイ、脱ぬぐの!?　なんで脱ぐの!?」

「昔一緒に風ふ呂ろに入ったろ！　忘れたとは言わせねぇぜ、この右の腰こし骨ぼねの上のホクロ──」

　目を覆おおうリンの前で、カイは下着ごと思い切り降ろし──！

「誰だれがいきなり下半身見せつけろって言ったのよ!?」

「あっ、[image: う゛][image: ん゛]!?」

　勢いよく下げようとしたズボンを思いっきり上げられて、危あやういところで未み遂すいに終わる。

「おいカイ、脱ぎ芸は譲ゆずらんぞ！　最近お前、俺のお鉢はちを奪うばいに来てないか!?」

「あんた頭冷やしなさいよ！　最低にも程ほどがあるわよ!?」

「ごめん、心から反省してる……！　本当に悪かった、ちょっとテンパった……！」

　ニーナに口から内臓が出るほどきつくベルトを締しめられながら、カイは平謝りに謝った。

　リンは真っ赤になって両目を押さえているばかりで、何か思い出した様子はない。くっそ、だめか！　もっとインパクトのあるもの……こうなったらこいつらに頼むしかねぇ！

　カイは肩かた越ごしに仲間を振り返り、声を張った。

「ジル、見せてやれ！　本物の脱ぎ芸ってやつをッ！」

　しかしジルは表情をそよとも動かさず手を上げ、

「悪いが、少し風か邪ぜ気ぎ味みでな」

「お前ってば何で肝かん心じんな時にそういうことするの!?　季節の変わり目なんだからちゃんとあったかくして寝なさいよ！　そしてバカは風邪引かないっていうセオリーを守れよ！」

　あえなく玉ぎよく砕さいして、カイは矛ほこ先さきを変えた。

「ニーナ、ソノダさんを召しよう喚かんだ！」

　カイの叫さけびに、しかしニーナは辛つらそうに首を振る。

「私、決めたのよ……もうソノダさんには頼たよらないって……！」

「お前とソノダさんの間に何があったの!?」

「ソノダさんは今人生の崖がけっぷちなのよ！　こっちの都合で振り回しちゃかわいそうでしょうが!?」

「あれだけぼんぼこ召喚しといて!?」

「たいした能力もないのに食費ばかりかさむおっさんを無む駄だに増ぞう殖しよくさせられたソノダさんちの苦しい家計事情が、あなたに分かるの!?」

「ごめんなさい！　俺がやったんじゃないけどごめんなさい！」

　リンはというと、見知らぬ二人組とカイの間で繰くり広げられるやりとりが新しん鮮せんなのか、ふんふんと鼻息を荒あらくしながら楽しげに見守っている。

　くそ、記憶を取り戻もどさせるどころか、これじゃあただの愉ゆ快かいな人たちだ！

　と、そんなリンを見つめていたニーナがふと口を開いた。

「ねえカイ、私、すごいことに気がついたわ！」

「どうしたニーナ！」

「リンは私たちの記憶を完全に失った状態──つまりリンは今、生まれたままの姿ということよ！」

「それはちょっと語ご弊へいがある！　それじゃあ素すっ裸ぱだかって意味になっちゃうよ!?」

　全身全ぜん霊れいで警告するカイをよそに、ニーナは「ふふふ」と不ふ穏おんな笑みを漏もらす。

「こうなったら語って聞かせるしかないようね！　私たちのＫＩＺＵＮＡエピソードを！」

「絆きずなエピソード？」

　眉まゆをひそめたものの、カイは内心で納なつ得とくしていた。確かにまあ、これまでの冒険を総ざらいして話して聞かせるのが手っ取り早いか……！

「いい？　よく聞いて、リン」

　ニーナはリンの肩にふわりと手を置き、

「私とあなたはね───恋こい人びと同士だったのよ！」

「何が絆だ、思いっきりねつ造じゃねぇか！」

「ほええ!?」と目を白黒しているリンに、ニーナはさらに畳たたみ掛かける。

「けれど周囲の目は冷たく、障害は多いわ！　ああ、いっそアバンチュールしてしまいたい！　同性婚こんが法的に認められている、どこか遠い国に！」

「ねつ造エピソードにそのリアルな葛かつ藤とう要いる!?」

「そしてついに私たちは、手と手を取り合って駆け落ちしたの！」

「ないことないこと吹ふきこまないで！」

「けれど世間は私たちの幸せを許してはくれなかった！　逃にげる私たち！　迫せまる追手！　その時──あなたの能力が覚かく醒せいしたのよ！」

「超ちよう展開！」

　リンは愕がく然ぜんと両手を見下ろし、

「じゃ、じゃあ……このチカラは……その時に……──!?」

「どのチカラだよ!?」

「肝心な時に限って靴くつひもがほどけるという、このチカラが……!?」

「それはある意味お前の実力だ！　あっさり流されんな！」

「じゃあ私たちは、このチカラのおかげで追手から逃げ切ることができたんだね!?」

　すっかり引き込まれてしまっているリンに、ニーナは微笑ほほえみを浮かべつつ頷うなずいた。

「そう、こうして私とあなたは無事に結ばれたの！」

「じゃあカイは!?　カイとニーナさんの関係は何なの!?」

　身を乗り出すリンに、ニーナはひとつ頷き、

「カイは私の奴ど隷れいよ！」

「記憶にございませんが！」

「そんな！　あの時約束してくれたじゃない、一生私の傍そばにいることを誓ちかうって！　私が気が向いたときにパンをつくっては数年単位で倉庫にしまわれて、時々思い出したように引っ張り出されてはまたすぐに埃ほこりをかぶってくれるって！」

「それただの家ホ庭ー用ムパベンー焼カきリ窯ーだよ！　買ったはいいけどすぐ飽あきられちゃう哀かなしき定めだよ！」

「そう、しょせんあなたは私にとって都合のいい存在ということよ！」

「開き直ったな！」

「じゃあ視点を変えましょう。そうね、私たちの関係をダムで譬たとえると……難しいわ！」

「なんでダムで譬えようとした!?」

「はあ、さっきからピーチクパーチクうるさいわね。この分じゃとてもいいホームベーカリーにはなれなさそうだわ」

「なるつもりもないからね！」

「知らなかった、カイはホームベーカリーだったんだ……！」

「お前も納得するな！　目から鱗うろこみたいな顔をするな！」

　愕然と目を見開いていたリンは、バッ！　とジルを振ふり返る。

「じゃあ、おじさんはカイとどんな関係なの!?」

「ふむ、俺とこいつの関係か！　それはもう日ひ頃ごろからツッコんだりツッコまれたり……！」

「ちょっと待て、その言い方は大いに誤解を招く！」

「それはいかん！　ならば俺たちの出会いから語ってやらねばなるまいな！　そう、あれは俺が気け高だかき企き業ぎよう戦せん士しだった時のこと……！」

「嘘うそを吹きこむのも大たい概がいにしろよ!?」

「何が嘘なものか！　昼となく夜となく身を粉こにして会社のために戦う、それが俺の真の姿！」

「知るか！　お前の都合のいい妄想サクセスストーリーはよそで語れ！」

「得意技わざは、何に使うか分からない書類の量産、趣しゆ味みはそれらのシュレッダーだ！」

「明らかに窓まど際ぎわ族ぞくじゃねぇか！」

「趣味が高じて、もはや俺自身が歩く書類裁断機シユレツダーだといっても過言ではない！」

「過言だよ！」

「そんな時、生けるホームベーカリーと化していたこいつと意気投合してな！」

「奇き跡せきの共演！」

「こうして相棒となったわけさ！」

「俺お前のこと相棒だと思ったこと一度もないんだけど！」

「こうして愛棒となったわけさ！」

「言い直すな！　なんでわざわざ卑ひ猥わいな感じにしたの!?」

「何が卑猥だ、卑猥と思うお前の心が卑猥なのだ！」

「ごもっとも！」

「とまあこのように、毎日のようにツッコんだりツッコまれたり！」

「お前わざとやってんだろ!?」

　カイは怒ど濤とうのツッコミ疲づかれでぜいぜいと息を切らした。リンの記き憶おくがないのをいいことに好き勝手吹きこみやがって、こいつらやりたい放題だな……！

　と、リンの震ふるえる声が漏れ出す。

「カイ、私、分かったよ……！」

「えっ、今ので何が!?　何が分かっちゃったの!?」

　リンは翡ひ翠すい色の目をいっぱいに見開き、

「つまり三人は……お笑いトリオだってことだね!?」

「うん、そう思われても仕方ないね！」

「すごいよ、感動した！　私のコスモでエントロピーとインキュベーターが渾こん然ぜん一体となってわきあがり、最終的に涙なみだがちょちょ切れた！」

「何言ってるかよく分からないけどとりあえずお前の涙安やつすいなぁ！」

「ねぇお願い！　私とも契けい約やくして、お笑いカルテットになってよ！」

「その誘さそい方、絶望の未来しか見えない！」

　ニーナが愕然と呟つぶやく。

「しまったわ！　私たちの絆を説とくつもりが、まさかコントだと思われてしまうなんて！　私たちはもしかして、とんでもない過あやまちを犯おかしたのかもしれない……！」

「気付くの遅ぇよ！」

「こうなったら最終手段に出るしかないようね！」

「最終手段？」

「ええ！」ニーナの鋭するどい目付きにギロリと射すくめられて、カイは後ずさった。

「かくなる上は──」




　数十分後、カイは正座でリンと向かい合っていた──宿屋の、同じベッドの上で。

　いやいやいや待て待て待て！

「どう考えてもおかしいだろぉぉぉぉ……！」

　カイは膝ひざに突つっ張った手にじわりと汗あせがにじむのを感じながら、先ほどのニーナとのやりとりを反はん芻すうする。

『こうなったらカイ、リンと二人きりになりなさいよ！』

『は……？』

『あんたが一番、リンを元に戻せる可能性があるでしょ。幼おさな馴な染じみ同士水入らずで、ゆっくり説得してみなさい』

『ニーナ……』

『た、ただし、可愛かわいいリンに変なことしたら許さないんだからねっ！』

　だからってどうして宿屋なんですかねニーナさん……！

　向かいのリンはというと、同じように正座して、真っ赤な顔でシーツに目を落としたまま硬こう直ちよくしている。

　いやこれ絶対チェックアウトの時、宿屋の主人に『ゆうべはお楽しみでしたね』みたいなゲス顔されるよ！　まあ夜じゃないけれどもね！　いっそ昼間から宿屋にいるというのは余計に後ろめたいというか、やましいことをしている気分にさせられる。きれいに机に置いた二対ついのプレートメイルがまたいかにもという感じがして、外してしまったことを今さらながら後こう悔かいしていた。

　……でも、とカイは、うつむいたまま赤い顔いっぱいに「？　？　??」と疑ぎ問もん符ふを浮うかべているリンを見み遣やった。最近は休日もずっと四人でつるんでたからな……。二人っきりのこの状じよう況きようは、どこか新鮮な気もする。この時間軸じくのリンにしてみれば、俺と話すこと自体が久々なのだろうし……。

　と、もじもじとスカートをいじっていたリンが、ふと申し訳なさそうに口を開いた。

「えっと、私、そろそろ行かなきゃ……」

「あ、ああ、補習のクエストか……どんな内容なんだ？」

「えっ!?　ええっと、えっとね、ぜんぜん大したことないんだけど、その……っ！」

　カイはベッドの下に置いてある大荷物に目をやった。ずいぶん重そうだ。そういえばこいつ、俺なしでちゃんと勇者としてやっていけてんのかな……？

「……荷造りチェックしてやるから、見せてみ？」

「！」

　リンは驚おどろいたように顔を上げ、それから嬉うれしそうに「うんっ！」と頷いた。

　飼い主にガラクタを自じ慢まんする犬のように、喜び勇んで荷物を引っぱり上げる。

「あのね、あのね、何を持っていけばいいか分からなかったからね、たくさん悩なやんで選んだんだよ！」

「うんうん」

「まずこれ！　カニの爪つめ！」

「いきなりいらなさそうなの出てきた！」

「強そうだったから！」

「ちょっと分かるけど勇者の装備がカニの爪って！」

「それとカニフォーク！」

「カニほじる奴やつ!?」

「強そうだったから！」

「ちょっと分かるけど勇者の装備がカニフォークって！　っつーかカニ食う気満々じゃん！　むしろカニ食う気しかないじゃん！」

「そんなことないよ！　ほらほら、じゃじゃーん！　シャベル！」

「重っ！　まさかこれも装備する気か!?」

「違ちがうよ、いつ死んでもいいように！」

「まさかの墓穴用！」

「あとこれ、大陸魔ま物もの図ず鑑かん！」

「これはまだまともそうな──」

「鈍どん器きになるよ！」

「ならねぇよ！　それより薬とかは!?」

「薬草！　塗ぬり薬！　風か邪ぜ薬！　胃腸薬！」

「薬ばっかり充じゆう実じつしすぎだろ！　お前薬くす師しにでもなるつもりなの!?」

　次から次へと飛びだしてくるトンデモ荷物の数々に、カイは頭を抱かかえた。

「おいコレ八割方必要ねぇだろ、お前今まで何習ってきたんだよ!?」

　そういえばこいつ、夏休み──初めての冒ぼう険けんに出る時も、虫取り網あみやら釣つり竿ざおやら浮き輪やらバナナやら、いらねぇモンばっかり持って行こうとしてたな！

「でも、いつ何が起こるか分からないから……」

　不安げなリンを見て、カイはため息を吐ついた。

「何持っていけば分からないなら俺に聞けよ。同じ勇者課程だろ？」

「……うん、でもカイはいつも忙いそがしそうだし、たくさんの人に囲まれてるから……」

　リンの寂さびしそうな笑え顔がおに再び胸に痛みが走って、声を失う。……俺、そんなに余よ裕ゆうねぇのかよ……自分の幼馴染がこんな心細い思いをしてることすら気付かないくらいに……？

　自分の不ふ甲が斐いなさに怒いかりすら込こみ上げてきて、前まえ髪がみをくしゃくしゃと掻かき回す。

　いくら勇者になったって……そんなの、なんつーか……すげー格好わりぃ……。

「……リン、これからは俺を頼たよれよ。いつでもいいから」

「本当!?」

「ああ。……俺さ、これまでは冷たく当たってたかもしんねぇけど……今日は……その……今日からは、何でも言うこと聞いてやるからさ」

「えっ!?」

　どこか陰かげのあったリンの顔がみるみる輝かがやいた。ベッドに手をついて身を乗り出す。

「いいの!?」

「ああ」

「じゃあ、じゃあ私ね、カイと一いつ緒しよにしたいこと、いっぱいあるっ！」

「ん。言ってみ？」

「えっと、えっとえっと、コードレスバンジージャンプ！」

「それただの心中じゃね!?」

「あとは、えっとね、えっと、いちょう坂に新しくできたカフェに行ってみたいよ！　あと、新しい防具を選んでほしいの！　それと一緒にクレープ食べたい！　公園広場に来てるっていう移動遊園地にも行きたい！　それにね、それに──」

　リンが語る夢の数々は、本当に取るに足らないお願いばかりで──カイは膝の上に載のせた拳こぶしに力を込めた。なんか……寂しい思いさせてごめんな、リン……。いいさ、こうなったらお前のしたいことにとことん付き合ってやる！　なんだかんだで、それがこいつの記憶を取り戻もどさせる、一番の近道になるはずだ──！

「あと、あとねっ……い、一緒に寝ねたいっ！」

「………………えっ」

　え、いま一緒に寝るって言った？　付き合うって、え、何？　そういう意味で？

　そんなよこしまな考えが頭をもたげて、カイはもげるほどに激しく首を振ふった。

　い、いやいやいや！　違うよな！　うん！　ガキの頃ころならまだしも、俺もこいつももういい年だぞ！　思春期舐なめんな！

　と──ぱふん！　と柔やわらかな音がして、リンの姿が消える。

「え……あの……リンさん……？」

　ぎこちなく視線を移すと、耳まで赤くなったリンが、枕まくらに半分顔を埋うめるようにして、ベッドに転がっていた。

「…………」

　そして無言のまま、恥はずかしそうにはにかみながら、ぽふぽふと枕を叩たたく。

「……！」

「…………（ぽふぽふぽふぽふ！）」

　その仕草に誘われるようにして、カイは石のようにガチガチに固まったまま横よこ倒だおしになった。

「こ……こうか……？」

　隣となりに寝転んだカイを上うわ目めに見上げて、リンは嬉しそうに白い歯を見せる。

「えへへ……」

　そして細い指で、行き場を失っているカイの手の甲こうにちょんと触ふれ、

「っ！」

　カイが身を固くしたせいか、慌あわてて引っ込めてしまった。

　い……いやちょっと待って!?　やべぇよ何この状況!?　心臓が張り切り過ぎて今にも破れそうなんですけど！

　脳がスパークしかけて、カイは目を閉じた。いやいや、落ちつけ俺、下手にはしゃいでは童どう貞ていが丸出しになるばかりだ！　どうせリンのことだ、単にベッドが気持ちよさそうだったからとか、お昼寝したいとか、他意はないハズ……！　無心に、無心に──！
















「……くっついてもいい？」

「ど……どうゾォ……？」

　声が上ずりすぎてオカマみたいになった。

　リンはもぞもぞと動くと、小さな動物のように、カイの胸むな板いたにぴったりと寄り添そった。布越ごしに丸いぬくもりが伝わってくる。鎖さ骨こつの辺りに吐と息いきが当たってくすぐったい。

　ええっ……何この小さくて柔らかい生き物……！　俺と全然違ちげぇ……！　ってかなんなのこれは、頭とか撫なでていいの……!?

　カイはありったけの勇気を振り絞しぼると、油切れのブリキ人形のように、リンの小さな頭に手を伸のばした。柔らかな髪かみをぎこちなく梳すくと、さらさらとした感かん触しよくが、指の間を通り抜ぬけていく。

　い、嫌いやがるかな……？　と気を揉もんだのもつかの間、リンはますます赤くなった頬ほおを、すりっと寄せてきた。

「…………！」

　……何コレ!?　えっ、おかしいよな！　リンは気心の知れた幼おさな馴な染じみだし、そういう目で見たこと一度もないし……いやでもこの状じよう況きようで下心持つなってほうが無理だよね!?

　清潔なシーツとリンから立ちのぼる甘いにおいとが鼻び腔こうをくすぐり、カイの心臓がドドドドド！　と地鳴りのようなビートを刻む。

「カイ、あのね……あと……あとね……」

　薄うす桃もも色いろの唇くちびるがためらいがちに小さな声を零こぼして、カイは俄が然ぜん色めきたった。

　ななななんだ!?　これ以上俺に何をして欲しいんだ!?　正直理性パーンッてなる自信があるけど、いいぞ、俺はお前の願いなら何でもするってたった今決めたからなッ!?

　目を血走らせるカイをよそに、リンはぎゅっと目を閉じて、思いきったように叫さけんだ。

「ほ……本を読んでほしいよ！」

「……え？」

　呆あつ気けに取られるカイの服を、リンは控ひかえめにつまんでもじもじと引っぱる。

「このまま本を読んでほしいんだけど……だめ……かな？」

「…………」

　全身の力が抜けると同時に、カイの胸に懐なつかしい風が吹ふき抜けた。

　……そういえば小さい頃は、よくこうやって一緒に寝転がって、本を読んでやった気がする。枕元に散らばった本、柔らかなランプの灯あかり、リンは嬉うれしそうに足をぱたぱたさせながら俺の声に耳を傾かたむけて、でも、そのうちうとうとして……俺は仕方ねーな、なんて言いながら毛布をかけてやるんだけど、結局そのまま二人して眠ねむっちまって……。

　本にまつわるエピソードなんてそれだけで吐き気がするはずなのに、今は不思議と、心が温かくて──

　思おも惑わくに沈しずんでいたカイは、ふとリンが寂しそうに微笑ほほえんでいることに気がついた。

「そうだよね、やっぱりダメだよね」

「い、いや、そういうわけじゃ……！」

「だって、活字アレルギー治ってないんでしょ？　ごめんね、無理言っちゃって」

「……っ」

「それにカイは勇者なんだもん！　もうそんな暇ひまないよね！」

　大好きなお菓か子しを我が慢まんする子どものようなぎこちない笑顔に、胸が締しめ付けられる。

「違う、違うんだよ、リン……俺は……──頼たのむ、本当の俺を思い出してくれ！」

　喉のどまで出かかったその言葉が、なぜか重たい塊かたまりとなって息を塞ふさいだ。

　なくした記憶を思い出すべきなのは、本当にリンなのか？

　そんな迷いを振り切るように、カイはぶんぶんと首を振った。深く俯うつむいて唇を噛かむ。

　この状況がたまらなく悔くやしかった。リンにこんな切なそうな顔をさせている自分が不甲斐なくて……幼馴染の記憶ひとつ引き出してやれない自分が許せなくて……！

「カイ？」

「…………！」

　カイは目に暗い炎ほのおを宿らせ、こきりと指を鳴らした。

　リン……俺は必ず、お前を元に戻してみせる……！

「こうなったら、最後の手段……！」

「ほぇ？」

「ニーナもこの方法で成功した、結局はこいつが一番手っ取り早いってことだ……！」

　首を傾かしげているリンを引き寄せるが早いか、スカートに左手をつっ込む！

「おうるぁぁぁああああああ！」

「ひゃ──ひゃあああああああああああああああああ!?」

「どうだ、リン！　この太ももをなでる手つきに覚えはねぇか!?」

「ひどいよカイっ！　やめてぇ、放してぇ！」

「くっそ、何でだよ!?　何度も触さわっただろうが、思い出せよっ！　それともまだ足りねぇのか!?　こうか!?　それともこうか！」

「ひゃあああああああっ！」

「今は嫌がっててもすぐに俺の手が懐かしくてたまらなくなッ──」

「私のリンに何さらしてくれてんのよこの変態おしべがァァァアアア!!」

「ひでぶッ！」

　脳天に降ってきた渾こん身しんの手刀をまともに食らって、カイはベッドに沈んだ。

　頭を押さえつつ、いつの間にか現れた鬼おにの形相をしたニーナとジルを振り返る。

「お前らいつ入ってきたんだよ!?　さてはずっと聞いてやがったな!?」

「聞いてて良かったわよ！　いきなり襲おそいかかるなんて何考えてんのようらやましいっ！」

「だって仕方ないだろうが!?　俺ができることといったらこれくらいしか──」

「だからって何で努力のベクトルがいちいちセクハラ方面なのよ!?」

「あっ、痛い！　痛い！　待てニーナ、待っ、ねじ切れる！　ご[image: め゛][image: ん゛][image: な゛]ざ[image: い゛]!!」

　リンはスカートの裾すそを直しながら、取っ組み合うニーナとカイを眺ながめて朗ほがらかに笑った。

「カイ、とっても楽しそうだねぇ！　そんな素す敵てきな仲間がいていいなぁ！」

「～～～～っ！」

　カイはその小さな肩かたを掴つかむと、がっくんがっくんと揺ゆさぶった。

「なぁ、本当に覚えてねぇのかよ!?　俺たちあんなに一いつ緒しよに大おお騒さわぎしたじゃねぇか！　夏休みの宿題で竜りゆう王おうと戦ったり、体育祭でクロトと共きよう闘とうしたり、学園祭で七つの球たまを集めたり、王都で王女さまと冒ぼう険けんしたり……！」

「わあ、すごいすごい！」

　カイの心中も知らず、リンはわくわくと聞き入っている。

「っ……頼むよ、あの頃ころのリンに戻もどって、また俺を振ふり回してくれよ……！　おい、お前らも何とか──」

　助けを求めて振り返りかけた頬を小さな手に挟はさまれ、ぐいと引っ張られて、カイは「いってぇ!?」と悲鳴をあげた。

「えへへ、良かったぁ！」

　リンはカイの頬をつまむと、笑みの形にぐに、と広げる。

「ふぃ、ふぃん……？」

「久しぶりに元気なカイが見られて、私、とっても嬉しいよ！　せっかく勇者になれたんだから、もっとたくさん笑っててほしいよー！」

「……あ……」

　その無む邪じや気きな笑顔に、胸を衝つかれる。

「あっ、いけない、今何時!?」

　リンは枕元の時計を確かく認にんして、慌ててベッドから飛び降りる。

「わあ、時間がないよ！　急がなきゃ！」

「お、お前、補習のクエストって、本当に一人で行く気なのか……？」

「うん！　ちょっと不安だったけど、なんだかできそうな気がしてきたよ！」

　リンは「カイが元気をくれたおかげだよ！」と笑うと、ニーナとジルに向かってぴょこんと頭をさげた。

「ニーナさん、ジルさん、これからも、カイをよろしくお願いします！」

　そして、何か言いたげにカイを見上げる。

「カイ……」

　カイは固かた唾ずを吞のんで次の言葉を待ったが、リンはにっこり笑って首を振った。

「ううん、なんでもない！　お話しできて嬉しかったよ！　ありがとう、また会おうね！」

　そのまま荷物を背負うと、立ち尽つくすカイの横を擦すり抜けて部屋を飛び出していく。

　大きな荷物を背負った背中が扉とびらの向こうに消え、カイはずるずるとその場にくずおれた。

「くっそ、何でだよ……どうして思い出さねぇんだよ……！」

　正直甘く見ていた。リンならきっと、俺と会えばすぐに記憶を取り戻してくれると……。それがどうだ、このザマは……！　俺たちの絆きずなってのはそんなもんだったのか!?　それとも他ほかに何か理由があるのか……!?

　打ちひしがれるカイの上に、思いがけない呟つぶやきが降りてくる。

「……でも私、少しだけ嬉しかったわ」

「え……？」

　カイが見上げると、ニーナは肩に掛かかった髪かみを払はらって、唇を綻ほころばせた。

「リンは私たちのことを覚えてなくても、また一いつ緒しよに冒険したいって思ってくれるんだって」

「……そう……だな……」

　カイは拳こぶしに力を込こめた。そうだ……たとえ時間軸じくは違ちがっても、リンはリンなのだ……。

　ジルが険しい顔で顎あごをさする。

「しかし結局、時空時計の行ゆく方えも分からんかったな。他に何か手がかりはないのか？」

　カイが「手がかりっつったって……」と唸うなった時、胸元のひまわりから声が響ひびいた。

「カイにいちゃん！」

「イオ!?」

　ちびっ子魔ま女じよの声はジルとニーナにも届いたらしく、驚おどろいたように辺りを見回している。

「どうした、何か分かったのか！」

「はい！　やっぱり時空時計はカイにいちゃんたちの内の誰だれかの元に転送されたのに間違いないです！　ただもしかしたら、記憶がないままに時計を外して、どこかに置きっぱなしにしてしまっていることもあるかもしれません！　範はん囲いを広げて探してみてください！」

「そうか……！　分かった、引き続き当たってみる！」

「お願いしますです！」

　となると、既すでに記憶を取り戻した俺たちに心当たりがない以上、やっぱりリンの元に転送された可能性が高いな……！

　カイは窓の外、遠くそびえる学生寮りようを睨にらみ付けた。

「こうなったらなりふり構っていられねぇ……！　リンの部屋に忍しのび込むぞ！」








　第四章　元の世界に戻ったら……俺も、本当の夢を追いかけるんだ……！






　数十分後、三人は無事に女子寮りように忍び込んでいた。

　室内は思いのほかきちんと整せい頓とんされている。ベッドやカーテンは淡あわいピンクで統一されていて、いかにも女の子の部屋という感じがした。

「よし、いいか、これで時空時計が見つかれば御おんの字、それでなくとも、リンの記憶を取り戻もどす手がかりが見つかるかもしれねぇ！」

　気心の知れた幼おさな馴な染じみの部屋とはいえ家や捜さがしなど気が引けるが、背に腹は代えられない。

「じゃあ私はタンスをくまなく探してみるわね！　宝の山だわＹａｈｏｏｏｏ！」

「待てニーナ、今ポケットにねじこんだ可愛かわいいフリルの布を元の引き出しに戻すんだ！」

「しっかり見てんじゃないわよ、この変態エロハゲ！」

「下着泥どろ棒ぼうに言われたくねぇよ！　あと言葉に気をつけろ、俺はハゲじゃない（まだ）！」

「お前ら、探すぞ」

　ジルに掴つかまれた頭がミシリと悲鳴をあげて、一行は手がかりの捜そう索さくに取り掛かった。

　しかし捜索を開始して数分、それらしいものは一向に見つからない。

「ねぇなぁ……」

　ベッドに腰こし掛かけて呟つぶやきつつ、枕まくら元もとに鎮ちん座ざしているくたびれたぬいぐるみを手に取る。

「……これ、まだ持ってたのか……」

　物持ちがいいといえば聞こえはいいが、リンはなかなか物を捨てられない性た質ちで、故郷を出て寮に引っ越こしてくる時も荷物が多くて大変だった。見回してみると、懐なつかしいものがいくつも目につく。

　……そういえばあいつ、小さい頃ころからベッドの下に、石だのガラクタだの大事そうに隠かくしてたっけなぁ……。

　カイは何気なく立ち上がると、ベッドの下を覗き込み──そこには、一冊のノートが横たわっていた。

「なんだ、これ……？」

「ずいぶん古いな」

　ニーナとジルが興味深そうに寄ってくる。

　それは何の変へん哲てつもないノートだった。

　表紙にはミミズのような文字がのたくっている。




　　【ゆうしゃおう　リンのでんせつ】




「……勇者王……？」

　心臓がどきんと高鳴る。

　刹せつ那な、カイの胸の奥底に羽根のような記き憶おくが優やさしく触ふれ──波は紋もんのように広がった。

　あれ？　これ……知ってるぞ……？

　震ふるえる手で、表紙を開く。

　そこには拙つたなく、けれど自信にあふれた大きな字で、いくつかの文章が綴つづってあった。不思議なことに、全すべてのページが一度破れ、そしてひどく不器用に貼はりなおされた跡あとがある。

「ふむ、子どもの字だな」

「リンが書いたのかしら？」

「いや、これは……」

　からからに干ひ上あがった喉のどから押し出した自分の声は、ひどく掠かすれていた。

「……俺の、字だ……」

　そう口に出した瞬しゆん間かん、透すき通った水のように、記憶が流れ込んでくる。

　そうだ……いつだったか、リンが、村のいじめっ子たちから魔物の子どもを保護したことがあった。

　確か小さなヒナだった。少年たちに捕つかまっていたのをリンが守って、けれど魔物をかばうなんて変な奴やつだとバカにされて、ひどく落ち込んでいて……それで……──

　幼い自分の声が、遠く、耳に蘇よみがえる。




『リン……じゃあお前さ、勇者になれよっ！』

『勇者に……？』

『ああ！　それも、ただの勇者じゃないぞ、勇者王リンだ！　魔物と仲良くする、世界で一人だけの勇者だ！』

『勇者王……！』

『そんで、俺がお前の伝でん記きを書いてやるよ！』

『ほ、ほんと!?』

『ああ、約束だ！』




　どくん、と鼓こ動どうが跳はねる。

　──約束だ。

　確かに俺は、そう言ったのだ。

「…………」

　遠い昔に手放した記憶が、少しずつ染しみ込んでくる。

　そうだ……俺、が……──リンが勇者を目指したのは、俺の……！

　込こみ上げようとする声を必死に吞のみこみながら、覚えたての拙い文字を追う。





　【リンは、まものとなかよくくらせるせかいをつくるために、ゆうしゃおうになることを決めました。

　　ゆうしゃおうリンと、でんきしカイは、ぼうけんのたびにでることにしました！】






『わ、私ね、カイといっぱい冒ぼう険けんしたい！　それで、人間と魔物さんが仲良く暮らせる世界をつくりたい！』

『じゃあ、仲間が必要だな！』

『うん！　ひとりは女の子がいいな！　お花が大好きな優しい女の子で、手品みたいに、おもしろいものをたくさん出してくれるの！』

『なら花屋がいいな！　きれいなおねーさんだともっといい！』





　【ひとりめのなかまは、おはなやさんのおんなのこです。

　　やさしくて、きれいで、たのしいなかまを、たくさんだします】






　その文章に目を落として、ニーナが「まあ……」と微笑ほほえむ。




『じゃあもう一人は、屈くつ強きような戦士なっ！』

『でも、戦士さんは魔物さんをいじめちゃうかもしれないよ……？』

『えーと、じゃあ遊び人だ！　俺たちを笑わせてくれるヤツがいいな！』





　【ふたりめのなかまは、あそびにんです。

　　みためはこわいけど、とにかくかわっていて、おもしろいやつです！】






「ほう！　なかなか見どころがあるではないか、カイ！」

　そう背中を叩たたく手に、カイは答えることができなかった。

　温かい感情が胸に満ちて、唇くちびるを引き結んでいなければあふれ出してしまいそうだった。




『そんで、勇者王は魔物を傷付けないから、きっと斬きれない剣けんを持ってるんだぜ！』

『でも、冒険はきけんがいっぱいだよ。カイやなかまのみんながケガをしたら困るし、斬れない剣じゃ、魔物さんを守ることができないよ……』

『そっか。うーん、じゃあ、俺が必殺技わざを使えるのな！　んで、魔物をいじめるヤツらをやっつけるんだ！　ちゅどーん、びびび！　くらえ、暗黒騎き士しの紅あかきマガン！』

『わあ、カイ、かっこいい！』





　【ゆうしゃおうリンは、きれない剣をもっています。せかいでいちばんやさしい剣です。

　　その代わりに、おれは、とってもつよいでんきしで、ひっさつわざをつかえます。

　　ちゅどーん、ビビビ、しゅわわわ！　ちょりちょりーん！

　　あんこくきしの、あかきまがんです！

　　おれはこの力で、リンやなかまを守ったり、よわいものいじめをするわるいやつらをやっつけます！】






『ふああ……！　とっても楽しい旅になるね！』

『ああ、勇者王リンの伝説の始まりだ！』

『すごい、すごい！』

『……なあ、リン』

『なぁに？』

『お前が世界でただ一人の勇者になるなら、おれはさ──おれは、世界一の伝記士になるよ！　そんで、お前の伝記をたっくさん書いてやる！』

『うんっ！』

『なあリン、世界はとっても広いんだ！　これから一いつ緒しよに、いろんな冒険をしような！』

『うん……！』




　最後のページは、こんな文章で締しめくくられていた。





　【まものとなかよくする、せかいでただひとりのゆうしゃ、

　　ゆうしゃおう、リン。

　　ゆかいななかまたちとのものがたりが、まくをあけました！

　　いよいよ、だいぼうけんのはじまりです！】






　物語はそこで途と切ぎれていた。

　あとのページは無残に引き裂さかれている。

　静かにノートを閉じると、裏表紙には、はみ出すくらい大きな名前がしたためてあった。




　【せかいいちのでんきし　カイ・アんバぁー】




「俺が……」

　こぼれ落ちた声が震えている。

「俺が翼よく獅じ子しから万年筆を引き当てたのは……間ま違ちがいじゃなかったんだ……。俺は……俺は……伝記士に、なりたかったんだ……！」

　本の中に広がる世界に、目を輝かがやかせていた自分。

　泣き虫だったリンの手を引いて、共に広い世界を冒険しようと笑っていた自分。

　あの頃の俺は、本の向こうに、文字の海うな原ばらの先に、無限の可能性が広がっていると信じていて……──いったいどこに置き去りにしてしまったのだろう。

「ごめんな、リン……俺、なんで忘れてたんだろう……。俺、お前と約束したのに……どうしてこんな、活字嫌ぎらいなんかになっちまって……！」

　それでも、リンはずっと──

「俺が言ったのか……お前に……勇者王になれって……！」

　古ぼけた表紙を撫なでる。

「リン……ばかかよ、お前は……っ！　こんな俺のこと、ずっと待って、くれて……」

　違う、ばかは俺だ。リンの伝記を書くって約束して……なのに俺は、そんな大事なことも忘れて……！

「カイ」

　肩かたに、温かい手のひらが載のった。

　顔を上げると、菫すみれ色いろの双そう眸ぼうが優しく迎むかえてくれる。

「ニーナ、俺……っ、リンに……もう一度、リンに会わなきゃ……」

　情けなく掠れた声に、柔やわらかな声こわ音ねが「ええ」と寄り添そった。

「行きましょう、カイ。今のあなたが会えば、リンはきっと思い出してくれる……そんな気がするわ」

「ああ……！」

　ノートを持つ手にぐっと力を込こめて、ふと眉まゆを寄せる。ノートの最後の部分は、ひどく破れていた。

　……まだ、身体からだの奥底で錆さび付いている記き憶おくがある……。ヒナを保護したあの後、俺たちは一体どうしたんだっけ……。

　頭にかかろうとする暗雲を、カイは首を振ふって追いやった。

「とにかく今はリンの後を追おう！　学園で、リンの向かった先を確かめるんだ！」

「ええ！」

　三人は寮りようを飛び出し、学園へと急ぐ。

　学園の門が見え始めた時、こちらに気付いて坂を駆かけ下りてくる人物がいた。

「カイくん！」

「アイリス先生!?」

　息を切らせて走ってきたのは、カイの担任教師アイリスだった。

「ちょうど良かった！　先生、リンの補習のクエストって……！」

「クエスト？　そんなものはないですよ？　再テストという旨むねは伝えましたが……」

「は……？」

　立ち竦すくむカイに、アイリスは興奮気味に、一枚の用紙を突つき出す。

「それより、緊きん急きゆう召しよう集しゆうです！　学生も、急きょ飛ひ竜りゆう討とう伐ばつに向かうことになりました！」

「え……？　飛竜討伐……？」

「はい！　今朝掲けい示じ板ばんに貼はり出したこのプリントを見ていませんか!?　守護騎士隊のアシストとして、学園側も編成を組んで出しゆつ立たつすることになったのです！　出発は間もなく──首席勇者であるカイくんの力が必要です！」

　しかしカイの足は縫ぬい止められたようにぴくりとも動かなかった。

　補習のクエストなんて存在しない……？　じゃあ、あの大荷物は、いったい──そこまで考えて、何かの用紙を慌あわてて隠かくそうとしていたリンの姿が、脳のう裏りに弾はじける。それは確か、今アイリスが手にしているのとよく似た──

　──リンの奴やつ、まさか……!?

「……！」

　カイはアイリスの手から用紙を奪うばうや、学園とは逆方向に走り出していた。

「カイくん!?」

「カイ、待って！」

　風よりも速く町を駆け抜ぬけながら、カイは歯を食い縛った。

　何かをこらえるような笑顔が、荷物を背負った細い背中が、目に焼き付いて離はなれない。あいつまさか、守護騎士隊の手から魔ま物ものを庇かばうつもりで……!?










　ケイトラは飛ぶように街道を行く。

　要よう項こうによると、洞どう窟くつに巣食っているのはつがいの飛竜ということだった。近付く人間を手当たり次し第だいに襲おそい、騎士隊ですら手を焼いているという。そんな危険な魔物のところに、リンがたった一人で……!?

「リンなら大だい丈じよう夫ぶよ！　きっと今ごろ、魔物と仲良くお茶でもしてるわ！」

　助手席のニーナの気休めに、カイは首を振った。

「あいつ、魔物と話せる石も持ってないんだ！　言葉なんか通じねぇ、剣だって使えやしねぇのに、それをたった一人で……！」

　胃が焦こげつくような焦しよう燥そうが込み上げる。リン、どうして助けてくれって言わなかったんだよ!?　お前の頼たのみなら、俺は……俺は……っ！

　──違う。焦あせりを握にぎり込むように、古びたノートを持つ手に力を込める。あの時、リンは幾いく度ども何か言いたそうにしていた。きっと本当は助けを求めたかったのだ。先を急ぐ旅なのに、少しでも早く飛竜の元に駆け付けたかっただろうに、俺に縋すがりたくて、それでも言い出せなくて……どうして気付いてやらなかったんだ！　俺はいつだって自分のことばっかりで……！

　吹ふき付ける風の中、歯を食い縛しばりきつく目を閉じた。頼むリン、無事でいてくれ……！

　地図に従って着いたのは、昼にカイがクエストをこなした森、そのほど近くにそびえる崖がけであった。

「ここか……！」

　傾かたむき始めた太陽の照り返しに目を眇すがめながら、無愛想な岩山を見上げる。

　天てつ辺ぺんに暗い口を開けた洞窟がかすかに見え、そこまで細い崖道が折り重なるようにして続いていた。

「ここから先、ケイトラは使えないわね」

「ああ、ともかくできるだけ早く──！」

「カイ！」

　カイはジルの視線を追って、舌を打った。

「守護騎き士し隊……！」

　岩山に沿うようにして、一糸乱れぬ騎き馬ばの隊列が押し寄せようとしている。

　飛竜を仕留めに来たか……！　あいつらを洞窟へ行かせるわけにはいかねぇ、一秒でも惜おしいところだし勝算は薄うすいが、ここで片を付けるしか──！

　カイが腰こしの剣けんに手を伸のばした時、その視界に割り込む背中があった。

「あいつらは私たちで食い止めるわ！」

「お前は一刻も早くリンの元へ行ってやれ！」

「ニーナ、ジル！　……頼んだ！」

　道はあるが遠回りになる、直接崖を登ったほうが早い！

　カイは古ぼけたノートをベルトに挟はさみ込むが早いか、岩いわ肌はだに取りついた。




　背中の魔ま法ほう陣じんに手を伸ばしながら、ニーナはぽつりと呟つぶやいた。

「守護騎士隊、ね……」

　自分がかつて所属していた、魔物殺しのエリート集団。そして自分に役立たずの烙らく印いんを押して放ほう逐ちくした、因いん縁ねんの組織……──と。肩に大きな手が置かれた。

「どうしたニーナ、元気がないな！　俺を踏ふむか!?」

「……ジル。あなた、他ほかに言うことないの？」

「ない！　ほら来い、景気づけに思いっきり踏んでみろ！　初めて出会った時のようにな！」

　手招きするジルを見て、ニーナは「……そういえば」と懐なつかしい記憶を引っぱり出す。

　三年前──守護騎士隊を手ひどく除隊になったばかりで、人を怖こわがり、ひどく怯おびえ、心に傷を抱かかえてひと気のない丘おかの上で一人こっそり泣いていたニーナに、この男は開口一番、『俺を踏んでみんか！』と声を掛かけてきたのだった。

「……傷心の女の子に俺を踏んでみろなんて、いったい何を考えてるのかしら」

「だが、怖くなくなったろう」

「……ええ、そうね。自分に踏まれて悦よろこんでいるような生き物に一いつ瞬しゆんでも怯えていたのがばかばかしくなって……おかげであれ以来、なんだか逆の方向に吹っ切れたわ」

　そしてこの変態は今も目の前で、「どうした、ほら来い！」と腕うでを広げている。

　ニーナは口の端はしで笑って、魔法陣を翻ひるがえした。

「悪いけど、もうあの頃の私じゃないわ！　これでも少しは強くなったのよ！」

　あれからリンやカイと出会い、旅を重ねて、悪夢に打ち勝つこともできた。

「ほう、そいつは重ちよう畳じよう！　ならば俺も、多少はいいところを見せてやらねばなるまいな！」

　目を閉じてもはっきりと隣となりに並び立つジルの気配を感じながら、ニーナは口の中で呪じゆ文もんを唱える。

　──そしてふと思う。思えば、リンとカイに引き合わせてくれたのも彼だった。

「この戦いが終わったらゆっくり踏んであげる。せいぜい足止めしてやろうじゃない！」

　ニーナの声に応こたえて、魔法陣から眩まばゆいばかりの光の渦うずがあふれだした。




　カイは幾度も転げ落ちそうになりながら、切り立った崖をがむしゃらに登って行く。

　頼む、間に合ってくれ……！

　洞窟の入り口に転がり込むなり、剣を引き抜いた。

「リン……！」

　湿しめった薄うす闇やみにカイの叫さけびが反はん響きようする。

　彼の目が捕とらえたのは、壁かべ際ぎわに追い詰つめられたリンと、その前に立ちはだかる赤い塊かたまり──巨きよ大だいな飛竜の姿だった。

「カイ!?」

　飛竜の紅あかい瞳ひとみがカイを射い貫ぬく。その後ろにもう一体、一回り小さな飛竜がうずくまっているのが見えた。

「リン、無事だったか……！」

　カイが手にした剣を見て、飛竜が警けい戒かいの唸うなりを上げながら身構える。

「カイ、待って！　この子が人間を襲うのは、怪け我がをした奥さんを守るためなんだよ！」

　見れば、奥にうずくまる小さな飛竜、その翼つばさの付け根がひどく破れている。

　リンは飛竜の前へ塗ぬり薬の入った缶かんを差し出した。

「お願い、飛竜さん！　この薬を受け取って！」

「……！」

　その迷いのない横顔がカイの胸を打つ。

　今のリンは、魔物と言葉を交かわした記憶も失っているはずだ。ましてや、魔物が人間の天敵であるために──人間の強大すぎる力の矛ほこ先さきを受けることで世界のバランスを保つ、そのために存在しているという事実など知る由よしもない。それでもこいつは、魔物のために立ち上がるのか……！

「もうすぐたくさんの人たちが、君たちを殺しにやってくるよ！　お願い、今の内に奥さんを連れて逃にげて！」

　しかし反応はない。

　赤い喉のどの奥で、ぐるるるという獰どう猛もうな唸りが膨ふくれ上がり──そして弾はじけた。

「グギャァァアアァアアアァアア！」

　肌を震ふるわせる雄お叫たけびと共に、巨大な爪つめがリンを引き裂さこうと掴つかみかかり──間かん一いつ髪ぱつ、カイはその間に滑すべり込んでいた。

「っ！」

　がきりと噛かみ合った爪と剣とが蒼あおい火花を散らす。

　カイは奥歯を噛みしめると、巨大な爪を力任せに弾き飛ばした。

　巨体がよろめき、二歩、三歩と距きよ離りを取る。

　思わぬ反はん撃げきに神経を逆なでされたのか、紅い両眼がぎらりと光ってカイを貫つらぬいた。

「待て、頼む、話を聞いてくれ！　こいつはお前らを傷付ける気じゃないんだ！」

「！　カイ……！」

「頼むから、話を──！」

　言いも切らず、再び爪そう牙がが迫せまりくる。

「チッ！」

　カイはリンを背に庇ったまま、降りかかる爪を、牙きばを、右に左にと受け流した。襲い来る猛もう攻こうの中、少しずつ足場を移しながら、徐じよ々じよにリンから離れるように誘ゆう導どうしていく。

「カイ……！」

「大丈夫だ、分かってる！　殺しはしねぇ、少し大人しくしてもらうだけだ……！」

　だがどうする、言葉も通じねぇ相手に説得なんて通用するのか……!?　いや、せめて気絶させることさえ出来れば……ッ！

　カイが反撃の隙すきをうかがって大きく跳とび退のいた瞬間、猛たけり狂くるった長い尾おが天てん井じようの一角を打ち砕くだいた。赤子ほどもある岩が、リンの上へと降りかかる。

「っ、リン！」

　地を舐なめるように駆かけ、腕が痺しびれるのも構わず剣の平で叩たたき落とした。と思った瞬間には飛竜の巨きよ躯くが躍おどり上がり、巨大なあぎとが頭上に迫っていた。

　リンを突つき飛ばし、その反動を利用して自らもまた地べたに転がる。その左脇わきを、冷たい風が通り抜け──刹せつ那な、肩かたが燃えるように熱くなった。

「がっ……！」

　だらりと垂れた肩から生ぬるい液体が染しみ出し、指先までしたたる。

「カイ、腕が……！」

「逃げろ、リン！　俺がこいつを引きつけてる間に……！」

　カイが体勢を立て直すのを待たず、飛竜が反転する。死角からすくい上げるように一いつ閃せんされた長い尾に打たれ、カイは駆け寄ろうとしていたリンもろとも吹っ飛ばされていた。

　宙を泳ぐリンの身体からだを、肩が悲鳴をあげるのもかまわずに抱だき寄せる。

「っぐ……！」

　岩肌に叩きつけられると同時にガツン、と冗じよう談だんみたいな衝しよう撃げきがこめかみを打ち、一瞬気が遠くなる。
















「っは……！」

　かすむ目を落として、腕に抱いたリンの無事を確かめると、岩に手を突いて起き上がった。あばらがみしりと嫌いやな音を立てる。

　その手にリンが取り縋った。

「カイ、だめだよ、血が……！」

「リン……さがって、ろ……！」

　しかし──リンを振ふり切って踏み出そうとした足から、すとんと力が抜ぬけた。

　身体を蝕むしばむ激痛に顔を上げることすら出来ず、胎たい児じのようにうずくまる。

　ずん、と地鳴りのような音が一歩、また一歩と近付いてくる。

「お願い、やめて！」

　動かない身体をぐいと仰あお向むけにされ、背中が、頭が、柔やわらかなものに包まれる。

　かろうじて開いた目で見上げると、リンが自分を抱きかかえて泣いていた。

「リ、ン……」

「飛竜さん、お願い……！　カイを傷付けないで……！」

　……あ、れ……こんなこと……前にもあったような……。

　ずきん、ずきんと芯しんまで響ひびく鈍にぶい痛みと共に、懐かしい記き憶おくがよみがえってくる。




　リンは勇者王に、カイは世界一の伝でん記き士になると誓ちかったあの日、魔ま物もののヒナを巣へ返すために、二人は初めての冒ぼう険けんに出たのだ。

　魔物図ず鑑かん、道具大全、冒険の心得……そしてあのノートを抱えて、カイはいっぱしの伝記士になったつもりだった。あの時の自分は、本や知識さえあれば、どんな困難でも切り抜けられると信じていて──けれどそれは勇気ではなく、ただの無む謀ぼうだったのだと思い知らされた。

　ヒナを奪うばわれて殺気立っている親鳥に、抱えていったその本たちは、あまりにもあっさりと引き裂かれた。

　カイは巨大な翼に弾き飛ばされ、木に打ち付けられて、あの時も酷ひどい耳鳴りがしていた。

　遠ざかる意識の中で、幼いカイは、自分をかばうリンの姿を見たのだ。




『親鳥さん、ヒナちゃんは無事だよ！　ヒナちゃんを返すから……！　だからカイを傷付けないで！　おねがい、おねがい！』




　本当は村の誰だれよりも泣き虫なのに、言葉も通じない魔物の前に飛び出し、迷わずカイをかばったリンの背中。小さな身体にみなぎる勇気──姿かたちの違ちがう相手をも受け入れ、そして寄り添そおうとする優やさしい心。

　その小さな背中に、カイは本当の勇者の姿を見た。

　──俺が憧あこがれたのは、あの小さな背中だった……──

　記憶はそこで途と切ぎれているけれど、ただひとつ、意識を失う直前、親鳥の黒い瞳が優しげに細められたのを覚えている。

　まるで悪夢のような、底の見えない闇やみに落ちながら、幼いカイは己おのれの無力さを呪のろった。悔くやしかった。リンを守ってやれなかった自分が、情けなくてたまらなかった。




『本なんて……文字なんて、なんの役にも立たないじゃないか……！』




　大切な人を守れる力が欲ほしくて、勇者になると決めた。大好きだった本も、自分の弱さも愚おろかさも、そして大切な夢も、忘れてはいけない約束も、頑がん丈じような箱に押し込んで、ご丁てい寧ねいに鍵かぎまで掛かけて……いつしかその鍵のありかさえ見失ってしまった。

　全すべては、それまでの自分を否定するために。




　──けれど違ったのだ。

　頬ほおに温かな滴しずくを感じて、カイはふっとまぶたをほどいた。

　ぼやけた視界に、リンの泣き顔が映り込む。

　強さの意味をはき違えて、自責の念にがんじがらめにされて、伝記士になるって夢を忘れちまった俺を……こいつは、ずっと待っててくれたんだ……！　自分でさえどこに仕し舞まったか分からなくなった鍵を、こいつは守り続けてくれたんだ……！

　柄つかを握にぎる手が、ぎしりと軋きしんだ音を立てた。

「俺は……俺は、お前を守るために強くなったんだ……！　お前を守りたくて、強くなろうって決めたんだ……！」

　冷たい手足に血が通い始める。

　軋む身体を、焼け付くような覚かく悟ごが内側から突き動かす。

　リン、俺は……俺は……！

　潰つぶれた喉の奥から、ひび割れた叫さけびが迸ほとばしった。

「俺は、今度こそ、お前を守る……！」

　跳はね起きるが早いか、眼前に迫っていた鈍い光めがけて横よこ薙なぎに一閃する。

「っが、あああああああッ!!」

　死にもの狂いで放った一撃が、飛竜の爪を弾き飛ばしていた。

　巨きよ大だいな体たい躯くが、足をすくわれて横よこ倒だおしになる。

「カイ！」

　カイは肩を押さえつつ、リンを背に庇かばった。

　身を起こそうともがく飛竜に向かって、もはや嗄かれ果てた声を張り上げる。

「違うんだ、こいつは……！　リンはお前と分かり合うつもりで……ッ！」

　その時、洞どう窟くつの外、崖がけ道みちを登ってくる複数の足音があった。

「飛竜を屠ほふれ！　学生を保護しろーッ！」

「守護騎き士し隊……！」

　思わず呻うめいたカイの元に、顔色を失ったニーナが駆け込んでくる。

「カイ！　守護騎士隊がそこまで来てるわ！　下にはユースタシア学園の学生たちも到とう着ちやくしてる！　これ以上は防ぼう御ぎよが追い付かない……！」

　立ち上がろうとしている飛竜を横目に、カイはリンと共に洞窟を飛び出した。

　崖道では騎士隊と異世界人たちの大乱らん闘とうが勃ぼつ発ぱつしていた。群がる騎士隊の目をソノダたちが《禿頭乱反射ソノダビーム》で眩くらませ、浮うき足あし立だったところをミケが蹴け散ちらす。ミケが取りこぼした敵は、各所で待ち構えた異世界人たちが迎むかえ撃うつ。

　それでもすり抜けて登ってくる騎士たちを、洞窟の手前、最終防衛線でジルが騎士から奪ったらしい槍そう斧ふをぶん回しては、まとめて下の道へと投げ落としていた。が、その横顔に疲ひ労ろうは色いろ濃こい。破られるのは時間の問題だ。

　さらに崖の下では、学生たちが迎げい撃げきの陣じん形けいを取っていた。

「各自装備を確かく認にんせよ！　弓使い、二列横おう隊たいを取れ！」

「飛竜があぶり出されたところを仕留めるぞ！」

「お願い、やめて！」

「頼たのむ、退いてくれ……！」

　身を乗り出す二人の姿を認めて、アイリスが崖の下から叫ぶ。

「リンちゃん、カイくん！　今助けますからね！」

「違うんだ！　お願いです、今は剣けんをおさめて……！」

　学生たちの中にはユリアたちの姿もあった。

「アンバーくん、本当にどうしちゃったの!?」

「ちょっと、マジでおかしくなっちゃったワケぇ～!?　それともそこのなまくらの落ちこぼれの言うことに惑まどわされたの～!?」

「魔物を殺すのが勇者の役目だろうが！　お前まで落ちこぼれるつもりか、カイ!?」

「落ちこぼれだ!?」

　カイは込こみ上げる衝しよう動どうのままに吠ほえ散らしていた。

「お前らの言う落ちこぼれってのが、型にとらわれねぇ、既き存そんの枠わくからはみ出た大おお馬ば鹿か野や郎ろうって意味なら、俺は落ちこぼれでいいッ！」

「カイ……！」

　カイはそのまま身を翻ひるがえして洞窟へ駆け戻もどろうとし──

　その時、崖道とは反対側の死角──切り立った崖を登って別べつ働どう隊がなだれ込んできた。

「！　しまっ……！」

「いたぞ、飛竜だ！」「二匹ひきまとめて仕留めるぞ！」

「待って！」

　リンが駆かけ付ける前に、向けられた武器の先で、飛竜がゆらりと身を起こした。

　真っ赤な喉のどを反らせ、巨大なあぎとを開き──空を破るような咆ほう哮こうが耳を穿うがつ。

「っ!?」

　たまらず耳を塞ふさぐ人間たち目がけて、飛竜が翼つばさを大きく広げ──

「っ、リン……！」

　カイがリンの腕うでを引き寄せると同時、凄すさまじい烈れつ風ぷうが吹ふき荒あれ、二人は殺さつ到とうしようとしていた騎士たちもろとも、洞窟から外へと投げ出されていた。地上から悲鳴が巻き起こる。

「リン！　カイ……っ！」

　ジルに抱だきとめられたニーナの姿が遠ざかる。

「……ッ！」

　上下逆さになった世界で、黄金の太陽が、空と地平の境に沈しずみゆこうとしている。

　風の唸うなりを聞きながら、カイは肩かたの痛みも忘れて、腕の中の小さな頭を、柔らかな身体からだを、無我夢中でかき抱いだいた。

　俺を信じて待っていてくれたこいつを、死なせるわけにはいかねぇ……！　こいつの想おもいに応こたえるまで、死ぬわけにはいかねぇ……！　まだ、死ぬわけには……──！

　永遠にも思える数秒ののち──

　ばすっ、と乾かわいた音がして、身体が柔やわらかな感かん触しよくに受け止められていた。

「っは……！」

　うすく目を開けて、自分たちが中空に留とどまっていることに気付く。

「な……っ！」

　カイは辺りを見回してようやく、自分たちが地面へ叩たたきつけられる代わりに、緑のつややかな布に包まれていることに気がついた。布？　いや──

　さらに下へと視線をたどらせて、カイは息を吞のんだ。

　二人のはるか足元で、巨大な植物が蔦つたをうねらせていた。

「お前……!?」

　それは森の中で枯かれかけていた、あの巨大花であった。

「お前、さっきの……！」

　周囲を見れば、一いつ緒しよに吹き飛ばされた騎士たちも蔓つるに絡からみ付かれて宙に浮ういている。

「魔物さんが、助けてくれたの……!?」

　蔓が二人の無事を喜ぶようにうねり──その時、息をも塞ぐような強い風が吹き付けた。

　空を押し広げるようにして、巨大な翼が二人の前に降り立つ。

「っ！」

　カイは弾はじかれたように剣を構え──しかし飛ひ竜りゆうは、低く唸ったきり襲おそっては来なかった。

　紅あかい瞳ひとみが、リンとカイ、そしてまるで二人を守るように蔦をうねらせる魔ま物ものへと、じっと注がれている。

　その時、はるか下から声が上がった。

「総員、攻こう撃げき用意！」

　地上の武器が一いつ斉せいに空の一点へと向けられ、飛竜の瞳が狂おしく燃え上がり──

「待って！」

　リンが飛竜をかばうように手を広げる。

「な、何をしてるんだ!?」「勇者が魔物の味方をするなど、許されると思っているのか！」

「お願いだよ、話を聞いて欲しいんだ！」

　巻き起こる怒ど声せいに、けれど小さな勇者は唇くちびるをまっすぐに引き結び、人間たちが構えた武器の矛ほこ先さきを、ただ一人で引き受けようとしていた。

　しかし──燃え猛たけるような叫びとは裏腹に、細い肩が震ふるえているのに気付いた時──カイはとっさにその小さな手を握っていた。

「！」

　涙なみだの滲にじんだ大きな瞳が、カイを捕とらえる。首元の鈴すずが、ちりんと涼すずやかに鳴った。

「……カイ」

「ん」

「私、間ま違ちがってるかな」

　吹き付ける風にも、その問いは掻かき消えることなくはっきりと耳に届いた。

「私って、変かな」

「…………」

　強い光を浮かべた翡ひ翠すい色の瞳を、カイは同じだけの強さをもって見返した。

　……俺は今勇者なんだ。そしてもう知っている。本物の強さってもんを──本当の勇気ってやつを。

　カイは静かに顎あごを引き──剣を鞘さやにおさめると、そのまま大きく、地面へと放ほうり投げた。

「アンバーくん!?」「剣を捨てた……!?」

「…………」

　丸まる腰ごしになったカイを見て、飛竜がかすかに首を傾かしげる。

「──変だよ」と、カイは答えた。

「！」

「お前は確かに変わってるよ」

　ぱちぱちとまばたきをするリンに、笑ってみせる。

「だから、間違ってねえよ。いつものお前だろ。大だい丈じよう夫ぶだよ」

「カイ……」

「何でもやってみろよ。お前が何をしでかしたって、俺が庇ってやる。一緒に叱しかられてやる。ガキの頃ころからそうだったろ？　お前が誰だれより一いつ生しよう懸けん命めいで、誰より優やさしいことを、俺は知ってる。だから安心して、自分を信じて──俺を信じて……自お分前の思う通りにしろ」

　小さな手を握にぎる指に、想いを刻むように、力を込める。

「お前は俺が認めた、本物の勇者なんだから！」

「……！」

　リンの瞳が、星のように燃え上がった。

「……うん！」

　震えが止まった。縮こまっていたリンの膝ひざが、背筋が、小さな身体が天に向かって伸のびるのを見届けて、カイは手を離はなした。

　渦うず巻まく風に逆らうように、リンは巨きよ大だいな葉の上に足を踏ふん張って、ぐいと胸を張る。

「みんな、聞いて！　この子が人間を襲うのは、怪け我がをした奥さんを守るためなんだ！　私が説得してみせるから、お願いだから、武器を降ろして！」

「戯たわ言ごとを……！」「魔物と意思が通じるとでも思っているのか！」

「通じるよ！」と、リンは迷いのない声で答える。

「言葉が分からなくたって、心を通わせることはできる！」

「馬ば鹿かな……！」

「魔物さんにも心があるんだ！　私たちと同じように、怪我をしたら痛いよ！　いじめられたら悲しくて、武器を向けられたら怖こわいよ！　大切な人を傷付けられたら怒おこるし、家族を守るために戦ったりもする！　そして、誰かと気持ちを分かち合えたら、嬉うれしいよ！」

　二人の周囲に漂ただよう蔦が、犬のしっぽのようにぱたぱたと振ふられた。

「それでも攻撃するっていうなら、私は命を賭かけても飛竜さんを守る！　困っている子を助けるのが勇者だって、そう信じてるから！　誰かの傷に気付いてあげられる、相手の心に寄り添そってあげられる、それが本当の勇気だと思うから！」

「な、何を偉えらそうに、このなまくら勇者が……！」

　顔も分からない誰かの罵ば声せいに、しかしリンは揺ゆるがない。剣けんをすらりと鞘から引き抜ぬくと、恐おそれ気げなく刃はの半ばを掴つかむ。

　小さな勇者は刃の潰つぶされた剣を高々と掲かかげて、そして、笑った。




「私、この剣が何も斬きれないって知った時、とっても嬉しかったよ！」




「は……？」

「私が引き抜いたこの剣は、なまくらなんかじゃない！　誰も傷付けることのない、世界でただひとつの剣なんだ！　私が目指した、本当の勇者の剣なんだ！　この剣がいつだって、私が進むと決めた道は間違いじゃない、そう教えてくれてるんだって……そのために、『翼よく獅じ子し』さんは私にこの剣を授けてくれたんだって、私はそう信じてる！」

　風に髪かみを躍おどらせ、斬れない剣を空に掲げて、少女は声の限りに叫さけぶ。




「だから、みんなも私を信じて！」




　夕暮れの迫せまる森の上に、澄すんだ声が響ひびき渡わたり──やがて、弓が、杖つえが、剣の切っ先が──殺意の包囲が、ゆっくりとほどかれていく。

　世界で一番優しい一ひと振ふりの剣の前に、立ち込めていた敵意が、風に溶とけて消え去った。

　飛竜の羽ばたきだけが、夕暮れの空を静かに打つ。その静せい寂じやくの中で、カイは小さく笑った。そうだ。それでこそリンだ。

　リンは剣を鞘におさめると、滞たい空くうしている飛竜に真っ向から対たい峙じした。

　そして小さな缶かんを載のせた両手を、牙きばの並ぶ口の先にためらいなく差し出す。

「飛竜さん！　これ、薬だよ！　危ないものじゃないから、奥さんに塗ぬってあげて！」

　懸けん命めいに訴うつたえるリンを、飛竜は物言わぬ瞳で見つめている。

「えっとね、えっと……！」

　リンはしばしあわあわと辺りを見回していたが、缶を開けるやカイにのしかかった。

「こうやって使うの！　こうだよ！」

　頬ほおのすり傷にめいっぱい薬を塗り込まれて、カイは「いででで！」と悲鳴をあげた。

「ちょ、待っ、リン！　痛い、痛いって！」

「分かった!?　飛竜さん！　最初はちょっとしみるけど、すぐに治るからね！」

「おい、塗り過ぎだろ、もったいねぇ！」

「あと薬草もあげる！　苦いけど我が慢まんして食べるんだよ！　こうやってよく噛かんで！」

「待て、こんなに一気に食えね……もがっ！」

　口いっぱいに広がる苦味に、カイはえずきながらも必死に吞み下した。

「っ、こらリン！　俺はもういいから、あとはあいつに──！」

　ふいに薬を盛ったリンの指が、血に濡ぬれたこめかみに触ふれる。

「[image: い゛]っ……!?」

　悲鳴を押し殺したのは、リンの大きな瞳がいつしか大おお粒つぶの涙を浮かべていたからだった。

「ごめんね、ごめんね、カイ……ありがとう……」

「…………」

　無言で腕うでを伸ばし、その頭にぽんと手を載せる。

　声もなく寄り添う二人を、飛竜は穏おだやかな瞳でじっと見つめ──やがて、ゆっくりと首を差し伸べた。

「！」

　牙の並んだ巨大なあぎとが、慌あわてて差し出したリンの手から、器用に薬の缶をくわえる。

　そしてばさりと翼つばさを広げると、茜あかね色いろの空へと舞まいあがった。

　夕ゆう陽ひを照り返すその姿が、記き憶おくの奥底、ヒナをくわえて飛び立つ親鳥の姿と重なる。

「魔物が……」「人の手から……薬を……」

　夕暮れの風に鈴が鳴く。その音に誘さそわれるようにして、カイは隣となりのリンに目を移した。

　飛竜を見送るリンは、小さな頃から変わらない、優しいまなざしをしていて──カイは手を伸ばすと、その小さな肩かたを力の限りに抱だき寄せていた。

　リンが「ひゃあ!?」と素すっとん狂きような声を上げる。

「か、カイ……!?」

　カイは唇を結んだまま、ベルトに挟はさみ込んでいたノートを差し出した。

「！　これ……！」

　驚おどろくリンに、一言ずつ噛み締しめるように告げる。

「全部……やっと、全部、思い出したんだ……」

「……！」

　息を吞のむ気配があった。

　伝えたい想おもいはたくさんあったけれど、色々な感情に押し出されるようにしてこぼれ落ちた言葉は、そう多くはなかった。

「待たせて、ごめん……！」

「カイ……私……」

　リンが声を震わせ──その細い指が胸むな元もとへと伸び、首にかけていた鎖くさりをそっと引っ張る。

「！　時空時計……！」

　服の中から現れたその美しい懐かい中ちゆう時計は、夕陽を照り返して眩まばゆく輝かがやいていた。

「リン、お前……」

　カイの視線に答えるように、リンが微笑ほほえむ。

「思い出したよ……私、時空時計を使って、過去に飛んだんだ……」

「お前が、過去を変えたのか……俺が勇者になれるように……？　でも、どうして……」

「私……カイに笑ってほしくて……どうしても、幸せになってほしくて……」

　リンが浮うかべる笑えみは、脆もろくて、儚はかなくて、今にも泣き出してしまいそうだった。

「私、カイが勇者になりたいのなら、それが一番だと思ったの。カイが笑っててくれるなら、それでいいと思ったの。だから、過去に、飛んで……でもね……でも……」

　途と切ぎれがちな声が潤うるみ、

「ねぇ、カイ」

　柔やわらかな手のひらが、頬を包む。

「カイが読んでくれる本が、カイが書いてくれる伝でん記きが、私に夢をくれたんだよ！　世界は広くて素す敵てきなことにあふれてるって、私は私のままでいいって、そう教えてくれたんだよ……！　だからね、だから──」

　リンは笑おうとしたのかもしれない。けれど一いつ瞬しゆん浮かべた笑みは、すぐにくしゃくしゃと崩くずれてしまった。幼い頃と変わらない、大きく澄んだ瞳ひとみから、透とう明めいな滴しずくがまるで宝石のように、いくつも転がり落ちる。

「物語を紡つむぐこと、嫌きらいにならないで……！」

「…………」

　カイは目を見開いた。

　……そうか……俺は、ずっと無力な自分を打ち消したくて、遠ざけて……──でも、違ちがったんだな……。

　どちらのものかも分からない涙なみだが、リンの膝の上の古びたノートに吸い込まれていく。

　こんなバカな俺にも……ちゃんと、力はあったんだな……。お前を──こんな優しい勇者を生んで、今日まで支えてやれるような力が……泣き虫の小さな少女に、大きな夢を与あたえてやれる力が……──

　本を引き裂さかれたあの幼い日から、ずっとずっと胸の奥に頑かたくなに押し込めていた重くて暗い塊かたまりが、ほどけて、溶けて、夕陽の中に消えていった。

「リン！　カイっ！」

　巨大な葉が静かに二人を降ろし、遠くから、ニーナとジルの足音が近付いてきた。










　まるで水の底のような静せい謐ひつさの中で、カイはただ一人、静かにその時を待っていた。

　リンが巻いてくれた肩の包帯を撫なでながら、つい数分前にかわした会話を思い出す。




「リン。お前は、いつ、どの過去を改変したんだ？」

　答えは半ば分かっていた。

　予想通りの答えを聞いて、カイはひとつ頷うなずいた。

「お前が変えた過去を、俺は戻もどしに行く」

「でも、カイ、いいの……？　せっかく勇者になれたのに……」

　どこか泣きだしそうな顔をするリンに、カイは目を細めて笑ってみせた。

「いいんだ。一人で行かせてくれ」




　夜の神しん殿でんの内部は、まるで深海のようだった。

　石の床ゆかに、しんしんと静寂が降り積もる。

　カイは『翼獅子』の台座に隠かくれて、じっとその時を待った。

　ほどなくして、それは訪おとずれた。

　金色の光が溢あふれ、とんっと小さな足音がする。

「『翼獅子』さん」と、澄んだ声が神殿にこだました。

「お願いです。明日あしたの課程振り分け試験で、カイを勇者にしてあげてください」

　少女の祈いのりが、青い静寂に沈しずむ部屋に反はん響きようする。

「カイが幸せなら、私はそれが一番嬉うれしいから！」

　そして再び光が膨ぼう張ちようし、少女の気配と共に消えゆき──カイはゆっくりと立ち上がった。

　沈ちん黙もくを保っている『翼獅子』の前に立つ。

「──今のお願いなんだけどさ」

　動かない獅子の銅像に語りかける。その声こわ音ねは、自分でも驚くほどに穏やかだった。

「なかったことにしてくれねぇかな。俺の課程については、あんたに決めてほしい。勇者でも、伝記士でも……あんたが、思う通りに」

　勇者になるために、がむしゃらに突つき進んできた自分。

　本当の夢を置き去りにして、ただ己おのれの過あやまちから目を逸そらし続けてきた自分。

　──思えば、遠い道のりだった。

「ここに来るまで、散々遠回りもしたし、迷めい惑わくもかけたけど……──俺は、今の俺が好きだから」

　あのまま勇者になっていたら、見えなかったものがたくさんある。余よ裕ゆうがなくて、いくつもの気持ちをないがしろにして。

　確かに辛つらいことも多かった。信じて突き進んでいたものに裏切られて、やるせなさを噛みしめ、あるいは身を焼くような悔くやしさを吞みこんだことも、幾いく度どとなくあった。

　……けれど遠回りしたからこそ、リンを守る力も手に入れた。人ときちんと向かい合うこともできるようになった。唯ゆい一いつ無二の仲間たちにも出会えた。時には寄り道をしたり、誰だれかと歩調を合わせて歩くことの尊とうとさを知った。そして、遠い昔に失った、大切な夢を取り戻すことも──

「じゃあ」

　短く言って、銀のリューズを押した。

　金色の粒りゆう子しが身体からだを包みはじめる。

　景色が光のヴェールの向こうに消える直前──『翼よく獅じ子し』が、微かすかに笑った気がした。




　　　　†　†　†




　リンたちは、時計台広場でカイの帰りを待っていた。

　すでに日はとっぷりと暮れ、人の姿はない。

　街灯の淡あわい光の下で、リンは胸に一冊のノートを抱いて、じっと目を閉じていた。

　カイが紡ぎ、一度はばらばらに破れ、そしてリンの手で継つぎ合わされた物語。

　過去に飛んだカイがどんな結果を選ぶのか、分からないけれど──ただひとつだけ、笑顔でいてほしい。カイが笑っていられる世界なら……そして出来ることなら、隣に並んでいられる世界なら、とっても嬉しい。

「あっ……！」

「光が……」

　ニーナとジルの声に、顔を上げた。

　淡い闇やみに、光の粒子がきらきらと集まり始める。

　三人が見守る先、眩まばゆい光が辺りを包み込み、やがて、人の形に集束した。




　　　　†　†　†




「…………」

　目を開くと、そこは夜の時計台広場だった。

　自分の姿を見下ろして、カイは小さく笑う。

　身体を柔らかく包み込むのは、伝記士課程の白いローブだった。

　ゆっくりと顔を上げると、いつもの面おも影かげが迎むかえてくれる。

　綻ほころぶカイの唇くちびるから、自然とその言葉が零こぼれた。

「ただいま」

「──おかえり、カイっ！」

　リンがとびきりの笑顔を咲さかせ、そしてぶつかるようにカイに抱き付くと、ローブに顔を埋うずめた。

「お、おい……！」

「あのね、カイ」

　胸むな板いたに温かな頬ほおをすりよせながら、リンは幸せそうに呟つぶやく。

「カイは伝記士だけど、私にとっては勇者なんだよ！　小さな頃ころから、ずっと……」

「…………」

「素敵な世界を教えてくれてありがとう、カイ」

「ん……」

　カイはふわふわの猫ねこっ毛に鼻を埋めながら、口に出さずに答えた。

「ずっと待っててくれてありがとうな、リン……」

　柔らかく抱だき合う二人を、ニーナとジルが優やさしいまなざしで見守ってくれていた。

　──と、広場の先、白い霧きりが集まったかと思うと、小さな魔ま女じよを形作った。

「カイにいちゃぁぁぁん！」

「イオ！」

　ちびっ子魔女は顔を涙でべしゃべしゃにしながらカイにしがみ付く。

「うぇぇえ、ありがとうです、時空を戻してくれてっ……！」

「イオちゃん、ごめんね！　私のせいで……」

　眉まゆを下げるリンに、イオはぶんぶんと首を振ふる。

「違うのです！　ごめんなさい、イオの魔具が未熟なばっかりに……！」

「いいんだ、俺がばかだったんだ。ごめんな。これでぜんぶ元通りだ。お前はすごい魔女だよ、本当だ」

　そう笑いながら冬色の金きん髪ぱつをくしゃくしゃと撫でると、イオは「びぇぇええぇえええ！」と大だい音おん声じようで泣きだした。

「ちょっ、鼻水、鼻水！」

「ほ、ほらイオちゃん、ひまわりの種だよっ！」

「びぇぇぇえええ、ぽりぽりぽり！　びぇぇええええぽりぽりぽりぽりびぇぇえ！」

「泣くか食うかどっちかにしろ！」

「びえっ……ぽりぽりぽりぽり！」

「食うのかよ!?」

　イオの涙をハンカチで拭ぬぐってやるカイを見て、ニーナが笑いながら手を叩たたいた。

「さあ、夕ご飯にしましょう！　今夜は腕うでを振るって、とびきりのシチューをつくるわよ！」

「わあ！　イオ、シチュー大好きです！」

「うむ、俺もだ！　プロテインもあればなお良し！　この間の鶏とりささみのサラダ、あれもうまかったぞ！」

「なんでまた普ふ通つうに混ざる気満々なのよ！　犬以下のゴミ虫がッ！」

「とか罵ののしりつつ、何だかんだちゃんとつくってやってんのな……？」

「ねぇカイ、私たちもお呼ばれしようよー！」

「あー、でも、寮りようの門限が……」

　言いかけて、リンのいたずらっ子のような笑え顔がおに気付き──カイは口の端はしを吊つり上げた。

「ま、一いつ緒しよに怒おこられりゃいいか！」

「うんっ！」

　しっとりと濡ぬれた春の夜、月明かりの底に静かに横たわる町を、温かな笑い声が渡わたった。







　エピローグ




　草原を貫つらぬく街道を、白いケイトラは風を切って走る。

「ひゃっほぉぉぉおう！　速い速い！」

　春の空は柔やわらかに高く、吹ふき付ける風は花の香かおりがした。

「カイのケガ、治って良かったねー！」

「ああ。無事に再試も合格したしな！」

　時空を巻き込んだ大騒そう動どう──学年末試験は、無事再試によって大団円を迎むかえていた。

　それどころか二人は、ほぼ満点に近い点数で再試を突とつ破ぱしたのだ。

「久しぶりにカイにお勉強教えてもらって嬉しかったよ！　なんだか子どもの頃ころのこと思い出しちゃった！」

「まあ、あれしきの問題、神しん童どうにかかれば朝飯前だな！」

　そう胸を張りながら、カイは数日前の勉強会を思い出していた。リンはちょっと思考があさっての方向に暴走しがちなだけで、そこをうまくカイが手た綱づなを取ってやれば、きちんと正しい知識も覚えられるのだ。

　おかげで二人そろって無事に春休みを迎えることができた。

「で、俺たちはどこに向かってるんだ？」

　カイの問いに、リンが地図を広げる。

「春休みの宿題クエストその一！　『伝説の盾たてを手に入れよう』だよー！」

「今度は盾かよ。またろくでもない伝説なんだろうなぁ」

　とぼやきつつ、カイは荷台に固定してある、夏休みに手に入れた伝説の剣けんを振ふり返った。思えば伝でん記き士の俺がこいつを扱あつかえたのは、勇者の素養もあることの証左だったのかな……。

「楽しみだなぁ！　今度はどんな冒ぼう険けんが待ってるんだろうね！」

　興奮をおさえきれないリンに同意するように、助手席のニーナが輝かがやく瞳ひとみで空を仰あおぐ。

「私たち、未来でもこうして一いつ緒しよに冒険しているのかしらね！　……ところでジルはいつまで無職なの？」

「ぬう!?　確かに俺は、今はただの無職だがな、ニーナ……ゆくゆくはお前の自宅を警備したいと思っているぞ！」

「働けゴミ虫」

　相変わらずのやりとりに、カイは思わず吹き出した。なんだかんだで仲はいいのだ。

「ねぇ、カイ。この最後のクエスト、北方の魔ま物ものを指揮してるドラゴンと魔女って……」

「あー……間ま違ちがいなく、あいつらだろうなぁ……」

　うんざりするカイとは裏腹に、リンは「よーし！」と腕を捲まくっている。

「今度こそバージールちゃんと仲良くなるぞーっ！　そして魔物さんとも魔女さんとも仲良く暮らせる世界をつくるんだっ！」

「あ、そうだわ、イオちゃんの村にも寄りましょうよ！　時空時計を貸してくれたお礼に、ひまわりの種を届けなきゃ！」

「わあ、そうしよう！　ソフィアちゃんのところにも遊びに行こうよ！」

「寄り道しすぎてまた期限ぎりぎりになっても知らねぇぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　夏休みと違って、時間もたっぷりあるしねっ！」

「よし、スピードを上げるぞ、つかまってろ！」

　ケイトラが唸うなりをあげて、ぐんと風が強くなる。

　吹き付ける風に負けないように、リンが小さな拳こぶしを空に掲かかげ、声を張り上げた。

「私は世界一の勇者王になって、魔物さんと仲良く暮らせる世界をつくるんだーっ！」

　その胸には、一冊のノート──『勇者王リンの伝説』が抱だかれている。

　きらきら輝く翡ひ翠すい色の瞳が、カイを見上げた。

「カイ、忘れないでね！　この伝記の続き！」

　カイはケイトラの屋根に頬ほお杖づえをついて、横目にリンを見み遣やる。

「あー、どうかなぁ。お前ってまだ勇者のたまごだし。勇者王とは言えねぇよなぁ」

「えー！　絶対になるんだからーっ！」

　むきになるリンを見ながら、カイは小さく笑みを零こぼしていた。

　これから先、いろんな事件や困難が俺たちを待ってるんだろうけど……伝記士としてお前のそばにいる未来も悪くないかな。

　……ずっと待っててくれて、ありがとうな、リン……。

　まるでその想おもいが届いたかのように、リンが白い歯を見せて笑う。

「ねえカイ、これからも一緒に、いろんな冒険しようね！」

　昔と変わらない幼おさな馴な染じみの笑顔を見つめて、カイは「ああ！」と笑みを刻んだ。

「なにせ俺は──お前の伝記士だからな！」

　吹き抜ぬける風に髪かみをなびかせながら、カイは空を見上げた。

　透すき通る空の青さが、胸に染しみ入る。

　遠い未来で待っている、まだ見ぬ自分──カイはいつか自分たちがたどりつく未来へと、想いを馳はせた。







　あとがき




　お久しぶりです、２ページのあとがきに五日間もかかりっきりです、琴こと平ひら稜りようです。だんだんあとがきがゲシュタルト崩ほう壊かいしてきました、どうしよう。

　この度たびは『勇者リンの伝説[image: れべる]５』をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　デビュー作である勇者リンの伝説も、いよいよ５巻となりました。今回の行事は学年末試験です。軽く内容に触ふれますと、

　学年末試験で赤点を取ってしまい、退学の危機を迎むかえるカイ。時空を遡さかのぼって赤点を回かい避ひしようと奮ふん闘とうするのだが、事件に事件が重なって、状じよう況きようはますますカオスになっていくばかり。ついには仲間たちとの絆きずなが消しよう滅めつする事態に──!?

　他にも、カイが活字嫌ぎらいになった理由が明らかになったり、リンとカイの小さい頃ころのエピソードなども盛り込まれておりますので、ぜひご一読いただけましたら嬉うれしいです。




　さて、多くの方に支えられて駆かけ抜ぬけてきた勇者リンたちの冒ぼう険けんですが、これにて一区切りとなります。

　ここに至るまで、本当にたくさんの方々にお世話になりました。

　可か憐れんで繊せん細さいなイラストで、私のイメージをはるかに凌りよう駕がする最高の世界を描えがいてくださったｋａｒｏｒｙさま。いきいきとしたキャラクターたちの姿には、執しつ筆ぴつにあたっても本当に助けられました。

『勇者と過ごす夏休み』という投とう稿こう時のタイトル通り、小さく完結していたお話を、辛しん抱ぼう強づよく導き、シリーズにまで育て上げてくださった前担当さまがた。また、進んで迷子になりたがる私に根気強く寄より添そい、親身になって相談に乗ってくださる現担当さま。

　そして私を支えてくれた家族、友人、この作品に関わってくださったすべての方々。

　何より、リンたちの冒険を最後まで見届けてくださったあなたへ。

　感謝の念は、言葉では言い尽つくせません。本当に、本当にありがとうございました。

　私の手でリンたちの冒険を文字に起こすのは最後になりますが、彼らはこれからもケイトラを駆って、賑にぎやかに騒そう々ぞうしく、新たな伝説を紡つむいでいってくれることでしょう。

　リンたちに負けないよう、作者もレベルアップしてまいりたいと思う所存ですので、次回作でお会いできましたら幸いです。それではまたお目に掛かかれる日を願いつつ。





琴平　稜












勇ゆう者しやリンの伝でん説せつ




Lv.5　赤あか点てん回かい避ひと失うしなわれた絆きずなを取とり戻もどすために、時ときをかける俺おれ。







琴こと平ひら 稜りよう
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